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　第一章　塔の囚人












　石造りの冷たく暗い牢ろう獄ごくには、ほとんど日の光も射さし込こまない。薄汚れた粗末なリネンの敷布の上で、青せい華かはただ膝ひざを抱えてうずくまっていた。

　もう長い年月を、ずっとこうしてすごしてきた。いつ朝がきたのかも、今日が何日かさえわからなくなりかけている。

　それに、一生ここから出ることはできない青華にとって、暦などどうでもいいことだった。足元から這はい上ってくる凍えるような寒さが、そろそろ冬が近いことを教えてくれたけれど。

　突然、石壁の高いところに穿うがたれた小さな天窓から聞こえてきた羽音に、青華は伏せていた瞼まぶたをゆるやかに上げた。

　その光彩が鮮やかに青い。青い瞳ひとみは、聖なる王家の純粋な血を引く神にも等しい存在であることをあらわしている。

　しかし、《果はての塔とう》と呼ばれる牢獄に閉じ込められた青華の双そう眸ぼうの奥には、闇やみよりもいっそう深い翳かげりが宿っていた。

「おまえか……」

　どこまでも冷たく虚うつろろだったおもてに、意外なほどやさしい笑みが浮かぶ。

「そういえば、今朝はずっと鷹たか狩がりの笛の音が聞こえていたな。聖せい王おう家の鷹狩りか……」

　永遠に閉ざされた牢獄が唯一、外界と繋がっているのは、四角く切り取られたささやかな天窓だけだ。

　その天窓に空からの訪問者がしばしば訪れるようになったのは、まだ春も盛りの頃ころだった。

　翼を持ち自由に空を駆けめぐれるその小さな訪問者が、どんな気まぐれでこの果ての塔に舞い降りてきたのか、青華には知るよしもない。

　けれど、青華が自分のわずかばかりの食事から与えた干し肉に味をしめたのか、それから三日に一度は姿を見せるようになっていた。

　何度か餌えさを与えているうちに、青華にもその鷹がどうやら聖王家が催す鷹狩り用に調教されているものらしいとわかってきた。

　獲物を追い立てるにぎやかな笛がこの塔にまで聞こえていたということは、おそらく盛大な鷹狩りの最中に違いない。

　肝心の鷹が獲物を追わずに囚人を閉じ込めた塔に飛び去ってしまって、主人や鷹たか匠しょうたちはさぞかし困っているだろうと、青華の薄い唇は悪戯いたずらっぽく綻ほころんだ。

　足元に置かれた皿には、まだ少し干し肉が残っていた。この数日ばかり、食欲もほとんど感じない。

　青華は皿を取り上げると、気だるい所作で寝台から立ち上がった。そのせつな、熱をおびた手足がずきんと軋きしむ。

　背中を鞭むち打うたれ、苛さいなまれる苦痛にはすっかり慣れてしまっても、痛みそのものが消えるわけではない。鈍感になっていくのは体よりも心のほうだと、青華は微かすかな溜ため息いきを洩もらした。

　傷ついた素肌を重く覆っているのは、ごわついた生成り色の木綿の衣だった。生まれた時から馴な染じんでいた高価な薄絹の手触りなど、もう忘れかけている。

　けれど、どれほど粗末な衣装の内でも、たおやかな四肢や純白の肌のあでやかさは隠しようもない。

　ましてや、膝の辺りまでさらさらと流れ落ちる黒髪の下から覗のぞく玲れい瓏ろうな美貌は、長い監禁と屈辱の日々も、青華から聖王家の気品と誇りを欠片かけらも奪えなかったことを証明していた。

　天窓の下まで歩み寄った青華は、皿からつまみ上げた干し肉を器用に窓の縁へと放ほうり投げてやる。わずかに見える鷹の嘴くちばしがそれを啄ついばむ様子に、そっと目を細めた。

「今日はそれだけだ。ゆうべ、牢ろう番ばんの機嫌を損ねてしまったから、しばらくは水しかもらえない。……さあ、食べたらお行き。きっと鷹匠が心配しているだろう」

　自分の食べるものがなくなることも、青華はたいして気にしていなかった。食事をすべて断たれ、牢の中で飢え死にしたところで、それを嘆いてくれる人もいない身の上だ。

　囚人としてこの塔に繋がれた時から、いっさいの希望を失っていた。ただ死を待つだけの日々を、青華はひっそりと送っている。

　しかし、青華に促されても、いつもなら餌をもらえばすぐに飛び立っていく羽音が聞こえない。窓に止まって動こうとしない気配に、青華は細い首を小さく傾かしげた。

「どうした？　羽でも傷めたか？」

　石畳の上に爪つま先さき立だちになって窓を見上げると、鋭い双眸を持つ鷹の頭がこちらを覗いている。まるで青華を案じているようなその視線に、思わず気弱な笑みが滲にじんだ。

「……わたしを心配してくれるのか？　大丈夫だ。鞭打たれることならもう慣れた。体の傷なら、時が経たてば癒いえる」

　人間に話しかけるように心配いらないと囁ささやいたものの、長く立っていることもつらい状態に変わりはない。

　寝台に戻って、薄汚れた毛布に埋もれるみたいにくずおれた。ずきずきと疼うずく背中が少しでも楽なように、抱えた膝に凭もたれかかる。

「おまえには、癒えない傷などないのだろうな……」

　人間であれ、動物であれ、生きている限りはどんなに深い傷もやがて塞ふさがり、癒えていく。けれど、青華の胸の奥にある切り裂かれた傷口は、十年経つ今も血を流し続けている。

　牢番に鞭打たれた時、手て枷かせに繋がれて擦こすれた手首のまだ生々しい傷を、虚ろな目つきで見下ろした。

　ふいに、石の階段を上ってくる足音が耳に届いて、びくんと薄い肩を揺らす。

　それでもまだ、体を傷つけられることは怖いのだろうかと皮肉に思いながら、青華は鷹がいる天窓を振り返った。

「行きなさい。牢番の黒くろ人とが戻ってきたらしい。……しかし、珍しいな。こんな時間に」

　果ての塔の最上階にあるこの獄舎には、一日に一度の食事を運んでくる時と青華を折せっ檻かんするため以外には、牢番も滅多に上がってこなかった。

　ゆうべ、青華が失神するまで鞭打ち、水だけを与えて放り出していった牢番が、なぜ日の光があるうちに戻ってきたのかと、不安な面持ちで鉄格子の向こうを窺うかがう。

「それに……足音がずいぶん多い」

　塔を駆け上ってくるような激しい足音がいくつも聞こえて、反射的に怯おびえ、痩やせた体を抱きしめていた。青い瞳の翳りの色が深くなる。

「ゆうべの腹いせに、また囚人たちの嬲なぶりものにでもさせるつもりか……」

　果ての塔を管理している黒人は、卑屈で粘着質な男だ。囚人とはいえ聖王家の青い血を引く青華を密かに畏怖しているがゆえに、その嬲り方はいっそう陰湿なものだった。

　一人では青華に触れる度胸すらない黒人は、ほかの囚人たちを使って何度も貴い身を嬲らせて、羞しゅう恥ちと屈辱に悶もだえる姿を楽しんできた。

　ここから逃げだすことも、黒人や囚人たちの手を拒むこともできない青華は、その陵辱に震えながら耐えるしかない。傷ついた体をまた弄もてあそばれるのかと、青ざめた唇を噛みしめた。

「お待ちください。陛下……」

　鉄格子の先にある鍵かぎのかかった扉の向こうから、ふいに聞こえてきた言葉に、耳を疑う。

（陛下……だと？）

　この国でそう呼ばれる人間を、青華は一人しか知らなかった。けれども、この塔は王族が自ら足を運ぶような場所ではない。

「《果ての塔》のことは、陛下もご存知であられましょう？　この塔の囚人どもは、中なかつ国くにへの反逆者。一生、この塔から生きて外へは出られない者たちです」

「用があるのは囚人ではない。この塔に、俺の鷹が迷い込んでいるはずなのだ」

　困惑しきった臣下の諌いさめに、若々しくまだどこか少年の響きを残した声音が、苛いら立だたしげに答えた。

　とたんに、青華の心臓がどきどきと速い鼓動を刻み始める。そんなことがあるはずはないのにと、微かな目眩めまいさえ感じて、足元の毛布をぎゅっと握りしめた。

「だから、鷹匠に捜しに行かせますと申しましたのに……。この塔は決して、陛下がいらっしゃるような場所ではございません」

「悠長に待っていたら、狩りが終わってしまう。風かざ早はやが獲った今日の一番の獲物を、母上に捧ささげると約束したのだ」

「しかし、陛下……」

「くどいぞ、桐生きりゅう……」

　気配は、言い争いながら扉に近づいてくる。どれほど信じられなくても、もはや聞き間違いようもない声は、すぐそこに迫っていた。

「牢番、この先は……？」

「はい。……聖王家に叛そむいた重罪人の特別房がございます」

　傲ごう慢まんに訊たずねる若い王に、聞き慣れた黒人の声が媚こびへつらうように答えた。

「聖王家への反逆者？　誰だれか、入っているのか？」

「……はい。その……男が一人」

　何も知らない王に、ここに閉じ込められているのが誰か教えることを憚はばかったのだろう。黒人の返事はしどろもどろになる。

「面白い。聖王家に逆らうとは、つまり王である俺おれに逆らう者だ。ついでに顔を見てやろう」

　なんの気まぐれか、牢ろうの中にいる囚人を覗こうと言われて、青華はますます狼ろう狽ばいし、逃げ道を捜すように視線を彷徨さまよわせた。

　けれど、狭い牢獄の中に身を隠せるような場所も、まして逃げ出せるすべもない。毛布を胸元に引き寄せたところで、わななく手足すら覆うこともできなかった。

「おやめくださいっ、陛下……」

「鍵を開けろ」

「……はい」

　牢番ごときが王の命令に逆らえるはずもなく、黒人は慌てたように扉の鍵をはずす。

　ぎーっと陰気な軋みを立て、扉が開いた。石畳の廊下に、鎖を引きずる囚人のものとは違う快活な足音が聞こえてくる。

　鉄格子の前で、赤い絹の上着と鷹狩り用の白いズボンを身につけた青年が立ち止まった。いや、まだ少年ともいっていいくらいの年とし頃ごろだ。

　背はすらりと高く、肩幅も広い逞たくましい体つきだが、その首筋辺りにどこか幼さが残っている。

　恐れるものなどない鋭利な黄き金んの双眸が、まっすぐに寝台にうずくまる青華を射た。

「おまえが、果ての塔の囚人か？　おもてを上げよ」

　相手が何者なのかまったく気づいていない居丈高な声音で指図する。

　十年間、一度も会っていない。それにこんな惨めな格好の青華を、すぐにわからなくても当然だった。

「おい、聞こえないのか？　顔を上げろっ！」

　短気に怒鳴られ、隠しとおせないことを悟った。青華は、仕方なくゆるやかにおもてを上げた。

「中は暗いな。あんな高いところに小さな窓がひとつしかない。……牢番、明かりを持て」

　外の明るい陽光に慣れている目には、牢の中はことさら暗く見えたのだろう。黒人に明かりを持ってこさせる。

　ゆらゆらと揺れる燭しょく台だいの炎が、石造りの牢獄を照らしだした。おぼろに浮かび上がった青華の容よう貌ぼうへと、王はじっと目を凝らす。

「まだ、若いのか。……きれいな黒髪だ。それに……ま、さか……？」

「陛下……っ？」

　幻でも見たようにふらふらと鉄格子に詰め寄ろうとする王を、傍らにいた騎士が驚いて止めに入る。

　しかし、若い王は臣下の手を荒々しく振り払い、怒りに任せたような凄すさまじい勢いで格子をつかんだ。

「聖王家の……青い瞳？　兄上……？　青華……かっ!?」

「陛下……？　まさか！　青華殿下は十年も前にお亡くなりに……」

　あり得ないと諌める騎士の言葉など、王の耳には入っていなかった。ひたすら青華を見つめる燃えるような双眸が、狂おしい光を放つ。

「なら、あれは誰だ？　青華の亡霊か？　鍵を開けろっ、牢番っ！　ことと次第によっては、おまえもただではおかんぞっ」

　もどかしげにがちゃがちゃと鉄格子を揺すり、そのまま壊してしまいそうな王の剣幕に、黒人はすっかり怯えきって、おののく手つきで鉄格子の鍵を開ける。

　もたつく牢番を邪魔だというように入り口から引き剥がして、王はためらいもなく牢の中へと駆け込んできた。

「青華……。本当に、おまえなのか？」

「……朱しゅ牙が」

　確かめようとする王の問いに、青華は答えることすらできなかった。呆ぼう然ぜんと、その名を呼んで、四肢を強張こわばらせる。

　二度と、生きて会えるとは思っていなかった。十年ぶりに会う異母弟を、青華はただ濡ぬれていく青い瞳で見つめ続けた。




　　　　　　　　　　　◇




「どういうことだ？　おまえは、十年前に死んだと聞かされた。あの反乱の最中に命を落とし、白鷺しらさぎ城じょうとともに燃えてしまったと。……生きていたのか？」

　死んだのではなかったのかと追及してくる朱牙の言葉で、この十年間、塔に繋がれた自分がどうやって生きてきたか、彼はまったく聞かされていなかったのだとわかった。

　もっとも、青華が生きていると知っていて、黙って塔に閉じ込めるような朱牙ではないだろう。自分が朱牙に見捨てられたわけではなかったのだと、どこかでほっとした。

「青華は、死んだ。十年前、わずか六歳で中つ国の王となったおまえに叛き、起こした反乱の中で。……ここにいるのは、死んだ男の亡霊だ」

　できれば本当に、あの時、死んでしまいたかった。呼吸していても、今の自分は生きているとは言えない。

　ここにいるのは十年前の亡霊だと訴える青華を、朱牙は黄金の虹彩を憎悪にぎらつかせて睨にらみ返した。

「亡霊、だと？　……俺は、ずっとだまされていたのか？　おまえは生きていた。十年間も、こんな牢の中で生き延びてきたっ！　弟の俺を裏切って、よくものうのうとっ……」

　どうして生きていられたのかと責められて、青華は夢中で左右に首を振った。生きていたくなどなかった。ずっと死にたかったのだと、涙を滲ませる。

「ならば、今すぐにわたしを斬きり捨てろ。この国には、とっくに必要のない命だ」

「ああ。すぐに……」

　大おお股またに歩み寄ってきた朱牙に、荒々しく手首をつかまれ、引き寄せられた時には、死を恐れるよりも、ようやくこれで長い苦く悶もんを終わらせられると安心していた。

　けれども、朱牙は何かを見つけたように形のいい眉まゆを顰ひそめて、剣を抜き放とうとした手をふいに止める。

「なんだ、この傷はっ!?」

　つかんでいる血塗ちまみれの華きゃ奢しゃな手首を見下ろして、朱牙は険しく眉まゆ根ねを寄せた。

　ここで黒人たちに何をされていたか、朱牙には知られたくないと、青華は反射的に唇を噛んだけれど、乱暴な手つきで寝台へ投げ出される。

　覆い被かぶさってきた朱牙の強きょう靭じんな腕で無理やり木綿の衣を引き剥がされて、とっさに手足を竦すくませて傷だらけの肌を抱きしめた。

「朱牙っ！　よせっ！」

　これ以上、惨めな姿を見ないでくれと、強引に体を開かせようとする両手に弱々しく抗あらがった。

　けれども、すっかり成長した弟に力ずくでは敵かなわず、一糸まとわぬ姿を冷ややかな視線の下に曝さらされる。

　鞭打たれた背中の傷きず痕あとをなぞる指に、青華は火傷やけどしたみたいにびくんと竦み上がった。

　朱牙の指先は冷たいのに、無防備な肌に触れられると無数の焼けた針を刺されたように熱くて、痛い。

「牢番、おまえの仕業か？」

　鉄格子の向こうで平伏している黒人へと、朱牙は険悪なまなざしで咎とがめた。

「……は、はい」

　石畳の廊下に額をこすりつけるようにして、黒人はがたがた震えながら肯定する。

「なぜ、青華を鞭打った？」

「……王太后様のご命令で」

　もちろん、黒人が自分の享楽のために青華を嬲ったと言うはずはない。それに、囚人たちに陵辱されることを承知で、黒人に青華の身を預けたのは、確かに王太后の指示だった。

　朱牙にしても、王である自分をいつわって青華を牢獄に繋げる者が、王太后以外にいるとは思わないだろう。黄金の瞳に、暗い光が揺れる。

「母上の？　……なるほどな。青華を果ての塔に繋いだのは、母上の差し金か」

　自分の母親の仕打ちに、朱牙はひっそりと皮肉な笑みを浮かべた。

「牢番っ！」

「は、はいっ！」

「俺がここで兄上に会ったことは、母上には知らせるな。いいな」

「ははっ……」

　ここでのことは王太后には秘密にするようにと、朱牙は黒人に念を押す。

　その朱牙の思惑がわからずに、青華は痛いほどの力で手首をとらわれたまま、戸惑うように視線を彷徨わせた。

　見上げた先で、王の冷酷なおもてが獰猛どうもうに唇を綻ばせる。

　無邪気なばかりの小さかった弟の顔しか覚えていない。そんな男の表情など知らないと、青華は爪先まで強張った。

「もし、誰かにこのことを洩らせば、おまえを殺す」

　王太后の言いなりになって青華を嬲ってきた黒人を決して信用しないように、朱牙はさらに裏切れば命はないと脅す。

「はいっ……」

　黒人が震え上がってうなずくのを確かめてから、朱牙は控えている騎士たちのほうへも厳しいまなざしを向けた。

「桐生……」

「はい」

「おまえたちも、このことは誰にも口外するな。いいな」

「はっ！」

　王に忠実な親衛隊の騎士たちは、当然のように心得て頭を下げる。

　もともと、十年前に死んでいるはずだった青華が生きていたと、わざわざ触れてまわる必要などありはしない。朱牙が秘密にしろと命じるのもおかしなことではなかった。

　けれど、青華を閉じ込めた本人である王太后にまで黙っていろと言うわけがわからずに、漠然とした不安が指先を凍らせる。

「おまえたちはしばらく下がっていろ」

「陛下……」

「ここには誰も近づけるな」

　人払いを命じる朱牙の声に、青華はようやく自分を処断してくれる気になったのかと、いくらか警戒を解いた。

　朱牙が自ら手にかけてくれるというなら、これ以上の死に方はなかった。もう誰にも邪魔されたくはないと、青華は覚悟を決めて寝台の上で待った。

　気がかりそうな親衛隊と黒人がぞろぞろと牢から出ていくと、青華は十年ぶりに朱牙と二人きりになる。

「殺せ……」

　痩せて傷ついた体を隠すものさえ奪われて、青華は虚ろに囁いた。今はただ朱牙に命を絶たれることだけが、青華の希望だった。

「生き恥を曝したくないか？」

　冷たく問い質ただす朱牙は、果ての塔に繋がれた自分がここで黒人たちにどんな辱めを受けてきたか、薄々察しているのだろう。

「おまえに、まだわたしを憐あわれむ気持ちが少しでもあるなら……」

　せめてもの弟の情にすがろうとした青華を、朱牙は思いがけず激しい怒りをあらわにした声音で責めた。

「憐れみだとっ!?　十年前、おまえは俺を殺し、父上から譲られた王位を奪おうとした。その罪人に憐れみをかけろと？」

「憎いのだろう、わたしが？　おまえを裏切ったわたしを、殺したかったのだろう？」

　恨んでほしかった。憎んでほしかった。そして朱牙の心とこの世界から自分を消し去りたいと望んだのは、もう十年も前だ。生き長らえてきた年月は、青華にとって苦しみ以外の何ものでもありはしなかった。

「ああ。あの時、俺は王位の意味すら知らないたった六歳の子供だった。……どれだけおまえを恨んだか、兄上」

「ならば、殺してくれ。おまえの手で……」

　今度こそ命を終えさせてくれと求める青華を、黄金の双眸がじっと見下ろす。

　その目線の先に、おののく白い肌があることに気づき、反射的に隠そうと毛布に伸ばしかけた青華の手を、朱牙は許さなかった。

　力ない掌てのひらをつかみ取られ、逆にもう一方の指先が血を滲ませている肩から薄い胸へと這わされる。

　愛あい撫ぶするようなどこか淫蕩いんとうな所作にびくりと身をわななかせた青華に、朱牙は残酷に笑った。

「あの牢番に、何をされた？」

「朱牙……っ！」

　気づかれているとしても、そのことは話したくなかった。ここであったことは黙ったまま逝いかせてほしいと目つきですがる青華から、朱牙は熱をおびた視線をそらさない。

「俺はもう六歳の子供ではない。小姓の抱き方ぐらい、知っているぞ」

「朱牙っ……」

　ふいに、膝をつかまれた。強引に体を押し開く力に抗えず、両脚の間をあられもなく暴かれた青華は、蒼そう白はくになって唇を噛む。

　血の繋がった弟に、こんな姿を見られたくない。それなのに、かえって内側から妖あやしい熱を孕はらんでいく自分の淫みだらさが、情けなくて悔しい。

「十年間、卑しい男どもにこの白い体を嬲らせてきたか？　男の情にすがって、おまえは今日まで生き延びてきたんだろう」

「違うっ！」

　どんなに嘘うそをついても、朱牙には見抜かれてしまうだろう。わかっていても、青華には否定することしかできなかった。

「違うかどうかは、おまえの体で確かめればわかる」

「よせっ……嫌っ！」

　まさかと血の気の引くような思いで、内うち腿ももを撫なで上げる掌に抵抗した。いくら自分を蔑さげすむためでも、実の弟である朱牙が汚れた肌に触れてくるなど考えたくもない。

　恐れと焦燥に駆り立てられて、青華は泣き声を上げて暴行を拒んだ。しかし、今でははるかに自分をしのいでしまった朱牙の力は、青華のささやかな反抗も許さない。

「中つ国王家の聖なる青い血……。おまえは、その青い血を持つ唯一の王位継承権者だ」

　脚の付け根のきわどい部分をわざとらしく嬲るようにくすぐりながら、朱牙は青華に恨み言を囁き続けた。

「聖王家の血を守る時代は……終わった。今は……おまえが中つ国の王だ」

　気をそらせば、非情な愛撫にも溺おぼれてしまいそうで、青華は喘あえぎ声を殺して絞り出すように反論する。

「俺は……中つ国十三家以外の下げ賎せんな女から生まれた。王族にも数えられない側室の子だった。父上が亡くなって、その遺言で王位継承者となるまで、誰も俺に見向きもしなかった。その父上さえも……愛していたのはおまえだけだ」

　母親は違っても、幼い頃、同じ聖王家の後宮で育った弟だ。朱牙の孤独も哀しみも、青華が知らないはずはない。

　けれど、朱牙の気持ちをわかっていたのは自分だけではないと、青華は左右にゆるく首を振った。

「父上は、おまえを愛していた」

「どうかな……？」

　今さらどんな言葉も信じないと、朱牙は冷めきった目で青華を見下ろす。

　やわらかな肌を翻ほん弄ろうする意地の悪い指に、青華は体中を羞恥の薔ば薇ら色に染め、絶え入りそうに息を啜すすった。

「だからっ……おまえに王位を譲ったんだ」

「俺には、父上の腕に抱いてもらった記憶などない。あの冷たく独りぼっちだった王宮で、幼い俺に笑顔を向けてくれたのは……青華、たった一人の兄だけだった」

　愛していたのだと青華を見つめる瞳には、それゆえに狂おしいほどの憎悪があふれ出す。

「なのに、おまえは俺を裏切った。青い血の誇りのために、俺と母を殺す反乱軍の指揮を自ら執った」

「だが……反乱軍は敗れた」

　罰を受けるはずだった。愛しい者を苦しめ、追いつめた罪を、青華は自分の命で贖あがなうはずだった。父の遺志に背き、弟を殺そうとした自分が、許されるなどと思っていない。

「ああ。……そして、青い血を持つおまえは死んだと言われ、汚れた血を持つ俺が中つ国の王になった」

　荒んだ目をして自身のことを汚れた血を持つと蔑む朱牙の思いが悲しかった。朱牙をそんなふうに苦悩させてきたのが、自分の裏切りのせいだと気づけば、よけいに罪悪感がつのる。

「王宮の奥で夜ごとに囁かれる死にぞこないの年寄りどもの噂うわさ話ばなしを知っているか？　中つ国は汚れた王によって滅びるそうだ。俺が十六歳になり成人した年に……。つまり、今年だ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい……」

　迷信深い貴族たちが、青い血を失った聖王家をどう思うか、青華にも想像できないわけではなかった。

　しかし、いつか青い血など必要としない強い国家を築くことができると信じて、父王は朱牙に位を譲ったのだろう。

　何より、朱牙には王太子だった自分に勝る強固な意志と生命力があった。その証あかしのように、燃える黄金の双眸は、十年前よりはるかに輝きを増している。

「そうだ。馬鹿馬鹿しい世よ迷まい言ごとだ。だが、欲に目が眩くらみ、母の甘言に乗っておまえを死に追いやったと思っている連中は、その噂を恐れている」

「おまえが立派に成人した今、この国が恐れるものなどありはしない」

　結局、父の考えは正しかったのだと、青華は迷いもなく囁いた。いずれすべての臣民にわかる時がくるとなだめる青華に、朱牙は暗い表情を返す。

「どうだかな……」

「朱牙……やめろっ！」

　やわらかな肌の下に流れる青い血にまで触れようとするかのように、朱牙の指先の動きはいっそう執拗になる。

　抑えようとしても、どうしようもなく込み上げてくる甘い疼きをもう刺激しないでくれと、青華は濡れていくまなざしで哀願した。

「汚れを知らない貴い青い血……。俺はそれをずっと恐れ、焦がれた。青華兄上……」

「朱牙……っ」

　強烈な渇望さえ滲ませて求めてくる朱牙の腕に、抗うこともできずに搦めとられそうになる。多分、朱牙よりもずっと罪深い欲望を抱いているのは青華のほうだ。

　だから、怖いと、逞しい胸を突き放そうともがいた。

「殺したりしない。おまえを永遠に闇に繋いで、閉じ込めてやる。おまえの持つ青い血を、俺の汚れた血で犯し、蹂じゅう躙りんしてやる。それが……俺を裏切ったおまえへの罰だ」

「朱牙っ！」

　朱牙の手にかかって命を終わらせる。その唯一の望みさえ奪われて、憎しみで呪じゅ縛ばくするように言い聞かせる弟の言葉に、青華は絶望した。

「どうせ、おまえはここから出ることはできない。大人しく、夜を待っていろ」

　素肌の胸元へ荒々しく叩たたきつけられた引き裂かれた衣を、青華は掻かき寄せるように抱きしめた。

　青華を脅すように睨みつけて、朱牙は足音も高く牢を出ていく。自分を追い越してしまった弟の長身を、青華は声もなく見送った。
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　遠く響く鷹狩りの終わりを告げる笛の音に、青華は冷えきった寝台の上でびくんと膝を抱え込む。

　朱牙が立ち去ってから、獄舎のまわりは物音ひとつ聞こえなかった。牢番の黒人さえ、もう塔に上がってくる気配はない。

　周囲が夜の闇と冷気に包まれていくのを、逃げ場所もなく怯えながら待つしかなかった。

　やがて、大勢の人が石段を上ってくる音が届く。

　虚ろな目を上げた青華の視界で、鍵がはずれて扉が開き、黒人が親衛隊の騎士たちを案内して入ってきた。

「青華様……」

　騎士の一人が、丁寧な口調で青華に話しかけてきた。昼間も朱牙といっしょにここへ来た、桐生と呼ばれていた男だ。

「朱牙王の親衛隊長の桐生と申します。陛下のご命令で着替えを持ってまいりました」

「……必要ありません」

　改めて名前を名乗り、黒人が開けた鉄格子から牢獄の中へ遠慮がちに近づいてくる桐生に、青華は硬い声音で拒んだ。

　わざわざ衣装を改めろということは、朱牙のおぞましい宣告どおり、今夜、青華を抱くつもりなのだろう。

　いくら黒人や囚人たちに弄ばれ、汚された身でも、実の弟と交わり合う罪は犯せないと、青華は血の気の引いた肌を固く抱きしめた。

「陛下のご命令には誰も逆らえません。湯ゆ浴あみをされて、お着替えください」

　桐生の言葉と同時に、牢ろう内ないに大理石の湯船まで運び込まれてきたのには、青華も驚いて目を瞠みはった。

　衣装の入った行こう李りや夜具を掲げた侍女たちまで、次々に牢の中へ入ってくる。

　浴槽の周囲には衝立ついたてが置かれ、無言で侍女に手を取られた青華は、その陰でまとっていた粗末な木綿の衣を脱がされた。

　浴槽には、階下から汲くみ上げられた湯が張られ、丁寧に体を洗われる。牢の中では体を拭ふくぐらいならできたけれど、風ふ呂ろに入ったのなど何年ぶりだろう。

　本来の艶つやと輝きを取り戻した黒髪を梳すかされ、清潔な絹の夜着とあたたかなガウンに袖そでを通す。それも、青華が長い間、忘れていたことだった。

　寝台も螺鈿らでん細工ざいくの美しいものに替えられ、その上に真新しい一ひと揃そろいの絹の夜具が敷かれた。

　やがて、いくつもの金の燭台に灯あかりを点ともした侍女たちは、一言もしゃべらないまましずしずと牢を出ていった。

　鉄格子の外に膝をついた桐生だけが、あとに残った。

「まことに、青華殿下なのですね」

　あのみすぼらしい姿で薄うす闇やみにうずくまっていては、かつての青華とは別人に見えても当然だ。

　燭台の炎の中にあでやかに浮かび上がった優美な容姿に、ようやく確信したような声音で囁く桐生へと、青華は暗い視線を返した。

「十年前の反乱の折には、わたしは十五歳の子供でしたが、父の軍の一員として戦いました」

「そなたは……十三家の者か？」

　身支度をさせる彼らに、意思を失ったようになされるままだった青華は、桐生の話に、初めて興味を引かれ、表情を動かした。

　中つ国の十三家は、聖王家と婚姻を結ぶことのできる選ばれた家柄の大貴族たちだ。十三家以外から迎えられた側室は、朱牙の母親のように聖王の子供を産んでも、王族として数えられることはない。

　また、十三家は中つ国の政治と軍事を司つかさどっていた。十年前に起きた反乱では、十三家は青華に味方するものと、朱牙に味方するものと二つに割れて戦い合うことになった。

　青華に見つめられ、桐生は聖王家の正統な血筋を敬うようにいっそう深々と頭を下げる。

「花か山ざん家けの長子にございます」

「そうか。……花山の当主、羽う立りゅう殿どのは十年前に討ち死にされたのだな」

　花山家は青華に味方し、当主は朱牙の軍に敗れて戦死したと聞く。確かめる青華に、桐生は静かな面持ちでうなずいた。

「はい。わたしは家を守り、梅うめ園ぞの家けの叔父を後見に成人し、王の親衛隊に入りました」

「では、反乱軍に加わった咎めは受けなかったのだな」

　かつて自分とともに戦って敗れた者たちの消息を、青華はほとんど知らなかった。花山家の息子である桐生が生きていてくれたことに、いくらかほっとする。

「はい。父の死でもはや咎めはないと、王のご恩情をいただき……」

「そうであったか……」

　朱牙が敵であった者たちを処分しなかったというのが、ひどくうれしかった。けれど、朱牙を裏切った自分への仕打ちには、胸が痛む。

「青華様……」

　何か言いかけた桐生は、途中で言葉を呑のみ込んだ。速い足音が、塔を上がってくる。

「王がお越しになられたようです。わたしはこれで……」

　朱牙の邪魔をすることを憚るように、桐生は素早く身を翻し、牢を出ていく。

　入れ違いに、蝋ろう燭そくの炎に長い影を引く長身が、迷いもなく鉄格子の中へと入ってきた。
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　朱牙は狩りのあとの宴席をこっそり抜け出してきたのか、美々しい緋ひ色いろの長衣を身にまとっていた。

　胸元には猛たけ々だけしい二頭の獅し子しが金と黒の糸で縫い取られ、いかにも王にふさわしい華やかさがある。

　けれど、十年ぶりに再会した弟の凛り々りしさに見み惚とれていたのは、青華ばかりではなかったらしい。

　白い絹の夜着と青いガウンにゆったりと包まれ、いっそう華奢な肢体を際立たせた青華を、熱をおびたまなざしが呆然と見つめた。

「そうしていると、昔と少しも変わらないな。『お美しい青華様』と、数多あまたの姫君や侍女たちに騒がれていた頃のままだ」

　熱い視線とは裏腹な憎しみと皮肉のこもった声に囁かれ、青華はひっそりと微笑ほほえんでみせる。

「今は、彼女たちの心を騒がせているのはおまえだろう」

「卑しい生まれと、内心は蔑まれているかもしれない」

「まさか……」

　堂々とした朱牙の姿を見ればなおさら、聖王家の青い血を持たないことが、それほど彼の威厳を損ねているとは思えない。

　青華の正直な呟つぶやきを、朱牙はまったく信用していないように、わざと残酷な視線を向けた。

「帯を解け」

「朱牙……っ」

　自分から着物を脱げと傲慢に強制する朱牙に、弟に抱かれるつもりはないと青華は頑かたくなに首を横へ振る。

「街のいかがわしい娼婦しょうふのように、俺に媚びてみせろ。おまえは、牢番やほかの囚人たちにもその体を玩具おもちゃにさせて、ここで生き延びてきたのだろう」

「違うっ……！」

　生き延びたかったわけではない。今すぐ殺してほしいとどれほど祈っても、青華に手をかけてくれる者はいなかった。それが苦しかったと、唯一自分を殺すことのできる肉親に訴えた。

「嘘をつくな。ごまかしても、すぐにわかることだ。それとも俺に夜着を引き裂いてほしいなら、そうしてやるが」

「朱牙……」

　優雅な寝台の端に追いつめられ、冷酷な意志を見せつける朱牙に、青華は怯えきって頭を左右に揺らす。

　またあの掌にまさぐられれば、自分がきれいな体などでないことがはっきりとわかってしまう。それ以上に、朱牙の手管に堪こらえ性のない肌が溺れてしまうことが怖かった。

　誰よりも愛し、慈しんできた弟の腕なのだ。どれほど冷たい愛撫だろうと、今の自分に耐えられるはずがない。

「生娘みたいにもったいぶるな。おまえは淫売だ、青華兄上」

　朱牙の言葉は、青華の胸に残酷に突き刺さった。淫売呼ばわりされようと、ひと言の反論もできない。自分がどれほどあさましい欲望を抱いてきたかは、青華自身が一番よく知っている。

「嫌だっ……」

　わななく細い指を朱牙の手にとらわれ、帯を解けと促されて、青華は涙ぐんだ瞳で拒んだ。

「引き裂かれるのがお好みか？」

　乱暴されたいのかと脅されて、逆らうことも許されずに、震える指で帯を解いた。

　そのせつな、朱牙の腕に寝台の夜具へと組み敷かれ、絹の襟が乱れて膨らみなどない薄い胸があらわになる。

「あっ……」

「脚を開け……」

「見るなっ……！」

　淫みだらな体を見ないでくれと、青華は祈るように哀願した。その指で触れられるだけで、金色の瞳に見られているだけで、どうしようもなく熱くなる。

「青華。……俺が王だ。命令に従え」

　両手首を夜具に縫い止めた朱牙に見下ろされて、青華はおずおずと真っ白な素足を開いた。

「見ない、で……」

「何度……、ここを男に弄いじらせた？」

「そんなことは……していない」

「嘘をつくな、青華」

　いいかげんな言葉でごまかせるような朱牙ではない。嘘をつけばつくほど、自分が追いつめられていくこともわかっていた。

　けれど、本当のことは言いたくない。言えるわけがない。噛みしめた唇を、内腿を撫で上げる淫いん猥わいな所作に無理やり開かされた。かーっと頬ほおが紅潮していく。

「嫌、だっ……いやぁっ、ひっ！」

　萎い縮しゅくした性器には触れようともせず、その後ろの入り口へ力ずくで捻ねじ込こまれてくる指に、嗚咽おえつ混じりの悲鳴を上げた。

「ずいぶん強情だな。俺が嫌いか？」

「朱……牙」

　嫌いなはずない。しかし、好きだと口にはできない。もし、そう言ったところで、朱牙が信じてくれるとも思えない。

　力任せの行為を受け入れることもできず、戸惑うばかりの青華に、朱牙は焦じれたみたいに険悪なまなざしを向けた。

「なら……意地を張れないようにしてやる」

　いったん青華から体を離した朱牙が、衣の懐から小さな包みを取り出す。薄茶の油紙に包まれた褐色の丸薬に、青華は不穏なものを感じておもてを強張らせた。

「な、に……？」

　似たような薬を、以前、黒人に与えられたことがあった。その時の苦しみと屈辱を思い出して、渇いていく喉のどから掠かすれ声を絞り出して訊きいた。

「金崙こんろんの秘薬だ。どんなに身持ちの固い女も狂ったように男を欲しがるらしいぞ。あいにく、俺は今まで身持ちの固い女には出会えなくて、試す機会もなかったが……」

「そんなものを……」

　そこまでして自分を貶おとしめたいのかと、朱牙の憎悪にやるせない哀しみが込み上げてくる。

　四肢を張りつめて青ざめていく青華を、朱牙は冷徹な目つきで見下ろした。

「まんざらこういう薬も知らない顔ではなさそうだな」

「朱牙、お願いだ……」

「なら、大人しく俺を誘って脚を開くか？」

「……許して」

　弟に抱かれることなどできない。陵辱を受け続けてきた自分のことはよくとも、そんな体で朱牙を汚したくなかった。

　まして、自分から抱いてほしいと誘うことなど死んでも嫌だと、泣きながら許しを請うた。

「十年前に、俺にそうして謝るべきだったな」

「嫌っ、いやぁぁぁ──っ！」

　拒んで身をもがいても、強靭な腕はびくともしない。体の中まで無理やり丸薬を捻じ込まれて、みっともなく夜具を蹴けって、逃れようと手足をばたつかせた。

「暴れると、中の薬が早く溶けるだけだぞ」

「放してぇっ……」

　裸身を見られているだけでも耐えられない。これ以上の痴態を朱牙に見られるのは嫌だと泣き叫んだ。

　朱牙を裏切った罪は、ほかにどんなことをしても贖うから、犯されることだけは避けたかった。そうでなければ、自分で自分を許せなくなる。

「だめだ。よく見てやるよ。誇り高い青い血を引く兄上が、我慢できずに尻しりを差し出して俺を欲しがる姿を……」

「いやぁ……っ！」

　朱牙の挑発どおりに、じんわりと下腹が熱くなってくる。そこに入れられた薬の効果なのは疑いようもない。

　不快な熱にじっとりと汗が滲んで、吐く息がせつなくわなないた。泣いてもわめいても、青華を縛いましめる腕はゆるむことがない。

「朱牙……っ」

「なんだ？」

「兄弟、なのに……どうしてこんな？」

　自分を憎み、汚れた体を軽けい蔑べつしているならなおさら、朱牙がなぜ媚び薬やくを使ってまで抱こうとしたがるのかわからない。

　泣き濡れた瞳で問う青華の上気した頬に、何かに憑つかれたように狂おしい目をした朱牙が唇を押しつけてくる。

「ああ、そうだ。おまえは、実の弟に犯されて毎晩悦よろこびに泣くんだ。俺が、そうなるようにこれからたっぷりと仕込んでやる」

「これが……おまえの復ふく讐しゅうなのか？」

「そうだよ、青華」

　耳元で言い聞かされても、こんなことがなぜ復讐になるのか、青華にはわからなかった。

　復讐と呼ぶには、自分を抱きしめてくる男の腕も胸もあまりにも甘美に青華を誘いざない、溺れ込ませようとする。

（堕おちて、しまう……）

　諦めたように手足の力を抜いた。体の芯しんがじくじくと疼いて、むず痒がゆいような熱に、甘く震える息を吐いた。

「あっあ、あ……あぁ──っ……」

「我慢するな、青華。この薬に耐えられる者などいない。まして、一度でも抱かれる快楽を知っていれば……狂うぞ」

　抗えるはずもない。何より、この快楽を欲しがっているのは青華自身だ。だからこそ、朱牙に刃を向けるより罪深い自分が許せない。

「殺して、くれっ！」

「だめだ。おまえは殺さない。永遠に俺のとりこだ」

　最後の望みのように死を懇願した青華にも、朱牙の答えは変わらなかった。

　永遠に繋いでやると囁かれれば、痺しびれるような歓喜ばかりが膨れ上がっていく。もしかしたら、自分はこうなることを望んで、十年も果ての塔で生き長らえてきたのではないかとさえ思えてくる。

「朱牙……」

　媚薬の紡ぐ熱に意識ももうろうとしながら、甘えたように名前を呼んだ。広い男の背中に、両腕をまわしてしがみつく。

　勝手に脚がしどけなく開いてしまい、朱牙の下肢を締めつけるように絡みついた。

「朱牙ぁっ……あっ！」

「抱いてほしいか？」

　確かめる声に、もう嘘さえつけずにこくこくと首を縦に振った。紛れもないそれが本心だから、偽るすべもない。

「お願い……っ。熱い……」

「どこが？」

「中、熱いっ……。お願い、擦って……」

　媚薬の作用だろうか。内側からやわらかく溶け、あふれて濡れていく場所を、浅黒く引き締まった男の腰に擦りつけてせがんだ。

「青華……」

　あさましい仕草に煽あおられたみたいに、痛いほど激しく抱きしめられ、乾ききった唇を吸われた。その夢にまで焦がれた感触を、夢中で貪むさぼった。

「あんっ……。あ、はっ……、朱牙っ！」

　ゆっくりと奥をまさぐってくる指を食はむように、内壁が蠢しゅん動どうしてしまう。目眩がする。堪たまらなく悦よくて。

「いやぁっ……！」

「青華？　気持ちいいのか？」

「朱牙っ……朱牙、もっと、深く……」

　まだ足りないと、しなやかな下肢がうずうずとうねった。ねだるみたいに、白い尻が揺れている。

　羞恥を感じている余裕もなかった。ただ、そこを埋めて満たしてくれるものが欲しくて、長い指を貪欲に締めつける。

「青華……」

「朱牙……が、欲しい」

　自分では強烈な渇望を抑えきれず、広い肩にすがりついて、男の耳元へ絶え入りそうな声音で情を求めた。

「ああ。……青華」

　朱牙の声は、青華を貶めも蔑みもせず真しん摯しに答えてくれる。どうしてと問いかける前に、くずおれそうな肢体を撓たわめられ、素肌の分厚い胸が覆い被さってくる。

「あっ、あぁぁっ……あぁぁ──っ、あぁ──っ！」

　身を引き裂くように押し入ってくる硬くて熱い屹きつ立りつにも、痛みは感じなかった。深く貫かれ、密着し、満たされていく歓喜に啜り泣いた。

「青華っ！　青華……俺の……」

　灼やけつきそうな剛直を捻じ込まれ、荒々しく抽送される。そうして、こめかみに押し当てられた朱牙の唇が自分を呼ぶ声に、ずきんと戦せん慄りつした。

「朱牙ぁ──っ……」

　甘く狂おしい愉悦と快楽にまみれ、愛いとしい腕にしがみつきながら、青華はいつしか闇の中へ引きずり込まれていた。
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「あっ……」

　慣れないぬくもりに包まれて、青華は男の胸で驚いて目を覚ました。

「まだ、動くな」

　反射的に逃れようと身じろいだ頼りない背中を抱きとめられ、甘いばかりの抱擁の中でせつなく息を吐く。

「こんなことをして……」

　いくら王でも、実の兄と交わり合うなど許されることではない。もし、外に洩れれば、たちどころに臣下や民の信頼を失うだろうと、責めるように呟いた。

　朱牙が復讐のために自分を抱いたのだとしても、お互いに快楽を感じていた。だからこそ、罪が深い。

「誰も知らない。俺とおまえだけの秘密だ……」

「すぐに噂が立つ……」

　秘密にすればいいと平然と答える朱牙が何を考えているのか、青華にはわからなかった。それに、こんなことをいつまでも秘密にしておけるはずがないと、怯えた声音で反論する。

「言いたい者には言わせておけ。俺は、二度とおまえを手放すつもりはない」

「朱牙……？」

　熱い目をして自分への執着を隠そうともしない朱牙が、復讐をしているのかどうかさえ疑いそうになる。

　少なくとも、行為の間中、朱牙は自分を傷つけたりしなかった。むしろ、媚薬の効果も手伝って、狂おしい愉悦ばかりを与えられた気がする。

　混乱する青華を見つめる朱牙の金色の双眸はひどく澄んでいて、今は、憎しみや怒りすら感じさせなかった。

「どれだけ、おまえを捜したと思う？　おまえが城とともに燃えてしまったと言われても、俺は諦められなかった。何年も……」

「おまえを裏切ったわたしに、復讐するために？」

　ずっと捜していたのだと言われれば、なおさら胸が苦しかった。これは復讐なのだろうと、念を押さずにいられない。

　復讐ならば、それでもいい。朱牙が自分を貶め、辱めるために犯したのなら、まだ受け入れることはできた。でも……。

「ああ、そうだ。俺は……おまえを絶対に許さない」

　険しい朱牙の返事も、本気なのか、はぐらかされているのか、判断できない。ただ、胸の奥が軋んで、涙がこぼれ落ちる。

「青華……」

　声もなく泣く青華を見下ろした朱牙の手で、やわらかな夜具の上へ静かに戻された。

「じっとしていろ……」

　寝台にかけられた絹布を取って、体にこびりついたままだった汚れたものを始末してくれようとする朱牙の所作に、いっそう戸惑った。

「朱牙……っ」

「怖がるな。体を拭くだけだ。……俺が、初めての男だったのだろう？」

　無意識の恐れも、痺れたような体のつらささえ見抜かれて、それが初めて男に犯されたせいだろうと確かめてくる朱牙のまっすぐな視線に凍りつく。

「どう、して……？」

「ひとつになればわかる。おまえは無む垢くだった」

「汚れている……」

　いたわるように乱れた髪を撫でてくる朱牙に、大きく首を横に揺らした。今さら自分がきれいな体だと、朱牙に言えるわけがない。

　十年の間、黒人やほかの囚人たちの慰みものにされてきた。本当に犯されたわけではなくとも、彼らの唇や指の感触を体中に刻み込まれた。精液にまみれて、歪ゆがんだ愉悦に啜り泣かされた。

　それでも、誰も青華の中へ入ろうとはしなかったのは、現世の神である王族を犯せば天罰が下ると、彼らが恐れたせいだ。

「だが……どれだけこの肌を嬲っても、青い血を持つ王族を最後まで犯せる度胸のある者はいなかったらしいな」

「朱牙……」

　青華の体を抱いて、すべてわかったと囁く朱牙に、どうしても後ろめたさばかりが込み上げてくる。

　無垢なはずがないと、頭を左右に揺らし続ける青華を、再び強靭な腕が掻き抱いた。

「もう誰にも、指一本触れさせはしない。俺以外の男には……。たとえ天罰が下ろうと、俺はおまえを放さない」

　二度と、ほかの誰にも陵辱させないと耳元で誓われて、自分を憎んでいるはずの男の腕で安心しているのが不思議だった。

　強張っていた手足から力が抜けるのを感じ取ったように、朱牙にそっと脚を開かされて、反射的に赤くなって目をそらす。

　肌を拭ぬぐってくれる手つきもどこまでもやさしくて、朱牙の意図を錯覚しそうになる。犯すだけ犯せば、突き放していけばいいのに、まるでいたわっているかのような朱牙に、甘えてしまいそうになる。

「中も洗うぞ」

　手て桶おけに浴槽に残った湯を汲んできて囁かれ、驚いて首を横に振った。

「王にそんなことを……」

　侍女がするようなまねを、朱牙にさせられるはずがない。慌てて辞退する青華に、朱牙はからかうみたいに甘い笑みを浮かべる。

「いいから、任せておけ」

　幼い頃には見たこともなかったひどく大人びた男の表情に、うなじまでのぼせ上がり、だるい体でろくに身動きもできないまま、青華は言いわけを捜した。

「……夜具が濡れる」

「取り替えさせる」

「馬鹿……っ」

　こんな姿を誰かに見られたらどうするのかと、自覚の足りない朱牙をなじった。

　少しも悪びれない顔で微笑み返されて、幼い朱牙とともにすごした昔をふいに思い出し、胸を締めつけられる。

「昔も、よくそういって叱しかられた。俺を叱ってくれるのも、抱きしめてくれるのも、青華だけだった」

　同じように、あの頃を思い出したのだろうか。懐かしそうなまなざしを向ける朱牙に、よけい不安がつのっていく。

「王になって……おまえは幸せではないのか？」

　朱牙を裏切った自分を憎んで、恨んで、いつかは忘れ去られるだろうと覚悟していた。中つ国に王として君臨する朱牙が幸せならば、それでよかった。

　違うのだろうかと、疑うように窺う青華の青い瞳に、朱牙は急におもてを曇らせる。

「俺が幸せだったのは……」

「朱牙……？」

「力を抜け」

　答えをごまかすように湯を滴らせた指を中に入れられて、追及もできなくなる。逞しい首に思わずしがみつくと、はしたない嬌きょう声せいが喉を衝いた。

「あっ……あぁぁ──っ！」

「いい声だ」

「……意地が、悪い」

　真っ赤になりながら、恥ずかしいことを言う朱牙を責めた。

　媚薬の効果が醒さめてしまうと、朱牙の言葉や感触にかえって敏感になるようだった。自分の痴態や反応に、今さらのように堪らない羞恥が湧わく。

「仕返しだ。昔はよくおまえにいじめられた」

「嘘だ。いじめたり……」

　つい昔のままの口調で、弟に抗議していた。

　自分を見つめる朱牙の黄金の虹彩は、あの頃と変わりなくうれしそうに笑っていて、青華の犯した罪まで忘れさせようとする。

「八つ違いの俺を、子供扱いしていつもからかった」

「だって、あれは……」

　自分になつき、いつもあとを追ってくる弟が、誰よりも可愛かわいかった。ただ、愛しくて。王族ではないのだからと諌める周囲の声も聞かず、側そばに置いた。いじめたつもりなど、まったくなかったけれど。

「今日が、俺の十六歳の誕生日だ。大人になっただろう？」

　誇らしげに笑う顔に、うっかり見惚れていた。自分を掻き抱く腕も胸も、あの頃とは違う。逞しく精悍な、一人の男のものだ。

　それが、青華は怖かった。

「ほら、もっと腰を落とせ」

「……大人じゃなくて、……いやらしくなった」

　ためらう気持ちのままに皮肉を込めて囁いた青華を、強い力で抱きしめ、朱牙は楽しそうな笑い声を上げた。
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　これからたっぷりと仕込んでやる──そんな恐ろしい宣告をして一晩だけ青華を抱いたきり、朱牙はもう数日、果ての塔に顔を見せない。

　たった一晩で飽きられてしまったのかと、青華はやるせないような複雑な想おもいにとらわれていた。

　石いし牢ろうの中、見違えるように整えられた寝台の上で、ぼんやりと膝を抱える。

　突然、天窓から予期しない羽音が聞こえて、頬に淡い笑みが浮かんだ。

「おまえ、か。……また狩場から逃げてきたのか？　ご主人様はどうした？」

　もう、ここへは来ないのかと訊きたくなり、そっと唇を噛む。逢あいたいなどと、口が裂けても言えない。まして、あんなあさましい行為を繰り返せるはずもない。

　どうしてこんなことになってしまったのかと、せつなく溜め息をついた青華の耳に、塔の石段を上がってくる靴音が届いた。

「おまえ、風早に餌付けでもしたのか？　王宮からこの塔にまっすぐ向かったぞ」

　苦笑を含んだ覚えのある声が聞こえ、まるで長年そうしてきたように、朱牙が当たり前みたいな顔で牢に入ってくる。

「朱牙……」

　手足を硬直させて、呆然と見つめる青華に、からかうような表情が微笑みかけてきた。

「どうした？　弟の顔を見忘れたか？」

「どうして……？」

　復讐だというなら、自分を貶めたいだけなら、一度でも犯せばもう十分のはずだ。まして、ごつごつした男の体など、何度抱いても楽しいようなものでもないだろう。

　朱牙が再びここへ来るとは思わなかった。ありありと当惑をおもてに滲ませる青華に、朱牙は低く意地の悪い笑い声を立てる。

「まさか、あれっきりだと思ったのか？」

「……きっと、男の体などもう飽きたのだと」

　問いかけられて、自分の気持ちを正直に呟いていた。飽きられてしまったことが哀しいと、言わなくてもそこまでわかってしまっただろう。

「馬鹿。十年、おまえを捜していたんだぞ。たった一晩くらいで飽きて堪るか」

　歩み寄ってきた朱牙の腕の中に、強引に抱き取られた。冷えた体をふわりと包み込む懐かしい匂いに、知らず知らず瞳が濡れていく。

「少しは、俺が来なくて淋さびしいと思ってくれたか？」

　図星を指されると、朱牙が抱いてくれるのを待っていたような自分のはしたなさを急に思い出して、青華は真っ赤になった顔を上げた。

「わたしは……おまえの後宮の側室ではない」

　男が抱きにくるのを待ったりしない。勘違いするなと、うろたえて言い返した。

「そうできるものならな」

「朱牙……？」

　まるで、青華の戯ざれ言ごとを本気にしたみたいに、朱牙は真剣なまなざしを向けてくる。

「すぐにでも後宮に入れてやりたいところだが、さすがに王の俺にもできないことはある。しばらくは、この牢獄で我慢しろ」

　どれだけ王の権力が強かろうと、公然と自分の兄を側室になどできるわけがない。朱牙の正気を疑った。

　それどころか、ここでこうして逢っていることさえ、外部に洩れればどんな醜聞になるだろう。

　朱牙が青い血を持たないからこそ、彼の地位は絶対のものではない。朱牙自身も、そのことはよく理解しているはずだ。

「誰が、後宮に入りたいと言った？」

　自分のために、朱牙を破滅させることなど望みはしない。そんなことになれば、なんのために十年前、無謀な反乱を起こしたのかわからないと咎める青華を、背中にまわされた腕が苦しいほどきつく掻き寄せる。

「俺がおまえを側に置きたいんだ」

「朱牙……。おまえは、わたしに復讐したいのだろう？」

　何を考えているのかと、確かめずにいられなかった。復讐どころか、まるで昔のようにいっしょにいたいと幼い弟にせがまれている気がして、重苦しいものが胸を塞ぐ。

「せっかちだな。そんなに俺に抱かれたいのか？」

　朱牙の真意を探る青華の言葉をわざとらしく別の意味に取り違えて、狡こう猾かつな男はにやりと唇を淫猥に歪めた。

　いきなり横抱きに抱え上げられ、寝台に運ばれて、整えられた夜具の上に組み敷かれる。

「不安にさせて悪かった」

　青華の心を読み取ったように誠実に謝られ、ますます混乱が深くなる。

「わたしは……っ」

　朱牙に抱かれることはできない。けれど、何よりその抱擁を欲しがっているのも青華の真実だ。相克する強い想いに、心が引き裂かれそうだった。

「成人の祝いとかで、連日、各国の使者どもが押しかけてくる。俺は毎晩、宴うたげで酒浸りだ」

　うんざりだと首を竦めた朱牙は、餓うえていたみたいに青華に口づけを求めてくる。

　吐息を重ねられ、唇を啄まれ、無意識に開いた青華のそれは甘い熱を受け止めてしまう。

「早く、おまえを抱きたかった」

「朱牙……っ」

「脚を開け」

　まるで、これが復讐の続きだと教え込もうとするように、朱牙は迷う青華をとことん追いつめる。自分の意志で朱牙を欲しがるのだと、認めさせようとする。

　傲慢に命令するその言葉に、無様に手足が強張った。朱牙に抱かれる快感が深ければ深いほど、その罪が怖かった。

「こんなことは、もうっ……」

「弟に抱かれるのは嫌か？　俺にこうされるのを期待して待っていたんじゃないのか？」

「朱牙っ！」

　違うと否定して、頭を左右に振った。朱牙にはもう見抜かれていても、青華自身がそれを認めることはできない。

　認めれば、地獄に堕ちる。いや、朱牙を裏切った時から、自分はとっくに闇に堕ちているのだろう。けれど、自分の業に朱牙を巻き込むことはできない。

「嘘をつくな。あの夜、おまえだって悦んだ。ここは……まだ俺の熱を覚えているだろう？」

　無理やりあられもなく開かされた脚の間を卑ひ猥わいな手つきで撫で上げられ、ぞくりとふしだらな肌が熱を孕む。

「いやっ……！」

「また、媚薬を使うか？」

　青華を堕とすためなら、媚薬でもなんでも利用すると言いきる朱牙に、逆らうこともできない。残酷に問われて、それは嫌だと怯えて拒んだ。

「なら、大人しく命令に従え。いいな、青華？」

　脅す声音でなおも促され、おずおずと脚を開いた。ぎらついた黄金の双眸の熱に灼かれ、体の芯で疼き始めるものを抑えきれない。

「もっとだ……」

「……っ」

　羞恥に耐えながら、いっそう淫らな形に開く。隠せるものなど何もなかった。どんなに感じているか、朱牙に知られてしまう。

「膝を抱えて、奥まで見せてみろ」

「朱牙……っ」

　これ以上はできないと、力なく首を左右に振った。罪深い行為をねだってしまう。我慢できなくなる。

　初めての交わりで、それを思い知らされているから、ますます手足は怯えて強張り、裏腹に肌が紅潮する。

「手伝ってやる」

　容赦のない朱牙に手を取られ、膝を抱えた惨めな格好をさせられた。灼けつきそうな視線を感じて、体の奥がずきずきと蠢動する。

　ふいに火傷しそうなもので無防備な粘膜を濡らされ、それが朱牙の唇だと気づいて泣きそうに動揺した。

「朱牙ぁっ！　……だめだっ。そんな……あぁっ！」

　ぴちゃりと舐なめる音にも、びくんと震え上がる。そんなふうにされたら、いくらも抗えずに陥落してしまう。

「敏感だな。男にここを舐められるのが好きなのか？」

　唇を触れたまま、これは初めてではないだろうと冷酷に追及されて、青華は小さく頭を揺らして嘘をついた。

「違うっ……」

「おまえは嘘ばかりだな。これが好きだと言うまで、ずっとこのままだ」

　あっさりと嘘を見破られて、よけいに手て酷ひどく粘膜を掻き乱される。青華の弱みまですっかり覚えこんだ朱牙の手管に、甘く身み悶もだえした。

「朱牙ぁ──っ……」

「ほら、もっと中まで舐めてやる」

　指を入れて、手荒く入り口を開かれる。とろりとなまめかしい色を曝した内側を啜るように吸われ、爪先までびくびくわなないた。

「いやぁっ……あぁっ、あっ、あ、あ──っ！」

「もの欲しそうに、ぱくぱくしているぞ」

「……好き、っ……それ、好き……だから」

　正直に告白した。そこが弱いから、もう許してほしいと哀願する。

「なら、もっと舐めてやる」

　青華の答えを待っていたように、朱牙は意地悪く囁き、いっそう奥へと器用に蠢うごめく舌を捻じ込んでくる。

「いやぁっ、嫌っ、嫌だ……」

　嘘つきはどっちだと泣き叫んでも、強靭な腕に抱え込まれた腰は身動きひとつままならない。ねっとりと熱い舌が蕩とろけていく内部を舐め、やわらかな刺激を繰り返した。

「あっ、あ……あぁんっ、あぁっ、あ──っ……だめっ、朱牙っ！」

　後ろばかりか、手をまわして性器を握り込んだ朱牙に巧みに扱しごかれて、瞼の裏で赤い火花が散る。

「だめぇ──っ！　……だめ、朱牙ぁ」

「こんなにべとべとに濡らして……いやらしいな青華。貴い青い血の王族の、これが本性か？」

「嫌っ……」

　言わないでと、悲鳴のように叫んだ。

　朱牙に辱められれば、胸が締めつけられるように痛む。なのに、かえって妖しく潤み、溶けていく、淫いん乱らんな体がいとわしかった。

　いくら嘘をついても、自分がどれほど汚れているか、ごまかしようもない。でも、朱牙に軽蔑されたくない。

「あぁっ、もうっ……！」

「いけよ。俺の手で弄られて、尻を舐められながら、いってみせろ」

「朱牙ぁ……あっ、あぁっ……あぁぁぁ──っ！」

　見られたくないのに、耐えられずに欲望が薔薇色に染め上げた肌に散る。頭の中は真っ白に溶け、一瞬、錯乱した意識も遠ざかった。

「こんなに飛ばして……餓えていたのか？」

　揶や揄ゆするような声音に、涙で霞かすんだ瞳をぼんやりと見開いた。青華のこぼした精液に濡れた指を舐めながら、朱牙が見下ろしている。

「……いやぁ！」

　自分の体液を、朱牙が舐めている。それだけでも、この場から消えてしまいたかった。行為を無理強いする弟より、彼にそうさせてしまった自分の罪のほうがずっと重い。

「まだ、こんなものでは許さないぞ。おまえは俺に復讐されたいのだろう？」

　あくまでもこれは復讐なのだと言い聞かせて、乱暴に青華の顎あごをつかんだ朱牙は、青い虹彩を覗き込んだ。

「うつ伏せになって、尻を掲げろ。『突いてください』と哀願しろ」

　暴力で犯されるほうがよかった。復讐なら、まだ安心できる。すでに朱牙の力に反抗する気力もなく、青華はのろのろと夜具にうつ伏せになった。

　小さな白い尻を朱牙によく見えるように掲げて、自分の屈辱的な姿に涙があふれてくる。

「ほら、青華？」

「突いて、くださいっ……」

　強制されるままに、あさましい言葉を口にした。そのせつな、じんと激しい痺れが体の奥を震わせ、どうしようもない自分の欲に細い泣き声が洩れた。

「ああ。たっぷり突いてやる」

　朱牙の所作は乱暴ではなかった。けれど、その分もわざと時間をかけ、高い熱と質量を覚え込ませるようにじりじりと挿入され、夜具をつかんで咽び泣かされる。

「あっ……あぁ──っ、あぁ……っ」

「いいか？」

「あ、いいっ……朱牙ぁ……」

　体の中を満たしていく快楽以外、何も考えられなくなる。甘くしゃくり上げながら、知らず知らずしなやかな腰が揺れる。

「ゆっくりだ。青華……息を吐いて、全部呑み込め」

「くっ……ふ、はぁぁ──んっ……」

「今度は締めつけてみろ」

「あんっ、あ、ああ……朱牙っ」

　内壁でみっちりと包み込んでいるものをゆるやかに抜き挿しされ、その感触に痺れたように四肢がひくついた。

（戻れなくなる。闇に、堕ちていく……）

















　こうなることを恐れながら、どこかで待っていたのだろうか。本当に死にたかったのなら、自分で自分に手を下すこともできたはずだ。でも、青華にはそれができなかった。

　未練があったとすれば、朱牙にほかならない。幸せを祈るふりをしながら、ともに堕ちることを望みはしなかっただろうか。

「いいぞ、青華。上う手まいな。俺も……堪らなくいい」

「朱牙っ……あっ、あっ……あぁっ、あぁ──っ」

　背中から抱きしめてくる腕に、すがりつくように爪つめを立てた。

　夢中になって華奢な腰を振り、激しく打ちつけ始めた荒々しい情熱に、青華はいつの間にか意識をさらわれた。







　第二章　とりこの蜜みつ月げつ












「あっ、あ……朱牙ぁっ、あぁっ」

　甘く啜り泣きながら、青華は激しく抱きしめてくる男の腕の中で薔薇色に上気した肢体をもどかしく捩よじった。

　もうひと月あまり、朱牙は毎夜、果ての塔を訪れて青華を抱き続けている。

　政務で遅くなり、時には明け方近くになって現れることもあったけれど、その腕は一日たりとも青華を手放そうとはしなかった。

　青華には、弟の強引な仕打ちを拒むすべなどなかった。いや、むしろ朱牙に抱かれる時間を、自分のほうが待ち焦がれているようにすら思えてくる。

「青華っ……青華っ！」

　猛々しく下肢を律動させている男の速い息遣いがうなじにかかる。

　何度も青華を呼ぶ声音はひどく愛しげに聞こえて、これが朱牙の復讐だということも、快楽に溶けた意識から押し流されてしまう。

「あぁっ……朱牙ぁ、いくっ、もう……いくっ」

　絶え入りそうな泣き声で訴えると、腰にまわされた強靭な腕にさらに力がこもり、濡れた肌が限界まで密着した。

「青華……っ」

「あぁっ……あぁぁ──っ、あ──っ！」

　あられもない悲鳴を上げて、深い抽送に押し出されるように欲望を散らした。

「はっ……あぁ──んっ！」

　手足が痺れたように熱くて重い。身じろぎもできずに薄い胸を喘がせていると、ふいに体内にあった硬い楔くさびを奪われ、また小さく悲鳴を洩らす。

「ひぃっ！　あっ……朱牙ぁっ」

　自ら果てた精液に濡れた下腹へ、朱牙のそれを叩きつけるように浴びせられ、潤みきった嬌声がこぼれた。

「あっ……あ、あ……」

　まだ熱いとろとろとした朱牙の欲情の証が、自分の肌を汚している。魅入られたように見つめ、青華はごくりとなまめかしく息を呑んだ。

「どうした？　これが飲みたそうな顔だな」

　狂おしい行為の余韻を残した荒い息遣いで、朱牙は悪戯っぽく青華をからかう。

　言葉だけでは足りなかったように、薔薇色に火照った肌の上で混じり合った白濁を長い指がすくい、目の前に差し出された。

「口を開けろ」

　抵抗する意志など、朱牙に抱かれ続けたわずかの間になくしてしまっていた。青華は命じられるままに口を開き、精液の滴る指を夢中になってしゃぶった。

「く、ふっ……んっ……」

　ひとつに繋がれてしまえば、強烈な羞恥や禁忌への恐れさえどこかへ消え去った。朱牙に与えられる愉悦に溺れ、満たされていく。いつまでもこの時間が続けばいいとさえ願ってしまう。

　自分の身勝手な欲で、朱牙を汚してしまう。拒むべきだと頭ではわかっていても、止められなかった。

　まして、朱牙のほうも甘やかに誘惑する青華の肌に耽たん溺できしている。単なる復讐ならば、青華が自分から体を開き、朱牙の屹立をねだった時、とっくに果たしているはずだった。

　正気に戻れば怯えて泣く青華を、復讐を言いわけにして犯しているようだ。

　もう、離れられない。それが、肉欲であれ、屈折した恋情であれ、罪であることに変わりはなかった。

「美う味まいか？」

　男の問いに、ふしだらな体液で唇を汚したまま、青華はまだ正直には答えられず、瞳を歪んだ欲情に潤ませる。

　朱牙のすべてが欲しかった。その腕に何をされても、もはや快楽としか感じられなくなっている。

「今度は直じかに飲ませてやる」

「あ……朱牙」

　手荒く引き寄せられ、奪うように口づけされて、捻じ込まれてくる肉厚な舌を、青華は無心に吸い食んだ。

「俺のものだ、兄上……」

　耳元へわざと昔のように呼ばれ、わずかに醒めかけた意識に届いた言葉に、びくんと細い肩を揺らす。

「まだ、怖いか？」

　恐怖を浮かべた青い虹彩を、朱牙はまっすぐに覗き込んできた。

「だが、おまえの体はもう俺を拒めない。こうして触れれば……ほら、震えて悦んでみせる」

　慣れきった手つきで脚の間をまさぐられれば、淫らに仕込まれた粘膜は言われたとおりに反応してしまう。

　青華の体は指一本まで、すでに朱牙のものだった。どれだけ後悔しても、肌に刻みつけられた快感は消せない。

　声もなくわななく青華の唇を、愛撫するように巧妙に指がなぞった。

「噛むな」

　きつく噛みしめたそれを無理やり抉こじ開あけられ、探り出した舌をひどく甘い仕草で弄られる。

「はんっ……」

　それだけで、爪先まで淫いん靡びな痺れが走って、強張った四肢から力が抜けた。朱牙になされるままに、肌が火照り、しなやかな掌が汗ばんだ背中を受け止めた。

「どれほど嫌でも、俺のものにしてみせる。俺だけに抱かれたいと、この唇でねだらせてやる。永遠に俺のものだと、おまえに誓わせる」

「どうしてっ……朱牙？」

　この行為が禁忌だということを、どちらもわかりすぎるほどよくわかっている。

　自分の立場を危うくするほど、朱牙は愚かではないはずだ。復讐を口実にして、なぜこれほどまで青華に執着するのかわからなかった。

　たとえ、青華のいやらしい体が気に入ったのだとしても、珍しいだけの男のものだ。朱牙をやわらかく包み、受け入れることのできる女たちと、わざわざ比べるまでもない。

　朱牙が自分に飽き、彼を待つ側室のもとに戻っていく時を、青華は密かに恐れていた。それに、世継ぎでも生まれれば、なおさら青華の必要はなくなってしまうだろう。

　自分を朱牙なしではいられない体にしてから、突き放して苦しめたいというのならば、それだってもう目的は遂げているのに。

「おまえは俺を裏切った。その償いをしなければならない」

「わたしが憎いなら、おまえの手で殺してくれ」

　何度もそう哀願した。石畳に額を擦りつけて頼んでも、朱牙は決して聞き入れてくれなかった。そればかりか、よけい淫蕩に青華の悶える体をさいなんだ。

　今もまた、怒りさえたたえた黄金の双眸で、朱牙は涙を流す青華を睨み、細い腕を砕けそうに強く握り取る。

「そうしてまた、俺から逃げるつもりか？　言ったはずだ。二度とおまえを手放さない。おまえは永遠に弟に抱かれ、俺の腕の中で快楽と歓喜に喘ぐんだ」

「朱牙……っ」

「おまえに、拒めるか？」

　残酷に囁きながら、背中を這い下りてきた朱牙の指がゆっくりと蕩けた粘膜を穿った。

　拒めるわけがない。二度と、この腕から引き離されたくない。永遠に抱かれていたいと、望まないはずはないのに。

「ひぁっ！　あ……はっ、ああぁっ！」

　濡れそぼった内部は、言葉にできない想いの代わりのように貪欲に朱牙の指を締めつけ、なまめかしく蠢いた。

「これが、好きだろう？　俺にここを弄りまわされて、硬くて太いのを入れられて突き上げられるのが、おまえは好きで堪らない」

「朱……牙っ」

　ひと月あまりの時間をかけて、青華の体をそんなふうに慣らしてしまったのは朱牙だ。なのに、拭いきれない負い目のある青華には反論することも、彼を恨むことすらできない。

「どんなに取り澄ました顔をしてみせても、おまえはしょせん男に抱かれるのが大好きな淫乱だ。聖王家の青い血も、堕ちたものだな」

「あっ……あぁっ！」

　狡猾な指先で最も感じやすい弱みを強く揉もみ込まれて、反射的にぎゅっと締めつけた。

　どれだけなじられても、蔑まれても、青華には受け入れることしかできない。だからといって、朱牙の口から聞かされる残酷な罵ば倒とうに心が傷つかないわけでもない。

　こめかみを、悦楽とは別の涙が流れ落ち、目ざとい朱牙の唇で吸い取られる。口ぶりとは裏腹なやさしい仕草は、青華の錯乱をますます煽った。

「あっ、あんっ、あん……あ──っ！」

「好きだと、言ってみろ、青華。そうすれば、おまえの好きな場所をもっと弄ってやる」

「……好、き。好きっ、朱牙。これが、好きっ」

　尻の中を弄られるのが好きだと、嗚咽しながら声に出した。それが真実だとごまかしようもなく、上擦った音色は甘く掠れる。

「口づけしろ」

　居丈高な命令に、がくがくと震える両腕で朱牙の首にすがり、従順に唇を重ねた。蹂躙してくる男の舌を、丁寧に舐めて溶かす。

「んっ……んっ。はっ、あぁ──んっ！」

　体の奥まで知り尽くした指に狭い襞ひだを掻きまわされ、真っ白な素足で夜具を乱し、しどけなく腰をくねらせる。

「あっ、あんっ……ん、んっ……ん──っ」

　男の舌を吸いながら、体の奥でも卑猥に指をしゃぶらされた。

「もう出すものも残っていないくせに……。そんなにいいか、青華？」

「あっ、いいっ……あっ、あっ……朱牙ぁっ！」

　そう教え込まれた掌は、無意識に朱牙の引き締まった下腹をまさぐって、せがむように勃ぼっ起きした性器を扱いている。

「男の誘い方も上手くなったな」

　嘲あざ笑わらいながら、朱牙は青華をうつ伏せに組み伏せ、手荒く両脚を開かせる。朱牙が挿入しやすいように、自分から尻を掲げた。

「入れて……ください。お尻に、入れてっ……」

　覚えさせられた科白せりふどおりに朱牙の情をねだり、甘い声音で誘う。愛する弟に羞恥も誇りも奪われ、奴隷のようにかしずかされる。

　そこまで堕とされながら、抱え寄せる朱牙の逞しい腕に、青華の体はひたすら期待に紅潮し、じんじんと奥を疼かせた。

「ああ、青華……。おまえが大好きなものだ」

「あぁぁ──っ！　あぁっ……あぁ──っ」

　ひと息に貫かれ、たちまち最初の絶頂がくる。がくがくと痙けい攣れんする手で引き裂くほど夜具を握りしめ、衝撃を堪えた。

「動くぞっ」

　青華が達してしまったことを承知で、朱牙は無防備な下肢を容赦なく揺さぶった。

「あぁ──っ、あぁっ……あぁ……あ、あ……あぁ、朱牙っ！」

　苦しい。怖い。得体の知れない闇の底まで引きずりこまれていく。怯えて咽び泣きながら、交じり合った場所だけが、熱く狂おしく蕩けてうねる。

　意識も霞んだまま、突き上げては抜かれる動きに合わせるように、狂暴な楔をやわらかく包み込み、きつく締めつけては解ほどいた。

「あぁっ、あぁぁ──っ！　あ──っ!!」

　深々と貫かれ、体の奥がずきんと激しくわなないた。呑み込むように貪欲な内部の蠢動を感じ取ったのか、掻き寄せる朱牙の腕に力がこもる。

「尻だけで、またいったのか？　いやらしい体になったな、青華。……ほら、まだまだいけるだろう」

「あぁっ、朱牙っ……あぁ、いいっ、いっ……いくっ」

　きりがない。心も体もおかしくなる。正気などすべて手放し、青華は泣き叫んで淫らに尻を揺らし、ほの暗い闇に呑まれた。
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「こほっ、けほっ……」

　小さく咽むせた青華の唇を濡らしているものを、朱牙が長い指で拭う。

　口の中に粘ついたものと男の匂いが残っていて、快楽に蕩かされるまま、朱牙の精液を夢中で飲んだことを思い出した。

「美味かったか？」

　間近から覗き込んでいる黄金の虹彩に、意地悪く笑いながら問われ、青華は形のいい眉を顰めた。

「そのうち慣れる。それに……おまえが自分から口に入れたんだぞ」

　悦楽に溶けた曖あい昧まいな記憶を蘇よみがえらせようとするみたいに囁かれ、「飲みたいか？」と訊かれて、何度もうなずいたことがぼんやりと脳裏に浮かぶ。

「……わたしを、蔑んでいるのか？」

　どう思われようと、朱牙に曝してきた痴態は事実だから仕方がない。ただ、体の欲に流されてしまう自分が情けなく、哀しかった。

「馬鹿。うれしいんだ」

「朱牙……？」

　予想もしなかった率直で甘い返事に、青華は耳を疑う。

　翳りのない瞳は、まっすぐに青華からそらされないから、朱牙の真意がわからないままいっそう困惑した。

「俺を求めろ、青華。おまえの体に流れる青い血など、忘れてしまえ」

「朱牙……。それが、できることなら……」

　朱牙の言葉は、まるで自分の気持ちに正直になれと囁いているように聞こえる。すべてを忘れて、心のままに愛する者を求められるなら、どれだけ幸せだろう。

　一いち途ずな朱牙のまなざしから目をそらし、青華の唇から洩れたのは、絶望と後悔に掠れた呟きだった。

「まだ、足りないのか？　青華……っ！」

　青華の頑なさに怒りが込み上げたように、再び乱暴な仕草で無理やり振り向かされ、湿った夜具に組み敷かれた。

　反射的に、これ以上は無理だと、怯えた瞳で哀願した。

「許してくれ。もう……」

「どれだけ抱けば、おまえのここに届くっ？　どれだけ汚せば、おまえの青い血を消し去れるっ？」

　まるで、青華を犯すことで傷ついているのは朱牙のほうのようだ。慟どう哭こくして訴え、薄い胸を撫でる熱い掌を、青華は思わず両腕で抱きしめていた。

　やはり、復讐などではなかった。

　朱牙は憎しみでも怒りでもなく、自分を求めてくれている。決して消えない血の絆きずなを断ち切ろうともがいている。

　どんなに罵倒されても、暴力的に犯されても、青華が彼を恨めなかったのは、どこかでその一途な想いを感じていたからだ。

　だから、終わらせなければいけない。こんな関係を続けていれば、朱牙を破滅させてしまう。突き放すことができるのは、自分自身しかいなかった。

「青い血などに、もうなんの価値もない。おまえが追い求める必要もない。おまえは、おまえの道を……」

　自分は朱牙にとっても中つ国にとっても、もう必要のない人間だ。朱牙が王位についた時から、青華は疑いもしなかった。

　閉ざされた果ての塔の獄舎から、朱牙の幸せとこの国の繁栄だけを祈ってきた。ほかにどんな望みもなかったのに。

「そうやって、また俺を裏切るのか？　俺を、独りぼっちで置いていくのか？」

「朱牙……」

　ついさっきまで圧倒的な力で自分を組み敷き、快楽に泣かせ、蹂躙してきたくせに、なぜか、十年前のままの小さな弟がそこにいるような気がして、青華はひっそりと笑い声を立てた。

「おまえは、中つ国の王だ。皆がおまえにかしずき、おまえに期待している」

「誰も、俺自身など見てはいない。皆が見ているのは王という幻だ」

　昔のように兄らしく言い聞かせる青華に、朱牙は拗すねた口調で反駁はんばくする。それも、あの頃の幼い彼を思い出させた。

「朱牙……」

「俺は、王位など欲しくなかった。たった一人の心も体も自由にできないのに、何が王だっ！」

　かつての朱牙は、聖王の王子でありながら王族に数えられず、まわりにもかえりみられずに、孤独に生きていた。

　けれど、王位を継いだ今は、誰もが朱牙に注目している。彼の好意を得たがっている。

　禁忌の存在である自分など欲しがらなくても、求めていた幸せはすぐ側にあるのではないかと、青華はしなやかな首を傾げた。

「おまえが欲しがっているものこそが幻だ。……まわりをよく見ろ。おまえは、皆に愛されているはずだ」

　幻と呼ぶなら、王位ではなく、十年前に死んでいたはずの自分のほうだと囁いた。

　この国は、王である朱牙を必要としている。それは、青華一人のわがままで奪えるはずもないものだった。

「違うっ。俺が愛されたかったのは……」

　朱牙が、自分の立場を理解していないはずはなかった。中途半端に言葉を切ると、ゆらりと起き上がり、何かを堪えるように青華に背を向けた。

　長身が寝台を下り、足音もなく石畳の向こうへ歩み去っていく。

「俺は、決して手の届かないものを求めているのか？」

　振り返らないまま、朱牙は暗い声音で問いかけた。

「それを手に入れれば、おまえは不幸になる」

　はっきり拒めばよかった。朱牙がどれほど求めても、兄である自分には受け入れられないと、そう言えば。

　けれど、青華には言えなかった。卑ひ怯きょうだとわかっていながら、朱牙のためだと自分の気持ちをごまかしていた。

「おまえに、俺の幸福が何かわかるのかっ？」

　怒鳴り返した朱牙の広い肩が震えていた。その肩を駆け寄って抱きしめたかった。自分も同じ気持ちだと打ち明けて、誘って、寝台の上で爛ただれた快楽にまた溺れ込みたい。

「わかるよ、朱牙……」

　しかし、青華の唇を洩れたのは想いとは裏腹な冷たい答えだった。

　朱牙に抱かれて、あさましく悦んだ。なのに、兄のような顔をして苦しんでいる朱牙を突き放す。卑劣な自分が嫌になる。

「今夜、また来る」

「朱牙……」

　それでもなお、青華を放さないと言う朱牙に、心のどこかで安堵していた。

（最低、だ……）

　自分が愛されていることを、朱牙の真心を、こんなことで試している。朱牙だって、青華のさもしい本心に気づいているかもしれない。

「おまえに俺は拒めない」

　低く言い残して、今度は足音も荒々しく、朱牙は石段を下りていった。あとには金の燭台で蝋燭の燃える微かな音しか聞こえない。

　さっきまであんなに熱かったのに、すっかり冷えてしまった肩に、ぶるりと震えながら頼りない腕をまわした。

「愛しくない、はずがない。朱牙……っ」

　恋しい男を抱きしめたい。口づけしたい。もっと、交じわり合いたい。わずかな時間でも、放したくなどなかった。

　夜具の上にぱたぱたと涙が落ち、込み上げてくる嗚咽を、青華は自分を罰するように必死に押し殺した。
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　あれ以来、獄舎の中で黒人の姿を見かけることはなかった。あるいは、青華を嬲り、痛めつけたことで、朱牙の怒りを買い、放逐されたのかもしれない。

　夜になると、必ず王の親衛隊とともに二人の侍女が塔に上ってきて、青華の入浴や着替えと身のまわりの世話を焼いた。

　大理石の浴槽ばかりか、煌きらびやかな衣装や夜具の棚、毛皮の敷物、薄絹の几帳きちょうなど、贅ぜい沢たくな調度が運び込まれ、ここが牢の中だということも忘れそうになる。

　まるで、昔どおりの王宮での生活が戻ってきたようだった。

　ただ、侍女たちは決して青華と目を合わせようとしないし、無駄口も利かない。その態度で、自分が今も朱牙のとりこであることを思い知らされた。

　ここで朱牙がどうやって夜をすごしているか、彼らが気づいていないはずはないだろう。

　たとえ、侍女たちは知らなくても、桐生という親衛隊長は、青華が朱牙の実の兄だということも承知している。

　桐生は、中つ国の王家に連なる十三家のひとつ、花山家の当主だと言っていた。兄弟で睦むつみ合う忌まわしい関係を、内心ではどう思っているだろう。

　終わらせなければいけない。朱牙と再会し、その腕に抱かれるようになってから、もう何度、胸の中で繰り返してきたかわからない。

　けれど、本当に終わらせたくないのは青華自身だ。うれしかった。牢獄の中だろうと、こんなに満ち足りた時間は、王太子として大切にかしずかれてきた過去にも一度もなかった。

　もう一晩だけ、あと一夜だけ。そんな欲が、朱牙を危険にすると承知で、ずるずると長引かせてしまったのだろう。

　できることならば、永遠に朱牙のとりこになりたい。愛していると応こたえることはできなくても、肉欲に溺れる淫乱となじられても、青華には今が一番幸福だった。

　入浴を終え、侍女たちに乾かした黒髪を丁寧に梳かれ、新しい白絹の夜着に着替える。

　螺鈿をちりばめた姿見の中に映る青華は、かつての気品に満ちた王太子の面影をすっかり取り戻していた。

　それどころか、夜ごとに朱牙の腕に抱かれ、その身を愛されてきたせいか、妖しいような艶が加わり、いっそう麗質に磨きがかかった。

　王宮に戻れば、どんなに貴族の姫君や後宮の女官たちに騒がれただろう。

　会釈をして牢を出ていく侍女たちを、青華は言葉もなく見送った。

　牢の外には、いつものように桐生が控えている。

　しかし、常ならばとっくに朱牙が訪れている深夜になっても、塔の石段から馴染んだ足音は聞こえてこなかった。

　政務で遅くなっているのだろうかと考え、朱牙を待つことがすっかり習慣になっている自分に気づいて、青華はほのかに紅い唇を噛んだ。

　朱牙を、待っている。あの腕に抱かれ、甘く泣かされるのを、夜ごとに待ちわびている。

　男の愛撫なしにはいられない体だと朱牙に責められれば、今の青華には否定することができなかった。

　体が餓えて、男を欲しがっている。

　でも、餓えているのは体だけではない。火照った肌よりもずっと根深い飢餓は、白い胸の奥底にあった。

　やがて、階段に足音が聞こえ始め、青華ははっと指先を強張らせた。

　その音だけで朱牙でないことはすぐにわかって、軽く失望が胸を塞ぐ。入ってきたのは、親衛隊の若い騎士だった。

　几帳の向こうの青華を憚るように目をそらした騎士は、鉄格子の外に佇たたずんでいる桐生へとまっすぐに近づき、何か耳打ちする。

　桐生がうなずくと、漆黒のマントを翻して、再び足早に塔を下りていった。

　朱牙に何かあったのだろうかと、息を凝らしている青華に、鉄格子の向こうから桐生が鋭い視線を向ける。

「青華様。王は、今宵こよいはおいでになれないそうです」

「そう……ですか」

　呟いた青華の声音には、はっきりと失望が滲んでいた。

　こんなことは初めてだった。どんなに政務で遅くなっても、朱牙は必ず自分に会いに来てくれた。

　体でも壊したのだろうか。それとも、王である朱牙を煩わせるような何かが、中つ国で起こったのか。

　あるいは……。一番考えたくなかった想像に、青華は長い睫まつげを伏せて憂いをおびた青い瞳を隠した。

　側室のもとに通っているのか。

「わたしが不寝番をいたします。どうかお休みください」

　朱牙が訪れれば、桐生はすぐに塔を下りていった。今夜はこのまま残って番をするという桐生に、朱牙から自分を見張るように言われたのだろうかと訝いぶかしく思う。

　とらわれの身の青華に断れるわけもなかったし、寡黙な男が邪魔になるわけでもない。桐生に見守られながら、大人しく寝台に横になった。

　たとえ桐生が不寝番をしてくれていても、一人の夜を、こんなに心細く味気なく感じたのも初めてだった。

　いや、最初に朱牙に抱かれた夜から数日、放って置かれた時もそうだったと思い出す。

（朱牙……）

　声に出さずに名前を呼んで、せつなく疼く胸に爪を立てた。

　中つ国の王を、罪人で、実の兄の自分が、そもそも独占できるわけなどなかった。

　成人し、補佐役も必要なくなって、朱牙の政務はますます重要性を増していくだろう。

　そればかりではない。正室を迎えたとはまだ聞いていなかったけれど、後宮には王を待つ側室たちが何人も朱牙の訪れを待っているはずだ。

　朱牙がどれほど執着してくれたところで、青華は世継ぎを産むこともできない男だった。

（馬鹿なことを……）

　たとえ女だったとしても、弟に抱かれて、子を産むことなどできるわけがないと溜め息がこぼれる。

　胸が苦しかった。けれど、いくら眠れなくても、鉄格子の向こうで桐生が見張っているから、勝手に起きてしまうこともできない。

　不審なふるまいをすれば、忠実な親衛隊長は朱牙に報告するかもしれない。

　心の痛みを抱えたまま、青華は眠れない一夜を明かした。
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　熱い腕に力強く引き寄せられて、青華は夢中で広い背中を掻き抱いた。

「朱牙……っ」

　寝台の上にあられもない姿で組み敷かれて、剥き出しの脚の間に猛々しい屹立が入ってくる。

「あっ、あっ、あぁぁ──っ！」

　ほんのわずかな痛みさえ感じなかった。ただ歓喜の悲鳴ばかりが洩れる。

　もっと深くと、せがむように華奢な腰を揺すってしまい、見下ろした男に小さく笑われた。

「足りないのか、青華？」

「あ……もっと、もっと強くっ、朱牙」

　蕩けきった意識は抑制が利かない。込み上げてくる欲望のままに激しく突いてとねだり声を上げた。ぐずぐずに溶けた内壁で、熱い形を何度も締めつける。

「あっ、朱牙……ぁ」

「いいか？」

「いいっ、あっ、あ……いいっ！　……気持ち、いい」

　快楽を声にするほど、体感する悦びも強くなるようだった。箍たがが外れたみたいに、大胆に男を煽った。

　硬く、猛々しく最奥まで満たしてくれる。これが欲しかったと、しどけなく乱れる肌で素直に告白する。

　きっと、自分はどうかしている。でも、ずっとこうして朱牙と愛し合いたかった。なんの枷かせもなく、愛する男を求めたかった。

　やっと、願いが叶かなった。このまま神の怒りに触れて雷いかずちを落とされても、抱きしめた背中を離さない。

　朱牙が、好きだった。いつも自分を慕ってあとをついてきた小さな弟を、誰よりも愛していた。そして、いつかこの執着が危険なものに変わることを、青華自身が最も早く気づいていた。

　だから、朱牙から離れなければならなかった。自分は必ず、朱牙とこの国に災いをなすから。十年前に、その禍根を断とうとした。

　けれど、放したくなかった。離れたくなかった。朱牙を愛している。もう自分だけのものにしてしまいたい。

「朱牙……っ。あっ……！」

「青華様っ……」

　耳慣れない低い男の声に呼ばれ、青華ははっと目を開けた。精せい緻ちなタペストリーの掛けられた石壁と、天井が瞳に映る。

　寝乱れた夜具の中に、自分を抱いてくれていたはずの朱牙の姿はなく、青華が一人で横たわっている。

　ぼんやりと動かした視線の先で、鉄格子の向こうから、桐生が心配そうにこちらを見つめていた。

「き、りゅう……？」

「気がつきましたか？　ひどくうなされておいででした」

「わたし……が？」

　青華を案じる桐生の言葉さえ、すぐには理解できず、しばらく考え込んでから、夢でも見ていたのだろうかと、ずきずきするこめかみを押さえた。

　自分の手足が、自分のものでないように重苦しい。こんなだるさは、朱牙に激しく抱き尽くされたあとしか感じたことはない。

「王を……呼んでおいででしたか？」

　原因に思い当たったとたん、桐生からそれを裏付けるように問われて、いっきにあさましい淫いん夢むのすべてが生々しく蘇った。

（夢……だった？）

　確かに、もう半月以上、朱牙はここへ来ていない。青華がその腕に抱かれることもなかった。

　それなのに、まるであの夢が現実だったみたいに甘ったるく疼く四肢を意識して、青華は逆に夜具の中で硬直した。

「何か……わたしは言ったか？」

　もしかして、朱牙の夢を見ながら迂う闊かつな言葉でも洩らしはしなかったかと、恐る恐る桐生に確かめた。

「いいえ。ここからは、はっきりとは……。ただ、苦しそうでいらっしゃったので、つい声をかけてしまいました。申しわけございません」

　桐生は武人らしく実直に頭を下げて謝罪する。

　けれど、朱牙を呼ぶ声が聞こえていたというのなら、本当は青華がどんな夢を見ていたかもわかっていて、わざと聞き取れなかったとごまかしてくれたのかもしれない。

　甘い夢の名残のように頬を伝い落ちる涙を、青華はそっと夜具に押しつけ、熱をおびた溜め息をついた。

（朱牙……）

　逢いたい。抱いてもらえなくても、ただひと目、見交わすだけでもよかった。

　牢の中からは王宮の様子もわからない。今の青華の立場では、どうしているのかと、誰かに訊くこともできない。

　夜ごとに、不安ばかりがつのっていった。

　ましてや、つのるのは不安ばかりではない。朱牙に愛されることに慣らされた肌は、男の腕を欲しがってあさましく疼いて火照り、青華を眠らせてくれなくなっていた。

　だから、あんなにおぞましい夢をみてしまったのだろうかと恥じ入り、心配してくれる桐生から頑なに目をそらす。

「このところ、ずっと眠れないのでしょう？　お加減でもお悪いのでしたら、王にお願いして医師を……」

「そうではないっ！　……そうではないのだ。だから……朱牙には知らせないでくれ。頼む」

　朱牙の代わりに毎晩、不寝番をしてくれている桐生は、青華の体調に責任を感じているらしい。

　医師を呼ぼうかと気をまわされて、青華は慌てて夜具の上にだるい体を起こし、大丈夫だからと言いわけした。

　知らせを受ければ、自分が眠れない原因に、朱牙ならすぐに気づくだろう。

　男なしではいられない、いやらしい体だと揶揄されることはかまわない。なんと罵ののしられようと、それは自分が甘んじて受けるべき非難だ。

　けれど、中つ国の王である朱牙を自分のことで煩わせたくはなかった。

　朱牙には王としての務めがある。自分はこのまま果ての塔に見捨てられたほうが、朱牙のためにもなる。

　医師を呼び入れたりして、朱牙がここへ通っていることを誰かに知られ、自分の存在が噂になることのほうが、青華には恐ろしかった。

「王を、恨んでおいでなのですか？」

　いつも寡黙で、必要なことしか話さない桐生のほうから遠慮がちに問われて、どういう意味かと当惑する。

「わたしは……」

「あなたが王を憎まれるのは当然です。王は……兄上である青華殿下をこの獄に繋いだまま、あまつさえ……貴い青い血を引くあなたを……」

「言うなっ！」

　桐生の言葉を激しく遮った。朱牙には何を罵られてもいい。でも他人の口から、それ以上、自分の恥を責められたくはなかった。

「言わないでくれ……」

　血の繋がった弟に体を開き、夜ごとその腕の中で快楽に喘いできたあさましい自分を、恥ずかしくないはずはない。

　青華は頼むからと、夜具の内側から桐生にそっと頭を下げた。

「青華様。……あなたを責めているのではありません。あなたには……どうしようもないことだった」

「いいえっ……。これは、朱牙を裏切ったわたしの罪だ。すべて……」

　朱牙を怒らせたのも、恨みを買ったのも、青華の裏切りが原因だ。自分を辱めて、朱牙が復讐したいというのなら、それを拒むことはできなかった。

　これは、朱牙の自分への復讐なのだと、桐生に念を押した。その裏にある朱牙の思慕も、自分の想いも、誰にも知られてはならない。

「青華殿下……。あなたを苦しめているのは……」

　やはり、桐生は自分が朱牙に餓えていることに気づいていたのだと、指先から血の気が引いていく。

「見ないでくれっ。あさましい……わたしを、見ないで……」

　青華は、狭い牢の中からどこへも逃げられない。せめて、今だけでも一人にしてほしいと、桐生に懇願した。

「殿下。……我々が、お救いいたします」

「桐生……？」

　てっきり、かつての王太子でありながら朱牙のとりことなって欲望に溺れる自分を、誇り高い騎士の桐生は軽蔑しているのだと思っていた。青華を救いたいという彼の言葉に耳を疑い、なんのつもりかとぼんやり見つめ返す。

　桐生は石畳に膝をつき、罪人である青華を敬うように深々と頭を垂れた。

「あなたは、聖王家の青い血を引く唯一の王位継承者。あなたが生きていると知れば、中つ国十三家もあなたのもとに集います。中つ国の王は、青華様、あなたしかおられない」

「桐生……？　そなた……」

　桐生の父親、花山家の先代当主は、青華を正統な王位継承者と認め、朱牙と王太后への反乱に加担した。その戦の中で、命を落としている。

　朱牙の温情により、反逆の罪を免れたという桐生の内に、いまだに聖王家の青い血への崇拝と畏怖があるのかと、意外な気持ちを隠せなかった。

　とはいえ、王太后の権勢を恐れて朱牙に服従した十三家の大半の者たちの中にも、青い血を持たない朱牙への反感や侮ぶ蔑べつの意識が根強く残っているだろうことは、青華にも予想できた。

　聖王家と婚姻を結んできた彼らのプライドはどこまでも高い。幼い朱牙の後見役として、この国を思いのままにしてきた高慢な王太后への不満もつのっているだろう。

　誰かが煽れば、再び戦火が国中に飛び火することは、容易に考えられる。そして、そんな謀略をめぐらせそうな相手も、青華には心当たりがあった。

「時を見て、必ずここからお助けいたします。手はずが調うまで、どうか今しばらくご辛抱ください」

　灼けつくようなまなざしで自分を見つめる桐生が、自分の欲や一門の繁栄のためだけに青華を王位につけようとしているとは思えない。

　彼の聖王家への忠誠心と誇りは本物だろう。

　けれど、青華には最初から王位への野心などなかった。自分が生きていれば、中つ国の災いになる。それだけを恐れていた。

「桐生……」

　王である朱牙をも裏切る決意をみなぎらせて、自分を果ての塔から救い出そうという桐生を、青華は夢でも見ているように呆然と見つめ返した。




　　　　　　　　　　　◇




「ここから、出る？」

　天窓からわずかに射し込む陽光を見上げ、青華はひっそりと呟いた。

　一夜明けて、桐生は青華を迎える準備を調えると約束して王宮へ戻っていった。

　十年前、反乱軍が敗れたあと王太后の配下に密かにとらえられ、この果ての塔に繋がれた時から、生きてここを出ることはないと思っていた。

　思いがけず朱牙と再会し、彼の腕に抱きしめられても、青華の運命が変わることはない。ここで命を終えるほかに、十年前に死に損なった青華に取るべき道はなかった。

　ましてや、今の朱牙に反旗を翻すことなど考えも及ばない。けれど……。

　本当に、もう一度、明るい日の光の下に出られるのだろうかと焦がれるようなまなざしを遠くに向けた。十年間見つめ続けてきた石の壁を、細く白い指先でなぞる。

「朱牙……」

　しかし、どれほど強い陽光よりも、自分にはあの弟が眩しかった。どんな天罰を受けてもいいと傲ごう然ぜんと嘯うそぶいて抱きしめてくる激しささえも、天に叛いた者の翳りなど欠片も感じさせない。

　あの腕にとらわれ、組み敷かれて求められている時間は、青華にとって夢のようだった。

　夢は、夢でしかない。いつかは覚めてしまう。

「今度こそ、おまえを裏切ったわたしを殺してくれるか？」

　天罰を受けるのは自分のほうだ。地獄の業火に焼かれるよりもずっと罪は深い。禁忌の血を持つ相手を慕って、満たされることのない体がせつない。

　自分はもうとっくに地獄に堕ちている。自分に流れる青い血は、朱牙や桐生が思っているように決して貴いものなどではない。

　これは罪の証だ。

「朱牙……。朱牙、朱牙……」

　二度と逢えないかもしれない。愛しい男の名前を呼び続けた。

　熱い抱擁を求めて餓え続ける体よりも、きっと淋しがる心が先に壊れてしまう。

　我慢できなくなる。桐生のたくらみを利用しても、朱牙に逢いにいこうとしてしまうかもしれない。

　あさましい執着のためには、どんな犠牲もいとわない。青華は、自分自身の業が怖かった。また、十年前と同じ過ちを繰り返してしまう。

　寝台の上で膝を抱えてぼんやりと夜を待った。

　ほかにすることもない。何かしようという気力も起きない。朱牙に抱かれることを教え込まれてから、それ以外のことは青華にとってどうでもよくなってしまっていた。

　朱牙がここへ足を運ばなくなった今は、どんなにそれが虚むなしいことでも。

　日が落ちて、桐生が侍女たちを連れて塔を上ってくる。それも、形式的に繰り返されているだけだ。

　青華は、朱牙に抱かれることもない体に湯を使い、新しい白絹の夜着に袖を通した。

　侍女たちが下がると、膿うんだように疼く体を冷たい寝台に横たえた。

（苦しい。……朱牙）

　復讐だとすれば、これほど効果的なものはないだろう。死んだほうが、ずっと楽になれる。そう思いたくなるほど、息をするのもつらい。

　自分が朱牙を想うように、彼からも愛されているのかもしれないと、勘違いしかけたこともあった。

　でも、結局、朱牙に飽きられたのかもしれない。こんな不毛の関係を続けるより、正室を迎えるか、側室との間に一人でも多くの王子を成すほうが、朱牙にとっては大切なことだろう。

「青華様……」

　物思いに沈んで、鉄格子の向こうに桐生がいることさえ忘れていた。ふいに呼びかけられて、青華は驚いて寝台から頭を上げた。

「……なんだ？」

「あなたに会っていただきたい方が……」

　深刻な口調に、どういうことかと訊ねようと上体を起こした時、青華の耳に半月以上絶えていた足音が届いた。

（ま、さか……？）

　朱牙への逢いたさがつのって、幻聴でも聞いているのかと、青華は疑うように耳を澄ます。

　獄舎の外にいる桐生もまた、口を閉ざし、王への敬意を表して深く頭を垂れた。その前を、蝋燭の光に揺らぐ長身の影が走るように通り抜けた。

　鉄格子の入り口を、あでやかな緋色の長衣をまとった体躯を屈め、朱牙が滑り込んでくる。

「朱……牙……？」

　目の前の姿を見ても、青華はまだ幻ではないかと怯えていた。

「青華っ……！」

「あっ……」

　自分を呼ぶ忘れようもない朱牙の声に胸が震え、求めてはだめだと自らを戒める前に、勝手に夜具を蹴って素足のまま石畳に下り、駆け寄ってしまう。

　求めた以上の激しさで広い胸に抱き竦められて、あふれ出した涙が止まらなくなる。

　夢でも、幻でもいい。逢いたかった。もう一度、この腕に抱かれたかった。朱牙の体温を、肌に感じたかった。

「朱牙……、朱牙……っ」

　ほとばしる情動がわななく声になる。

　ほかに何も言えず、名前ばかりを繰り返す青華の涙に濡れた頬を、大きな掌が慈しむように包み込んだ。

「すまない。長い間、淋しい想いをさせた」

　青華の想いはわかっていたと囁く朱牙に、急せいたように唇を奪われ、遠慮なく口腔をまさぐる舌を夢中で吸い返す。

「んっ……ん……はぁっ……あぁっ」

「桐生、ご苦労だった。下がっていろ」

　予告もなく突然来訪した朱牙のことが気になったのか、その場に膝をついて控えていた桐生に、青華の痴態を見せることを憚るように、朱牙は下がれと命令した。

「はっ！」

　そこで行われている行為には見事なほどなんの感情も見せず、桐生は淡々と一礼して身を翻した。速い足音が塔を下りていく。

　けれども、青華の耳にはその音も入っていなかった。目も耳も唇も指先も、すべてを朱牙にとらわれている。

　どちらからともなく寝台に倒れ込み、夜具の上で固く抱きしめ合った。

「青華……。青華、いいか？」

「ん……んっ、朱牙。早く……っ」

　すぐに欲しいと、青華は命じられる前に自分から帯を解いた。夜着をはだけ、真っ白な胸も素足もあらわにする。

　食い入るようなまなざしで青華の肌を見下ろしながら、緋色の長衣を乱暴に脱ぎ捨てた朱牙の背中へ、両腕でしがみついた。

（熱い……）

　焦がれるように触れ合った互いの体は火傷しそうなほど熱くて、強い目眩がする。抱き合っただけで気が遠くなりそうで、青華はますます激しく逞しい胸にしがみついた。

「もう……こうして会えないと、思った」

　固く自分を掻き抱く朱牙が幻ではないのだとようやく安心して、いくらか正気を取り戻し、不安だったと囁く。

「少し、王宮で面倒なことが起こった。心配をかけて悪かった……」

　乱れた青華の黒髪を掻き上げ、瞼や頬を確かめるように愛撫しながら、朱牙はどこか気もそぞろに返事をした。

　つらい思いをさせてすまないと謝る時だけ、虚ろだった声音に青華への深い愛しさが滲む。

「面倒……？」

　青華のほうは、半月以上も朱牙がここへ来られなかった理由が気になった。

　自分を抱きしめてくる朱牙の腕の力強さを感じれば、飽きられたのだとも思えなくなる。王宮で何かあったと言われれば、よけい気がかりになる。

「話はあとだ。先に……おまえの中に入りたい」

　しかし、朱牙のほうは自分を煩わせていた厄介ごとの説明など長々とするつもりはないらしい。話はあとだと、餓えたように求められて、青華もまた待ちわびていた行為を拒否することなどできなかった。

「んっ……」

　素直にうなずいて、自分も欲しいと精悍に日焼けした首を掻き寄せた。猛々しい体躯の下でしどけなく脚を開き、朱牙の指を取って奥へと導く。

　粘膜の繊細な襞をくすぐるように撫でまわされ、じんじんと肌が痺れて、引き攣つるみたいに内腿をおののかせた。

「はっ……あんっ！」

「久しぶりだから……まだ、固いな」

　慣らさなければ無理だと、朱牙は冷静に呟く。焦ったように欲しがるわりには、意外なほど慎重で、ひとつになることだけよりも、青華に触れて甘く泣かせることを楽しんでいるようにも見える。

「早く、欲しい」

　焦らさないでと待ちきれずにせがんだのは、青華のほうだった。

「せかすな。傷つけたくはない」

　潤みきった声音で煽る青華に、朱牙はまだだと苦笑する。

　けれど、悶える青華をいじめるわけではなく、甘く香る香油をまとった長い指で丁寧に粘膜を開かせ、ゆっくりと入ってくる。

「あぁっ！　朱牙……っ」

「まだ締めつけるな……」

「無理っ……。あっ、いいっ……朱牙ぁ、あんっ、あぁっ！」

　悦くて堪らないと、あられもなく腰を揺すった。朱牙の背中を抱きしめながら、待ち焦がれていた感触に甘ったるく喘いだ。

　朱牙が、中に触れている。自分を求めてくれる。これが、欲しかった。長かった一人の夜、与えられないものに何度、密かに泣いただろう。

「焦るな。……もっと悦くしてやるから」

　聞き分けのない青華に、仕方ないなと笑いながら、朱牙は頬を伝い落ちる涙を口づけで拭い、瞼や額にもキスを降り注ぐ。

　その間にも器用な指は淫らに蠢動する奥をまさぐって、青華の弱みをやわらかく掻き乱す。

「あんっ、あぁっ、あぁっ、あ……。朱牙ぁ……」

「なんだ？」

「朱牙のを……中に。ひとつになりたい……」

　指ではなく、朱牙の性器を入れてほしい。露骨な言葉で欲しがることも、今は恥ずかしくなかった。むしろ、青華は祈りのように敬虔けいけんに囁く。

「無理はするなよ」

　朱牙も、青華の直ちょく截さいな欲望を揶揄したりしなかった。真摯なまなざしで念を押して、膝に手をかけ、撓めるように体を押し開く。

　たぎった楔を押し当てられ、その熱と圧迫に悦びの涙がこぼれた。

「あ……これっ」

「いいか？」

「欲しかった。ずっと……」

「ああ。俺もだ」

　朱牙と逢えなくなって半月以上、一晩も忘れたことはない。ずっと餓えていたと告白した青華に、朱牙もまた同じだったのだと教えられた。

　硬く充実したそれを受け入れようと、息を吐く。緊張の解けたそこを、じりじりと灼しゃく熱ねつの楔に侵された。

「あぁっ、あぁ──っ、あぁぁ──っ、あぁっ……あ、あ、あ……」

　嬌声が止まらなかった。堪えなければという意識すら湧いてこない。感じるままに泣いて、甘い声を上げた。

「気持ちいいのか？」

「いい、いいっ……朱牙ぁっ！」

　両脚を大きく開かれながら、狂おしく揺さぶられた。灼けつきそうなほど中を擦られて、なまめいた水音が絶え間なく聞こえてくる。

「もっとしがみつけ。青華……」

「あ、あぁ──っ！　……はんっ、あ、あ……っ」

　抱きしめられると、熱いものでさらにいっぱいに奥を突かれ、満たされた。目の前が真っ白に光って、知らないうちに脚の間を濡らしていた。

　とろとろと肌を伝うむず痒い感触までが恐ろしく過敏になった青華の性感を刺激して、艶あでやかに身悶え、広い背中に爪つめ痕あとを残す。

「いったのか？」

「いやぁ──っ！　放したらっ、嫌……っ」

　抜かないでと、離れそうな肩を必死に掻き寄せた。

　朱牙は、甘やかすような仕草でぐずぐずに蕩けた青華の肢体を抱き取って、やさしく揺らしてくれる。

「このままずっと抱いていてやる。放さない。青華……」

　手放したりするものかと、耳に直接囁いた唇がきゅっと耳じ朶だを噛む。

　その淫靡な刺激にびくんと震え、青華は締めつけるように蠢動する内壁で、まだ萎なえない朱牙の屹立を貪欲に吸い続けた。

「はっ、あぁっ、いいっ……朱牙の、熱い……」

「こうして、おまえを抱きたかった……」

「朱牙……」

　朱牙の激情がうれしい。心を偽ることも忘れ去り、青華は至福に微笑んだ。

　初めて見せる無防備な表情にそそられたように、朱牙の抽送が速まっていく。ぶつかり合う肌が、熱く濡れていく。

「あ──っ！　朱牙っ、朱牙……いくっ！」

「中に、出すぞ」

「んっ、ん──っ……きて。朱牙……っ」

　突き刺すみたいに深々と挿入され、再び欲情を撒まき散らしたせつな、青華の体の奥で昂たかぶりきった朱牙の熱が弾はじけた。

　動きを止めないまま、注ぎ込まれる。熱いもので溶けていく。ひとつに混じり合う。

　荒い息を吐き、掻き寄せてくる腕を夢中で抱きしめ返して、啄んでくる熱っぽい口づけを、青華はうっとりと受け止めた。
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「あっ……」

　いつまでも火照りの引かない背中に密着した朱牙が微かに身じろぐ気配に、青華は掠れた悲鳴を洩らす。

「まだ……奥がひくひくしているな」

「恥ずかしい……」

　どちらも離れがたく、果てても繋がり合ったままの部分が、余韻というにはあまりにもなまめかしく蠢くのを朱牙に教えられ、うなじまで赤く染め上がった。

　情熱的な朱牙の腕の中で、意識も飛ばすほど数えきれない絶頂をきわめて、手足まですっかり萎えきっている。

　もういいかげんに放さないといけないことはわかっているのに、「抜かないで……」とぐずぐず引き延ばしているのは、青華のわがままだった。

「いいから、ほら……凭れていろ」

「……あんっ！　あ……」

　後ろから引き寄せられて、中にいる朱牙を感じれば、また小さな歓喜が青華の中で弾ける。

　きりがない。あさましいような青華の欲深さを、朱牙は少しも責めようとはしなかった。かえって、喜んでくれているのかもしれない。

「どこか、痛くないか？」

「平気だ……。朱牙……」

　快楽だけに溺れ込む狂おしい時間がすぎても、青華はもう朱牙への想いを偽ることができなかった。朱牙もまた、それを当然のように受け止め、甘やかしてくれる。

　穏やかにやさしい、そのくせ淫靡なものも消えない朱牙の指先に与えられる愛撫が、堪らなく気持ちいい。乱れた髪を丁寧に梳いてくれる指を取り、青華は唇に当ててそっと噛んだ。

「眠ると、おまえの夢ばかり見た。夢の中で、おまえが泣いていた」

「夢では……ない」

　抱きしめながら、青華のことがいつも心配だったのだと囁かれ、泣き腫はらした瞼がまたじんわりと濡れてくる。

　泣いていた。朱牙に逢いたくて。正直に答える青華を、朱牙はわびるみたいに細やかな仕草で強く両腕に抱え込んだ。

「ああ。つらい想いをさせた……」

　うなじに這わされる唇が熱くて、まるで力の入らない手足をいっそう溶かされていく。

「王宮で、何があった？」

　餓えたような朱牙に時も忘れるほどさんざん抱かれて、訊きそびれていたことを、ようやく確かめた。

　一瞬、朱牙は迷うように口を閉ざした。

　青華は、とらわれの身の罪人だ。まして、十年前にとっくに死んだことになっている。今さら中つ国の内情を聞かせるかどうか、ためらったのかもしれない。

「楼ろう藍らんとの国境に不穏な動きがあると報告が入って、密偵に探らせていた。……戦になるかもしれない」

　しかし、朱牙は覚悟を決めたように青華に事態を打ち明けた。

「楼藍と？」

　中つ国は、隣国の楼藍とは北の山岳地帯を挟んで長らく友好を結んできた。けれど、必ずしも楼藍に二心がないと言えないことは、青華もよく知っている。

「ああ。楼藍の大たい錬れん王おうは、野心家で油断のならない男だ。十年前の反乱も、あの男が裏で十三家を操っていた。楼藍の目的は、この中つ国だ」

「大錬王……」

　青華が大錬王に会ったのも、朱牙への反乱を起こした十年前が最後だった。漆黒の髭ひげをたくわえた狼おおかみのように獰猛な王のおもてを思い出し、暗あん鬱うつな表情でその名を呟いた。

　もし、大錬の思惑どおりに反乱が成功していたら、青華は楼藍に大きな借りを作ることになっていただろう。

　その見返りに大錬が何を望もうとするか、容易に想像がついて、ぞくりと薄い肩をおののかせた。

　とたんに、背後から朱牙の温かい懐深く抱え込まれ、尖とがった肩先に熱をおびた唇を押し当てられる。

「心配するな。おまえは俺が守る」

「朱牙……？」

　十年前は、朱牙はたった六歳の子供だった。大錬の青華への歪んだ欲望に、朱牙が気づいていたとは思えない。

　それとも、何かはわからなくとも、青華の身を案じてくれていたのだろうかと、胸元にきつくまわされた腕をぎゅっと抱きしめた。

「聖王家の青い血を持つおまえが生きていると知れば、大錬は必ずおまえを利用しようとする。十年前と同じように……」

「わたしは……あ、くっ！」

　二度と、朱牙に反逆をくわだてたりしない。そう言いたくて、繋がれた体で無理やり振り返ろうとして、爛れきった内部を自分から擦り、せつない悲鳴が上がる。

　あっさり抱き止めた朱牙に、「無茶をするな」とたしなめられて、静かに楔を抜き取られた。

「あっ……！」

　去っていく熱が淋しいと訴える青華を、やさしい手つきで後ろへ向かせ、向かい合った格好で広い胸に抱き寄せられる。

　もう、幼かった少年ではない。十年経って、朱牙は青華が思っていたとおりの逞しく、怜悧れいりな青年になった。

　その腕の中で甘く青華を翻弄し、泣かせ、罪も弱さもすべてを包み込んでくれる。

　自分さえいなければ、朱牙はなんの憂いもなく中つ国の王として臣民に慕われ、君臨できたはずだった。

　でも、青華には、どうしても手放せない。朱牙を失って生きることなど、もう考えられない。

「本当は、王位など一度も望んではいなかったのだろう？」

「朱牙……？」

「おまえが望んでいたのは、俺に討たれることだけだ。そうだろう、兄上？」

「朱牙……っ」

　同じ父親を持つ弟への忌まわしい恋情ばかりではない。青い血を持つ自分は、この先、戦乱の火種にしかならない。中つ国にとっては、災いそのものだ。

　王太后に恨みを抱く十三家の一部の者たちに王位についてほしいと懇願された時、青華には自分自身を滅ぼす以外にどんなすべもなかった。

　戦いの中でどれだけの命が失われようと、国土が傷つこうと、青華が願っていたのは、ただ朱牙の幸せだけだ。

　幼い弟だけが、愛しかった。それがどれほど罪深いことか、わかっていても……。

「あの時、俺はわずか六歳の子供で、おまえを苦しみや不安から救ってやることさえできなかった」

「わたしの弱さだ」

　青華のために、なんの力にもなれなかったと悔やむ朱牙に、なめらかな胸に顔を埋めたまま、何もかも自分の欲望のせいだと反論した。

「違う。……おまえは強くて、誰よりも賢い。だがな、もう俺に甘えていいんだ。青い血の宿命も俺に預けて楽になれ」

「おまえに……預けて？」

　青華の血も運命も、すべてを受け止めるからと言い聞かされて、本当にそんなことができるのだろうかと、誠実な朱牙のおもてをぼんやりと見上げた。

「俺が中つ国の王だ。おまえは、俺に守られていればいい」

　朱牙は自信に満ちて請け合う。けれど、それはあまりにも自分にとって都合がよすぎて、青華には恐ろしかった。

「そんなことが……本当に許されるのか？」

　朱牙を裏切った自分は、罰を受けなければならない。どんな残酷な復讐も、受け入れるしかない。そう思っていたのに。

「そうだ。おまえはもう十分に苦しんだ。十年間も、この牢獄で、たった一人で……」

「朱牙……」

　もう、苦しまなくていい。強い口調で諭し、掻き抱いてくる朱牙の背中に、おずおずと両腕をまわす。

　あふれ出す涙を止めることさえできずに、青華は焦がれ続けた胸の中で子供のように泣きじゃくった。
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「夜明けか……？」

　広い寝台に上体だけを起こし、まだ暗い天窓をぼんやり見上げていた青華に、いつの間に目を覚ましたのか、朱牙が問いかけてくる。

　すぐ傍らから眠そうな視線だけを無防備に向けている弟に、青華は昔と変わらないやさしい笑みを返し、その剥むき出しの肩へと絹の夜具をかけてやる。

「明るくなるまでには、まだ少し時間がある。ゆっくり休め……」

　半月あまりも音おと沙さ汰たのなかった朱牙が、王宮で楼藍の情勢にどれほど神経を尖らせ、緊張を強いられてきたかは、たやすく想像がついた。

　少しでも眠ってほしいと気遣っているのに、熱い掌は強引に青華の腕を取って、なめらかな裸の胸に抱き寄せようとする。

　待ち焦がれた逢瀬おうせの狂おしい情熱からいくらか醒めかけた白い頬に、青華は困ったように苦笑を浮かべた。

「朱牙……」

「嫌なのか？」

　強く抗うわけではなくとも、やんわりと体を離そうとする青華の仕草に、ここで抱き合うようになってからも長く強情に拒まれ続けてきた朱牙は、また逆らうのかと気を悪くしたみたいに精悍な眉を顰める。

「そうではない。だが……おまえは楼藍のことで、ろくに眠っていないはずだ。少しは眠らないと体に毒だ」

「二、三日眠らなくてもどうということはない。おまえと違って、体力だけは自信がある」

「朱牙……」

　体を繋いでいなければ不安を掻き立てられるほど、朱牙を傷つけてしまったのは、きっと自分の曖昧な態度のせいだと、青華は溜め息をついた。

　どんなに愛していても、裏腹な言葉しか口にできなかった。そのくせ、朱牙の腕に抱かれれば、体はあさましく濡れて歓喜する。

　男が欲しいだけの淫乱なのかと、朱牙に疑われても仕方がない。でも、朱牙以外の男に汚されるぐらいなら、死んだほうがましだった。

　素直にならなければいけないのは、自分のほうだ。どれだけ偽ったところで、朱牙に抱かれたいと求める心も体も取り繕うことなどできないのだから。

　朱牙の秀でた額に自分のそれを合わせ、青華はかつて幼かった彼にしたようになだめる口づけを落とす。

「おまえには……俺がいつまでも六つの子供に見えるのかな」

　ひがんだような呟きを洩らされて、また誤解させてしまったのかと伏せた睫を震わせた。

「馬鹿……。六つの子供と、こんなことはしないだろう？」

　あの頃とは、お互いに確かに変わってしまった。それを自分自身にも確認させるように、朱牙の手を取り、あられもなく潤んだままの脚の間へと導いてやる。

「はっ……あんっ！」

　自分のものだと教え込むように無遠慮にまさぐってくる指で奥を開かれ、甘い泣き声が唇を衝いた。

　そこで動かされると、くちゅくちゅとなまめかしい水音が立つ。恥じ入るように頬を染めても、慣らされた襞は勝手に男の指を締めつける。

「まだ、熱いのに……。我慢できるのか？」

「おまえが……意地の悪いことをしなければ」

　欲しいんだろうと揶揄する瞳には、けれど欲深い青華を甘やかすみたいなやさしさが滲む。

　朱牙のために我慢しなければと、流されそうな自分に言い聞かせる青華の胸を、その色が掻き乱した。

「そんなふうに言われると、いじめたくなる」

「朱牙……」

「やっぱり、眠るよりもおまえを抱きたい」

　どうでも抱きたいと言い張る朱牙は、もう青華の気持ちを疑っているわけではないのだろう。

　欲しい、欲しいと、彼の指をしゃぶってしまう直截な欲情を、隠しきれるはずもなかった。煽っているのは、求めているのは自分だと観念した。

「わかったから……おまえは、動くな」

　いくら若く、体力があるといっても、疲れているとわかっている朱牙に、せめて負担をかけたくない。

　自分のものよりずっと逞しい肩を夜具の上に押し留めて、青華は体の位置をずらし、もう硬くなりかけている屹立を細い指で扱き、従順に唇で育てた。

　強制されて受け入れることはあっても、青華が自分から望んで朱牙の性器を銜くわえ込んだことなどない。

　大胆に求める唇と献身的な指にその身を任せて、朱牙は満足そうに目を細め、乱れ落ちてくる豊かな黒髪を何度も丁寧に掻き上げた。

「青華……。もう、いい」

　瞬く間に硬く張りつめた屹立は、青華の喉を苦しいほど圧迫する。来いと急いたように腕を伸ばされて、引き寄せられるまま男の上になった。

　それも、初めてではなかったけれど。ただ朱牙への愛しさばかりが込み上げて、あれほど恐れ、嫌がった羞恥さえ消えていた。

　猛々しい剛直を自ら濡れそぼった入り口へあてがって、ゆっくりとそれを味わうみたいに腰を落としていく。

「あっ……は、あぁ──っ……」

「つらくないか？」

　押し出されるようにせつない泣き声を上げると、反対に朱牙が心配そうに顔色を窺う。快楽に溶けたその金色の瞳へ、青華はうっとりと微笑んだ。

「ない……。気持ちいい、朱牙ぁ。おまえの……熱い」

　深々と男の性器を受け入れながら、淫蕩にしなやかな腰を揺らした。

　もう怖くはないし、恥ずかしくもなかった。愛しい男を自分の中に包み込んで、悦楽を分かち合えることが堪らなくうれしい。

「はっ、は……あぁっ、あ、あ……朱牙っ！」

　タイミングを計ったように下から大きく突き上げられて、激しく身を仰のけ反ぞらして甘美な痺れにわなないた。

「あぁ──っ！　はっ、あぁっ……」

「いいのか？」

「んっ……いいっ！　朱牙……」

　弾むみたいに下肢が蠢く。限界まで膨れ上がった楔に絡みついて締めつけ、自分でも抑制できないほど複雑に内壁が顫動せんどうする。

「青華……中に、出すぞ」

　淫靡な刺激に耐えきれなかったように朱牙に念を押され、がくがくとうなずいた。

「んっ……は、あぁぁ──っ！　あ──っ……朱牙っ！」

　熱い精液が注ぎ込まれてくる。びくびくと内側から竦み上がって、それを蕩けた襞で啜る。

　全部、欲しい。一滴もこぼしたくない。自分の際限のない貪欲さがどこからくるのか、青華にもわからなかった。

　無我夢中で汗ばんだ腕にしがみつき、力を失ってくずおれていく肢体を、朱牙は狂おしく掻き寄せ、荒く鼓動する胸に抱きしめる。

「放したくない……」

「わたしも……」

　瞼に落ちてくる熱い囁きに、伸び上がるようにして答えながら、箍が外れたみたいに甘い唇を求めて吸った。

　離れられずに抱き合い、余韻に火照る互いの肌をまさぐり合う。そうして、しばらくは言葉もなく身の内の埋うずみ火びを追い求めた。

　冷えていく体とともにいくらか正気に返って、今さらのように疲れさせてしまったのではないかと、青華は胸元からこっそり朱牙のおもてを窺った。

　うれしそうな視線と目が合って、心臓がどきんと音を立てる。自分の痴態を思い出すと、頬が赤く染まる。

「楼藍との戦に紛れて、おまえを後宮に迎える」

「朱牙……そんなことがっ」

　思いがけない囁きに、一瞬で蒼白になった。いくら朱牙でもできるわけがないと、頭をもたげて反論する。

「桐生が手伝ってくれる」

「桐生……？」

「ああ。おまえを桐生の妹、花山家の姫として後宮に入れる」

　どういう意味かと訊き返した青華に、朱牙は桐生から花山家の名前を借りるのだと説明した。

　確かに、十三家の娘ならば、朱牙の側室に入ったところでなんの問題もないだろう。けれど、男である青華が周囲をずっとだましとおせるとは思えないし、王宮には自分の顔を覚えている人間も大勢いるはずだ。

「無理だ。すぐに気づかれる……。わたしが何者か知れれば、いくらおまえが王でも……」

　実の兄と交じわり合うなど人の道にはずれた大罪だ。国を揺るがす醜聞になるだろう。

　ましてや、朱牙に逆らって自分をここから救い出すと言った桐生に、どういった思惑があるかは計り知れない。

　朱牙にそんな危険を冒させるわけにはいかないと、青華は激しく拒絶した。

「無理かどうか、やってみなければわかるまい」

「朱牙……」

「ここに通ったところで、いつかは人の口に上る」

　朱牙の声音は淡々としたものだったけれど、青華はさっとおもてを強張らせた。

「まさか……、王太后様にわたしとのことが……？」

「疑われているだろう。こうも頻繁に王宮を抜け出せば……」

　王太后にとって、朱牙は自分の息子であり、大切な権力の象徴だ。その朱牙を追いつめるようなことは決してなくても、果ての塔へ刺客を送り込み、青華を排除しようとするのは明らかだった。

　朱牙の双眸は、欠片の迷いもなく青華を見つめる。

「恐れるな」

　静かに諭されて、首を小さく横へ揺らした。自分が殺されることなら、恐れたりはしない。けれど……。

「わたしは、怖い……。わたしが生きていることが、おまえを破滅させる」

「言ったはずだ。二度と……俺を置いていくなど許さない」

　朱牙を窮地に立たせるぐらいなら、青華は自ら死を選ぶだろう。しかし、そんなことは絶対に許さないと、熱い腕が頼りなく震える背中を掻き抱いた。

「怖い。……こんなことは、罪だ。決して許されない」

　熱っぽく包み込まれた胸の中でも、四肢が凍りつきそうに冷たい。いつまでも、こんな時間が続くはずはないと知っていたのに、罪深い欲で少しでも長く夢を見たいと願ってしまう。

「天罰なら、俺が受ける。だから、おまえは案じるな」

「嫌だっ！　おまえが罰を受けるなら、わたしもいっしょに……」

　青華が朱牙を守りたいと思うように、彼もまたすべてと引き換えにしても青華を守ろうとするだろう。

　でも、朱牙を犠牲にだけはしたくない。不安に駆られた体は、無意識に広い肩にしがみつく。それが、朱牙をかえって追いつめるかもしれないのに、自制が利かない。

「青華、心配するな。きっと上手くいく……」

　甘い口づけに大丈夫だからとあやされて、男の腕の中で祈るように目を閉じた。

　塔を駆け上ってくる足音が耳に届いて、青華ははっと指先を緊張させる。引き離されるのではないかと怯えたように背中に食い入る細い指に、朱牙は慈しむように淡い笑みを浮かべた。

「陛下……。おいでですか？」

「桐生か。どうした？」

　遠慮がちに聞こえてきた桐生の声に、朱牙は青華を抱いたまま落ち着き払って返事をする。

「王宮からの使いの者が……。楼藍が兵を国境に集めていると」

「十三家を招集しろ。すぐに参る」

「はっ！」

　きな臭い知らせに、さすがに朱牙の表情も一変した。それでも、ある程度は予想していたのか、うろたえることもなく冷静に指示を出す。

　寝乱れた青華の姿を見るつもりはなかったのだろう。桐生は頭を垂れたまま承知して、すぐさま踵きびすを返し、牢を出ていった。

「朱牙……」

「何も心配しなくていい。今宵、また……」

　半月あまりも青華を不安にさせたまま放置してしまったことを、後悔しているのだろう。慌しく寝台から体を起こしながらも、こんな時なのに、朱牙は今夜も逢いにくると囁く。

　しばらく逢えないぐらいで、もう絶望したりしないからと、青華は首を左右に揺らした。禁忌を恐れずに自分を抱いてくれた朱牙の想いを、二度と疑わない。

「無理をするな」

「青華。……愛している」

　復讐を口実にして、兄である青華を犯した。朱牙の口から、初めて彼の真実を聞かされて、恐れよりも喜びばかりが込み上げてくる。

「わたしも……」

　愛していると迷いもなく答えて、青華は精悍な長身を固く掻き抱いた。
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　侍女たちに手伝われて湯浴みをして、艶やかな黒髪を梳かれる。香油を塗ってもらった肌に、新しい夜着をまとった。

　青華の支度を整えると、侍女たちは燭台に火を点し、深々と頭を下げて、足音さえ潜めるように牢を出ていく。

　着替えの間は席をはずしていた桐生が、彼女たちと入れ違いに戻ってきた。

「青華様……。今宵は、朱牙王はおいでになれないと……」

「……そうか」

　いくら朱牙がここへ来たくても、中つ国の存亡にかかわる状況もまわりも、それを許してはくれないだろう。桐生に知らされるまでもなく、青華にも予想はできていた。

　それにしても、楼藍との関係はよほど緊迫しているらしい。あるいは、朱牙自身が軍を率いて国境近くまで赴く必要があるのかもしれない。

　そうすれば、また逢えない日々が続くことになる。

　わがままを言えるような場合ではない。自分はそういう立場でもない。けれど、こんな大事な時に、朱牙の力になることも、慰めることすらできない自分が歯痒くもある。

「楼藍との戦は……」

　桐生にそれを確かめることも憚られたものの、どんな様子なのかと問わずにはいられなかった。もちろん、自分が政治向きのことに口出しできるわけもないけれど。

「青華様、大錬王にお会いください……」

「桐生？」

　桐生の話に、青華はまさかと目を瞠った。今まさに戦が始まるかもしれない敵国の王に会えというのは、中つ国、いや朱牙への裏切りにほかならない。

　しかし、青華に懇願する桐生のまなざしは、ためらいも迷いもなく真剣だった。

「大錬王には決して、中つ国への野心などありません。このたびの出兵はすべて、青い血を引く正統な王位継承者である青華様をお救いするためのもの……。青華様に中つ国の王位におつきいただくことこそが、我ら十三家の望みなのです」

　桐生の言うことは、わからないではない。中つ国を王太后と朱牙から青華が奪おうとするならば、戦力の不足を補うために、楼藍の力を引き入れるのはひとつの手段だった。

　十年前、青華が幼い朱牙への反乱を起こした時にも、その裏に大錬のたくらみがあったことは、桐生とて知っているだろう。今の大錬に中つ国への野心がないなどとは、青華にはとても考えられない。

「十三家は、また大錬王と内通しているのか？　十年前の反乱の時のように……」

　性懲りもないと、青華は内心の溜め息を押し殺した。

　楼藍の兵力を引き入れる危険を、十三家がわかっていないはずはない。大錬は、彼らに簡単に利用されるほど甘い男ではなかった。

「我らはこの十年、王太后の横暴を耐え忍んで参りました……」

「しかし……、朱牙が成人した今、かつてのように王太后も政治に口は挟めないはず……」

　誇り高い十三家の者たちにとって、金崙王の娘である王太后に中つ国を我が物顔に統治されることが、どれほどの屈辱かは、青華にも理解できた。

　けれども、朱牙は、王太后の息子であると同時に先代王のれっきとした王子だ。しかも、王の遺言によって王位を譲られた以上、誰であろうと朱牙に逆らう理由はなかった。

　王太后ではなく朱牙に従えばいいとたしなめる青華に、桐生は険しい顔つきで頭を横へ振る。

「あの方が大人しく後宮に納まっておられるはずはありません。王も……母上には甘い。このままでは中つ国は王太后に滅ぼされてしまいます。……青華殿下！」

「わたしには、もはやなんの力もない。朱牙を中つ国の王と定められた亡き父上のご遺志に従うまで……」

　この上、自分が朱牙と争えば、中つ国を内側から滅ぼすことにもなりかねない。もとより、青華に愛する弟を失脚させる意思などないと、静かに拒んだ。

「聖王家の青い血が絶えてもよいとおっしゃるのですか？　亡き陛下は王太后の意のままに青華様の弟君である朱牙様に王位を譲られた。そのために、中つ国の民は十年も王太后一派の圧政に喘いできました」

「これからは、朱牙が……よき王になるだろう」

　いくら朱牙に政治的な才覚があるとしても、長く捻じ曲げられてきたものをそう簡単には正せないかもしれない。

　何より、朱牙はつい先日成人したばかりだ。国を変えていくには、時間とまわりの協力が必要だと、青華は桐生を見つめ返した。

「実の兄であるあなたを慰みに弄ぶような方を、信用なさるのですか？」

「……桐生。それは……」

　朱牙の思慕を利用して快楽に溺れていたのは自分のほうだとは、桐生には口が裂けても打ち明けられない。

　朱牙は決して、自分を慰みにも、弄びもしなかった。ありったけの真摯な情熱で愛してくれた。だとしても、それが許されない禁忌であることは、桐生から非難されるまでもない。

「王は……あなたに流れる青い血が欲しいのです。だから、あなたを……。王宮に迎えられるとおっしゃっても、あなたを後宮に閉じ込め、ただ自分のものになさるおつもりです」

　朱牙の想いを、青い血への執着としか思えない桐生に、何を言っても理解してはもらえないだろう。もとより、どんな理由をつけたところで、他人の理解を得られる関係ではない。

　けれど、それだけ朱牙を王と認めたくないのならば、なぜ自分を後宮へ送り込むたくらみに手を貸すのかと、青華は細い首を傾げた。

「おまえは、朱牙のくわだてに手を貸すことを承諾したのだろう？　わたしを自分の妹と偽って後宮に送り込むと……」

「王の手助けを申し出たのは、あなたをこの果ての塔から解き放つためです。後宮に移られれば、大錬王の密使を引き合わせることも可能になります」

　果ての塔にいる限り、青華に自由はない。朱牙の愛情がどれほど誠実なものであれ、青華にはここで彼を待つことしか許されていなかった。

　愛する男に束縛され、独占されていることは、青華にとってむしろ喜びでさえあったのだけれど。

　逆に朱牙に近い後宮に移ったほうが、自分の意思で動くことができるというのは、確かに桐生の言うとおりだろう。

　ただ、王宮で大錬王の使者に引き合わせるという桐生の言葉に、青華は形のいい眉を顰めた。

「王宮の中に、楼藍の密使が？」

　もしも、一触即発の状態にある楼藍の密使を王宮内まで手引きできるというのなら、よほど朱牙への裏切りが内部で進行しているということだろう。

　青華の問いには、喋しゃべりすぎたことを後悔するように、桐生は用心深く口を閉ざした。そのまなざしは、まっすぐに青華の決意を希求する。

「どうか、王の甘言に惑わされませんように。お心をお決めください。あなた様は、青い血を引く唯一の聖王家の嫡子。中つ国の最後の希望なのです」

　青華がどれほど拒んだところで、自分の本心とは無関係なところで運命は決められていく。十年前もそうだったと、苦々しく回想した。

　自分が滅びなければ、朱牙の幸福はない。もうずっと昔から覚悟していたことだった。

「……わかった。後宮に入る」

　自分が再び裏切るなどと、朱牙は考えもしないだろう。燭台の炎に、禍まが々まがしいほど冷たく冴えた青い双眸を細め、青華は桐生の求めにゆっくりとうなずいた。
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「一週間後、俺は軍を率いて国境の烏からす城じょうへと向かう」

　寝台に胡坐あぐらを組んで座り、真紅の長衣を分厚い肩にしどけなく羽織った朱牙は、胸に抱いた青華の髪を撫でながら囁いた。

　青華もまた、激しい情交のあとの余韻に火照った肌に、白絹の夜着を袖も通さずにかけたままだった。

　都で戦の準備に明け暮れている朱牙が半月ぶりに果ての塔を訪れたのは、すでに明け方に近い時間だった。

　久々の逢瀬も忙せわしなくて、どこかもの足りないように熱い身の内がじくじくと疼く。

　けれど、さらなる淫らな行為へと誘うことすら忘れて、青華は暗いものを隠せない朱牙のおもてを案じるように見上げた。

「いよいよ戦に……？」

　軍を動かせば、中つ国も楼藍もあとには退ひけなくなる。国境での小競り合い程度なら、わざわざ王自らが出陣する必要もないはずだった。

　戦になれば、若い王が静観してはいられないだろうとは思っても、青華も、ここまで早く朱牙が動くとは予想していなかった。

　もっとも、それは楼藍の大錬王とて同じことだろう。敵の裏をかくことになるか、それとも罠わなに飛び込むだけとなるかは、青華にもまだ判断はつかない。

「大錬王に使者を送っているが、いまだに返事はない。小競り合いですめばいいが、兵を出せば長期戦になるかもしれない」

　朱牙は最後まで、戦を避けるための努力もしているらしい。しかし、十三家を陰で操っている大錬が、この機を逃すとも思えない。

　成人した朱牙が王宮内で力をつける前に、金崙王に繋がる王太后ともども一気に叩いてしまいたいというのが、大錬の腹だろう。

「朱牙……、気をつけて」

　戦場では、何が起こるかわからない。まして、内部に裏切り者を抱えている朱牙は、楼藍と戦いながら、味方にさえ気を許せない。

　互いの気持ちを確かめ合って以来、すっかり素直になって、失いたくないとすがりつくようにその背中を掻き抱く青華に、朱牙は恐れ気もなく穏やかな笑みを返した。

「ああ。下手をすれば、味方に寝首を掻かれることにもなりかねないからな」

「朱牙……」

　わざと言葉にしなかった不安をあっさりと口にする朱牙に、青華は濡れた瞳を困惑に揺らす。

「大錬王が裏で十三家を焚たきつけているのだろう。金崙王の娘である母も、その血を引く俺も、商人上がりの下賎な生まれと、彼らにはとことん蔑まれているからな」

「わかっていて、どうして……？」

　大錬のたくらみを知っているならなおさら、自分の身の安全を確かめてから戦場に赴くべきだろうと咎めると、朱牙はいたわるような手つきで、青ざめた青華の頬へ乱れ落ちる黒髪をやさしく梳き上げた。

「彼らを納得させるには、俺が王としての力を示すしかない。この遠征はひとつの賭かけだ」

「危険すぎる」

　自分の王としての才覚を試されているのだからと答える朱牙に、だからといって命まで危険に曝すのかと青華は反論する。

　十年前に死んだはずの亡霊でしかない今の青華には、表立って朱牙を守ることなどできはしない。それが、歯痒い。

「このぐらいの危険、切り抜けられないような男なら、おまえを永遠に守ることなどできはしない」

　弟を敵から守ることしか考えられない自分に、朱牙は彼のほうこそ青華を守りたいのだと言い返した。

「わたしのため……なのか？」

　朱牙が楼藍と戦おうとするのも、十三家に自分を認めさせようとするのも、すべては自分を守るためなのかと、今いま頃ごろ気づいて、愕がく然ぜんとした。

　朱牙と再会してから、この牢獄に閉じ込められ、抱かれ続けた間もずっと、自分は守られていたのだとやっとわかった。小さく幼くて、いつも自分が世話を焼いていた弟に……。

「自惚うぬぼれておけ。俺が命を懸けるのは、たった一人の兄のためだ」

　国のためでも、臣民のためでも、ましてや母親のためでもない。青華のためだけに戦うのだと言われて、自惚れるよりも気後れする。

「どうして……？　わたしは、おまえに何も返せない。おまえの世継ぎを産むことさえ……」

　自分にはなんの価値もない。朱牙の邪魔にしかならないと呟いた青華に、彼は押し潜めた声で低く笑う。

「俺の世継ぎを、産んでくれるつもりか？」

「それが……叶うことなら……」

　朱牙の妻になれる女が、妬ねたましかった。自分には、朱牙に与えられるものなど何もない。どれだけ想いを込めて抱き合ったところで、罪深いばかりの行為は何も生みはしない。

「おまえの口から、そんな言葉が聞けるとは思わなかった」

「朱牙……。わたしはっ……」

　どこか驚いているみたいに耳元で呟かれて、本心だからと広くなめらかな胸に顔を埋めて訴えた。とたんに、激しく抱き竦められ、仰向かされた唇を噛みつくみたいに荒々しいキスが奪った。

　貪るように口腔を掻きまわされ、満たしきれなかった体の芯にせつない火が点る。瞬く間に潤んでいく瞳に、熱を孕んだ男のおもてが映った。

「この体と心以上のものなど、俺は望まない」

「わたしの……体と心？」

　青華だけでいい。ほかに何もいらないと、狂おしい声音で掻き口説かれて、彼にはわからないのかとぼんやり問いかけた。

「ああ」

「この命は、とっくにおまえのものだ。十年前からずっと……」

　十年前、朱牙に与えた。だから、今の自分は自分のものでさえない。体も心も、最初からすべて朱牙のものだと答えた青華を、疑り深いまなざしが覗き込んでくる。

「初めて聞いたぞ。おまえは、肝心なことさえ俺に打ち明けてくれない。俺は、六歳の子供より頼りにならないか？」

　子供扱いして何も言わないからわかるはずもないと、拗ねた顔で恨み言を言われて、青華は誤解だと、うろたえながら長い睫を伏せた。

「違う……。わたしは、臆おく病びょう者ものなのだ。いつだって、伝えることに怯えてしまう」

　自分の執着の深さを、朱牙に知られるのが怖かった。愛しい者を罪に堕としても、欲しいと望んでしまう気持ちを恐れていた。でも、ずっと……。

「俺が、好きだろう？」

　本当に言いたかったことを、朱牙に先を越されて確かめられ、微笑みかけてくる自信に満ちた表情に陶然と見惚れてしまう。

　こんなふうに訊かれたら、ごまかせるはずもなく、魔法にかけられたみたいに唇は勝手に動いた。

「……好き」

「伝えることなど、それだけでいい」

　言いわけなど必要ないから、一番欲しかった言葉を聞かせてほしい。間近から見つめる瞳にそう言い聞かされて、頑なだった心の奥まで溶けていく。

「朱牙……」

「なんだ？」

　けれど、禁忌への不安は朱牙が自分の弟である限り消えない。こんなに幸せでいいのだろうかと口にしかけた危き惧ぐを、青華は胸の中に呑み込んだ。

「……好き。好きだ」

　代わりに、朱牙が望む言葉だけを繰り返し囁きながら、彼の唇を自分のそれでなぞり、何度も甘く啄む。

　うれしくて、胸が痛い。心臓が潰つぶれそうだった。

「青華……。三日後に、ここへ迎えをよこす」

「あ……。後宮へ？」

　青華を果ての塔に閉じ込めたまま、忙しくなれば半月も会いに来られなかったことが、朱牙はよほど不満だったらしい。

　もう一日も待てないと言いたそうな勢いで念を押されて、青華はやはり戸惑うように訊き返した。

「俺が出陣する前に、おまえを後宮に迎えたい」

　今、後宮に入ったところで、戦に出ていく朱牙とはすれ違いになってしまう。けれども、朱牙は青華を牢獄に閉じ込めておくことこそが耐えきれないのだろう。

　ここにいては、王太后の刺客しかくの手にかかるのではないかと、案じているのかもしれない。

　素直に側にいたいとは言えなくて、青華はまた返事をためらった。

「手はずはすべて、俺と桐生で調えている。おまえは、ただ桐生の指示どおりに後宮へ入ればいい。……怖いか？」

　青華の心の中まで見透かしているように、怖いのだろうと見下ろされて、今度は正直に首を縦に振った。

「罪を犯す。神と国民を欺いて……」

　牢の中にいれば、朱牙に無理やり抱かれていると言いわけもできるだろう。でも、彼の手を取り、その側へ行くのは青華の意思だ。自分から手を伸ばしてしまえば、もうどこへも逃げることはできない。

　怖くないはずはない。罪の重さは、よくわかっている。それでも……。

「おまえを永遠に俺のものにできるなら、俺は神だろうが悪魔だろうが欺きとおしてみせる」

　欲しいものを欲しいということに迷いもしない朱牙が、うらやましい。そんな彼だから、惹ひかれずにいられなかった。ずっと昔から……。

「無理を言うのは、子供の頃と変わらないな……」

　困ったように呟いた青華の目からこぼれ落ちる涙を見て、強引だった朱牙が初めてわずかに動揺した。

「泣くな」

「許してくれ……」

「許しを請うのは、俺のほうだろう？」

　無理やり青華を犯したのは自分だと、一人で罪を背負おうとする朱牙に、違うと激しく左右に首を揺らした。

「弟を愛した、わたしの罪だ」

　愛しくて、彼が欲しくて……。我慢できずに奪ってしまった。朱牙に乱暴なまねをさせてしまったのも自分のせいだと、罪を告白した。

　身を乗りだしたはずみに、肩にまとった白い夜着がさらりとすべり落ち、いくつもの罪の印を刻まれた淫らな肌があらわになる。

「俺のために、罪人になれ」

　その肌へ誓約するように、朱牙は唇で触れ、甘く狂おしく新たな所有の印を与えた。
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　中つ国の王宮が楼藍との戦の準備に追われる混乱の中、青華は予定どおり、花山家の息女として女官姿に身をやつして後宮に入った。

　鮮やかな朱色の漆に、金泥と螺鈿の細やかな装飾が施され、花山家の紋章である優雅な藤ふじに彩られた雅みやびな馬車に乗り、それをかりそめの兄となった桐生が騎馬で先導する。

　馬車が後宮の内門に入ると、艶つやめいた薄絹の帳とばりの奥や朱塗りの柱の影から、絡みついてくる無数の視線を感じた。

　朱牙王の新しい側室がどれほどの器量か見定めようという、物見高い女官や宦かん官がんたちだろう。

　この宮で生まれ育った青華にはわからないわけではなかったものの、やはり少し居心地が悪く、美々しく着付けられた女官の正装の裾すそを馬車の中でこっそり引っ張った。

　乱れひとつなく高く結い上げられた黒髪には鳳ほう凰おうの金冠。薄紅の内着に透きとおる薄桃の衣を重ね、さらに明るい緋色に金糸で藤を縫い取った上着を羽織った青華は、楚そ々そとした美女としか見えなかった。

　よもや、十年前に反乱を起こして亡くなった元王太子の面影を、そこに見つけられる者はいないだろう。

　それでも、用心のために薄いレースのヴェールを深々と被った。

　もともと、後宮に入った側室は、王と身のまわりの世話をするごくわずかの女官以外には素顔を見せないのが、中つ国のしきたりだ。顔を隠してくれるヴェールは、青華にとっても都合がよかった。

　幾重にも重なりながら、さらさらとなよやかに揺れる薄絹の裳も裾すそを引き、青華は桐生に手を取られて車を降りる。

　幼い頃をすごした後宮の様子は、少しも変わらないようだ。ヴェールの下から、その光景を懐かしみ目を細める。

　後宮には、正室の居所となる正殿、それに側室たちがいる東の塔と西の塔があり、青華は朱牙王の側室として東の塔に入ることになっていた。

「西の塔には、王の側室がいらっしゃるのですか？」

　東の塔へ向かう回廊を歩きながら、青華は翼を広げたように対称の位置にある西の塔を見上げて、桐生に問いかける。

　朱牙と抱き合うようになってからも、本人に向かって「側室はいるのか？」とは訊けなくて、青華は密かに気にしていた。

「いいえ。朱牙王が側室を迎えられるのは、紅こう華か様が初めてです」

　青華の質問に、桐生は丁寧に答える。

　紅華というのは、新たな側室となった青華の後宮での呼び名だった。慣れるまでは、名前にも女官の衣装にも違和感があるだろうけれど、ここにいる以上は仕方がない。

　朱牙が正室を娶めとったという話も、今まで聞かなかった。六歳で王位につきながら、朱牙がずっと独り身だったことを、青華は初めて知った。

　それがうれしくもあり、世継ぎのことを考えれば心配でもあって、複雑な気分になる。

　とりあえず、今は正殿で暮らしている王太后以外に、青華が気を遣うべき相手はいないことに、いくらかほっとした。

「わたしが随伴できるのは、ここまでです。あとは、この沙さ耶やがご案内いたします」

　東の塔の入り口に着くと、扉の前で白い内着に黄色い上着をまとった奥仕えの女官が待っていた。

　花山家の息女ということにはなっているけれど、実際、煌びやかな衣装や調度品など、青華の支度を調えてくれたのは朱牙だった。

　今日の入宮のために正装を選んでくれたのも朱牙で、青華に次々とあでやかな上着を試着させてみて、まるで楽しんでいるかのようだった。

　奥仕えの女官というのも、花山家ではなく朱牙が人選したのかもしれない。

「沙耶でございます」

　廊下に指をついて丁寧に頭を下げながら、沙耶はきびきびとした声音で挨あい拶さつした。

　青華を見上げてにっこりと微笑む瞳は、くりくりと丸く、利発そうな光をたたえている。身のこなしも軽く、少し武道の心得でもあるようだった。

「沙耶にはすべて言い含めております。ご安心ください」

　青華の耳元へ、桐生がこっそりと耳打ちする。

　自分が男であり、朱牙の兄であることも知っているのだなと目顔で念を押した青華に、ひっそりと笑みを返し、桐生は深緑の上着を翻して回廊を去っていった。

「どうぞ、紅華様……」

　沙耶が合図をすると、東の塔の扉が開く。

　この塔で育った青華だ。内部のことも隅々まで知っている。けれど、青華はそんな素振りなど欠片も見せず、大人しく沙耶の案内に従った。

　中庭に面した部屋は広く、絹の帳越しに明るい陽光が射し込んでくる。ほとんど光の届かない牢獄に長らく閉じ込められてきた青華は、その眩まぶしさに目を細めた。

　側室の部屋というには、ずいぶん落ち着いたしつらえだった。朱牙が揃そろえてくれた調度も上品で派手すぎない。

　黒い漆塗りの机や本を納めた棚の並んだ室内に、ふと懐かしさにとらわれた。かつて、第一王子として暮らしていた自分の部屋がここだったことまで、すぐに思い出した。

　わざわざこの部屋を選び、昔のままに調度を調えてくれたのは、朱牙以外にありえない。その心遣いがうれしく、胸が熱くなる。

　突然、廊下の向こうから鈴を鳴らしながら近づく先触れの足音が聞こえてきて、青華は驚いて振り返る。

　部屋の入り口で控えていた沙耶も、時ならぬ王の来訪を訝しむように、慌てて廊下へ駆けだしていく。

「紅華様っ……朱牙王が、お渡りになられます」

　ほどなく戻ってきた沙耶は、弾んだ声で青華に朱牙の訪れを告げた。

　青華自身、入宮したばかりだ。側室として王を部屋に迎える初夜の準備も、まだ何もできていなかった。

　第一、日も高い内から、王が入宮した側室の部屋を訪れるなどという話は聞いたこともない。

「青華っ……」

　けれど、前例などまるで気にしない王は、後宮の儀式を頭から無視して、さっさと部屋に入ってきてしまう。

　その腕に、待ちかねていたように荒々しく抱き取られて、青華は頬を染めた。

　朱牙の激情はうれしく胸をときめかせるけれど、こんなことが万一、王太后の耳に入ればどうなるかと、周囲を気にしながらしなやかに身を捩る。

「王……、その名前は」

「かまうものか。ここには俺たちと沙耶しかいない」

　朱牙の口ぶりでは、沙耶は青華がかつての王太子であることばかりか、弟と禁忌の恋に溺れていることまで承知しているらしい。

　だからといって、こんな姿を人に見られて平気なはずもなく、往生際悪く抗おうとする青華の腕を、朱牙はあっさりと縛めた。そして、視線だけを沙耶のほうに向ける。

「下がっていろ。誰も近づけるな」

「はい」

　朱牙の短い命令だけで、すべてを心得たように一礼して、沙耶は足音も立てず滑るように部屋を出ていく。

　この部屋での秘め事は彼女のおかげで守られそうだといくらかほっとして、青華は改めて、無作法で強引な男を呆あきれながら睨み上げた。

「側室との対面の儀式は夜だろう？」

「そんなに待っていられるかっ。……心配した」

　気が気ではなかったのだと、愛しげに頬を撫でながら囁かれて、自信たっぷりに見えていた朱牙の本心が伝わってくる。猛々しく掻き抱く腕の中で、青華はひっそりと微笑んだ。

「心配いらないと言ったのはおまえだろう？」

「おまえは怖がっていたくせに、ずいぶん落ち着き払っているな」

　不安だったのは、果ての塔を出て王宮に入るまでだった。ここに帰ってきてみれば、はっきりとわかる。この城は、青華の城だった。

　ここにいれば、まるで自分の一部を取り戻したような気持ちにさえなる。ましてや、朱牙が昔のままの部屋を自分に明け渡してくれたことを知れば、怯えさえ掻き消えた。

「おまえを信じている。この部屋も……。昔と同じだ」

「思い出せる限り、昔のとおりにしつらえたつもりだ。側室の部屋としては、あまり色気はないが……」

　不安がる青華のために、朱牙がどれほど心を砕いてくれたか、居心地のいい室内を見ればすぐにわかる。そのくせ、どこか物足りないように呟く恋人に、青華は小さく笑い声を立てた。

「おまえの好みに変えてよかったのに……」

「嘘だ。おまえが住みやすければそれでいい」

　朱牙の体の熱さと快楽を知って、昔どおりの無邪気な関係には、もう戻れない。それを望んでいるわけでもない。

　自分は朱牙のものだからと許しきったまなざしを向ける青華に、朱牙はさらに甘い答えを返す。

「ありがとう……」

　慈しんできた弟から、すべてを委ゆだねる恋人へと変わった男の胸に顔を埋め、青華はそっと感謝した。

「礼を言われるようなことなど何もしていない。もともと、おまえの部屋なのだ。それに……気をつけてくれ。母上は疑っている」

「ああ……」

　側室の正体が青華だとはまだ気づいていなくても、王太后が朱牙の情人に不審を抱いて、探りを入れてくることは十分予想がついた。

　そのために、朱牙は沙耶にすべての事情を打ち明けて、青華の側に置き、秘密を守らせているのだろう。

　もちろん、青華もそれなりの用心と対処はするつもりだとうなずいた。

「おまえのことだから、上手くやってくれると思っているが……。沙耶は信頼できる女だ。何かあれば、彼女を使いによこせ。もっとも、俺はすぐに戦に出てしまうが……」

「おまえのほうが心配だ」

　細部まで知り尽くした王宮にいる限り、青華は自分の身ぐらい自身で守ることはできる。それよりも、危険なのは朱牙のほうだと、戦場に赴く彼を気遣った。

　無意識に長衣の袖にすがりついてしまった細い指を見下ろして、朱牙は大胆な笑みを浮かべる。

「大丈夫だ……。迎えたばかりの側室を未亡人にしたりしない」

　なだめるように言い聞かされると、青華は名実ともに朱牙の妻になった今の自分の立場を思い出し、いっそう困惑をつのらせた。

「どうして、今まで側室の一人も持たなかったんだ？　それに、正室だって……」

　中つ国に限らず、王族や貴族の中には生まれる前から婚約者を決められる者もいる。まして、王位についた者なら、どんなに幼くても配偶者を持つことは当然だった。それが、国の安定のためでもある。

　いくら朱牙が聖王家の青い血を持たないとはいえ、国の内外を問わず縁談はいくらでもあったはずだ。成人した今ならなおさら、側室の一人も持たなければ周囲の不信と不満を買っただろう。

　朱牙自身がそれを拒んでいたとしか思えなくて、青華は理由を問いつめていた。

「十年、おまえを捜したと言っただろう。俺は、執念深い性格なんだ」

　まるで青華以外を伴はん侶りょにしたくはないとでも言いたそうな朱牙の返事には、喜ぶよりも少し呆れた。

「朱牙……。兄、なのに……」

「関係ないっ。おまえ以上に俺の心をとらえた人間など一人もいなかった。いつまで焦らすつもりだ？」

　王としての自覚があるのか。世継ぎのことをどう考えているのか。子供じみたわがままを言う朱牙を案じる前に、抑えようもない素直な歓喜が込み上げてくる。

　その上、話をするよりも先にすることがあるだろうと性急に求められて、青華は瞼を薔薇色に染めながら、なおもわずかにためらった。

「まだ日も落ちていないのに……」

「面倒な儀式や慣習などくそ食らえだ……」

　言いわけにすらならない弱々しい反論はあっさりと一いっ蹴しゅうされて、強靭な腕にさらうように抱え上げられ、奥の寝所へと運ばれていく。

　そこだけは、かつての青華の部屋とは様子が違い、広い寝台のまわりには、なまめいた薄紅の絹が幾重にもめぐらされていた。

　甘い花の芳香が、香炉から漂ってくる。新しん褥じょくの緋色の絹へ静かに横たえられて、ふいに湧き上がってきた激しい羞恥に、青華は長い睫を伏せた。

　でも、もう抗えない。抵抗する気持ちもない。初夜のために吉祥の形に複雑に編み込まれ、細い腰を締め上げた七色の帯を、朱牙が丁寧に解いていく。

「俺のものだな、青華？」

　見下ろしながら確かめられて、青華は迷いもなく微笑み返す。身も心も、自分は朱牙のものだ。朱牙だけのものだ。その約束をたがえることは決してない。

「ああ……。わたしは、おまえのものだ」

「永遠に？」

「永遠に……」

　問いながら下りてくる唇を受け止め、敬虔に誓いの口づけを交わした。

















　永遠に、神に背いて、許されることのない罪を犯す。それでも、朱牙への愛を止められない。この腕を放せない。

　真紅の長衣を脱ぎ捨て、覆い被さってくる男の広い背中を、夢中で抱きしめ、淫らに両脚を開いて誘った。

　香油をまとった長い指が素足の間をまさぐってくる。痺れるような愉悦に内側から満たされ、動かされるほど、しどけなく下肢が揺れる。

「あっ！　朱牙ぁ……」

「素直だな。もうこんなに、中まで熱い……」

「朱牙……早く」

　ひとつになりたいと、混じり合いたいと、朱牙を呼んで求めた。

　潤んだ体の奥で、何かが音を立てて崩れていく。破滅に向かうその音色を、青華は歓喜に咽びながら聞いていた。
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　政治とは直接かかわりのない後宮の奥にいても、楼藍との戦が近いことは、はっきりと伝わってくる。

　遠くから響いてくる軍馬のいななき。がちゃがちゃと触れ合う武骨な鎧よろいの音。一日に何度も、慌しく王のもとへ駆けていく伝令たち。

　後宮にいる優雅な女官たちも、皆、落ち着かずにそわそわしている。

　あるいは、彼女たちも恋人の無事を案じているのだろうかと、青華はゆったりと寝ね椅い子すに凭れたまま、自分の愛しい男へと想いをはせた。

「紅華様……冷えてまいりました。お茶をいかがですか？　火ひ桶おけの炭火を足しましょうか？」

　冷えきった石の牢獄に慣れた青華は、広い部屋の中でもそれほど寒さを感じなかった。心配性の朱牙から惜しげもなく贅沢に与えられて、薄い肌の上に何枚も重ねた華やかな彩りの上着のおかげでもあるのだろう。

　沙耶に気を利かされて、改めて、もうそんな季節なのかと気づかされる。

「ありがとう。今年は雪が早そうだな。楼藍との国境辺りは、都よりずっと冷えるだろう……」

　間近に迫った戦の準備に明け暮れているというのに、朱牙は相変わらず、後宮の暮らしに慣れたか、足りないものはないかと、自分のことよりも青華の心配ばかりしていた。

　中つ国の存亡がかかった大事な時に、入宮した側室のことばかり考えていると、陰口を叩く者もいるかもしれない。

　そうでなくとも、十三家の内では、王太后と朱牙に叛くための陰謀が着々と進められているはずだった。

「どうぞ……」

　あたたかいお茶を運んできた沙耶が、白い茶器をテーブルに置く。

「そろそろ陛下がいらっしゃる時刻。……髪を直しましょうか？」

　女官のしきたりで高く結い上げている髪を、寝所に入るために解こうかと訊かれ、お茶を飲んで寛くつろいでいた青華は、外気を遮る絹の帳を透かして、人けのない廊下にまなざしを向けた。

　外は静かで、王の来訪を告げる先触れの気配もない。華奢な首を傾げ、まだいいだろうと微笑んだ。

「ゆうべいらっしゃったばかりだ。出陣も近い。今夜は来ないよ」

「いいえ、必ずいらっしゃいますわ」

　すぐ近くにいるといっても、朱牙はそうそうわがままの言える立場ではない。今夜は来られないだろうと呟いた青華に、沙耶は自信ありげに反論した。

　とたんに、廊下に先触れの鈴の音が響いた。いくつもの足音まで聞こえ始め、沙耶は愛あい嬌きょうのある目をいっそう丸くして、「ほら……」と笑う。

　急かす沙耶に手早く髪を解かれ、きれいに梳いてもらい、上着を脱いで内着の乱れを直されると同時に、外からの風に帳が揺れた。

「青華……」

「いらっしゃいませ。青華様は、ずっと陛下をお待ちでした」

　入り口まで応対に出た沙耶が、朱牙を室内に招き入れ、自分は一礼して部屋を下がっていく。

「待っていてくれたのか？」

　本当かと確かめる朱牙に、青華は苦笑しながら首を横に揺らした。

「今夜は、来られないと思っていた」

「軍議を抜け出してきた」

　正直に、逢えないと諦めていたと答えた青華に、朱牙は仕事を残してきたことを打ち明けた。

「朱牙……そんな無理をしなくても」

　いくら臣下さえも裏切って朱牙を愛したといっても、青華は聖王の王子だ。どんなに逢いたくても、王に国政をないがしろにはさせられないと困惑した。

「おまえとこうして過ごせるのも、あと数日だ」

　その腕に抱かれ、どれほど乱れても、頑なに拒み続けてきた青華が、ようやく素直に気持ちを受け入れて、幸せな時間を持てるようになったばかりだ。

　朱牙が、少しでも長くいっしょにいたいという気持ちも、わからないわけではなかったけれど。

「戦が終われば、いくらでも逢えるだろう？　違うのか？」

「苛めるな。せっかく側にいるのに、一日に一度くらい顔を見にきてもいいだろう」

　今の自分は、朱牙の側室だ。楼藍との問題が落ち着けば、好きなだけ抱くこともできるだろうと諌める青華に、朱牙はいくらか怯ひるんだように言いわけする。

　そんな顔をされると、もとより自分のほうがずっと逢いたくて堪らなかった青華が、恋しい腕を拒めるはずもない。

「顔を見るだけか？」

「青華……」

　それだけでは済まないだろうと、諦め半分どころか挑発混じりに揶揄すると、たちまち荒々しい腕にさらわれた。

　軽々と抱き上げられ、大人しく身を委ねて寝台へ運ばれる。薄絹の帳が下りた内側で、情熱の赴くまま固く抱きしめ合った。

「十三家の動きは？」

「表面は従順なものだ。だが、俺の味方は少ない」

　器用な指で帯を解かれ、内着を脱がされながら、状況を問いかけた青華に、朱牙はなかなか情報も入らないと、正直に愚痴をこぼす。

　不安に駆られれば、まわり中が敵のように思えるだろう。疑心暗鬼になっても仕方がない。けれど、十三家のすべてが朱牙の敵ではないと、青華はしなやかな腕を大きな背中にまわした。

「彼らとて、大錬に国を売りたいわけではあるまい。おまえの味方もきっといる」

「そうだな」

　自分が十三家の人間なら、真っ先に朱牙にひざまずいた。それが許されるなら、朱牙に仕え、朱牙のために戦いたかった。

　聖王の王子として、朱牙の兄として生まれてきてしまったことを、どれだけ恨んだだろう。

　自分がここにいるからと、想いを込めて抱きしめる青華に、朱牙はようやく笑顔を見せた。

　しかし、それすらいつもの彼らしさがなくて、裏切り者の連なった軍議に朱牙がどれだけ苛立っているか、薄々察しがついた。

「出陣前だというのに、疲れた顔をしている」

「軍議が混迷している。この派兵にも十三家の大半は消極的だ。それも、大錬の手だろうが……」

　大錬と内通している裏切り者が、軍議を混乱させ、遅らせようとするのは当然だった。だからといって、朱牙には証拠もないのに彼らを咎めることはできない。

「王はおまえだ。おまえが迷えば、軍も迷う。……おまじないをしてやろう」

　どんなに歯痒くても、自分には表立って朱牙の手助けはできない。せめて、慰めにでもなりたくて、朱牙の唇を甘く啄んだ。

「青華……？」

「じっとしていろ」

　動くなよと念を押して、朱牙の帯を解き、内着をはだける。あらわにした逞しい胸に、口づけを降らせた。

　引き締まった腹筋をわざと見せつけるように舐めてやりながら、下帯を解き、すでに強張りかけている性器へと大胆に指を絡める。

　青華の意図を察して、朱牙は目を丸くすると、うれしそうに小さな笑い声を上げた。

「効果てきめんのまじないだな」

「元気になるだろう」

　朱牙を喜ばせられるなら、どんなあさましいまねでもできる。その目に、淫蕩な自分のすべてを曝してもいい。

　微笑み返して囁き、喉の奥まで硬い性器を銜え込んだ。

「ああ……」

　大きな掌で愛しげに青華の髪を撫で、朱牙はとろけそうな声音で答える。

　十分に勃たち上がったそれをいったん口から放し、自分の内を濡らすために香油の瓶を取る。

　さすがに、自慰をするようなあられもない姿を見られてしまうことはためらったけれど、朱牙が隠すことを許さなかった。

　腕を取られ、「見せろよ」と意地悪く耳元で促されると、じんと肌が紅潮して抗えなくなる。

　ずきずきと疼いている襞を広げながら、中に指を入れて塗り込める様まで全部、朱牙に視姦された。

「あ……はぁっ……」

「自分で弄るのは、気持ちいいか？」

　乱れる吐息を堪えきれずに潤んだ声を洩らすと、好色に覗き込んでくるまなざしに揶揄される。

　青華は嘘もつけず、こくこくと首を縦に振った。

「気持ちいい……っ。中が……」

「いやらしく動く？」

「んっ……朱牙の、ここに欲しい」

　意識しているわけでもないのに、うねるみたいに複雑に動く。ここで朱牙のものを包み込んで愛撫しているのだと思うと、堪らなかった。

　早く欲しい。欲望を我慢できずに口走った青華に、「来いよ」と朱牙は傲慢に命令する。

　彼に支配されていることが、歪んだ快楽を生む。組み敷かれて荒々しく貪られたいのだと、倒錯した愉悦に火を点つける。

　腕に絡まっていた内着を足元に滑り落とし、じっと視線をそらそうとしない朱牙の上に、待ち焦がれたように細い腰を落とした。

「あんっ、あ……あ、あ、あぁぁ──っ！」

　猛々しい屹立にじりじりと中を開かれていく。濡れた粘膜を擦り上げられ、甘い快感に啜り泣いた。

「朱牙……、いいっ！　熱い……」

　気持ちいいと喘ぎながら、奔放に腰を揺すった。小さな尻が愉悦を求めて、前後左右に激しく揺れ動く。

　恥ずかしいことをしている。自分の痴態を朱牙にすべて見られている。わかっていても、止まらない。それどころか、見られるほど芯が蕩けそうに熱を増す。

「あっ、朱牙ぁっ！　あぁっ、い……好きっ」

　牢の中で、被虐の悦びを覚え込まされるように朱牙に抱かれ続けてきた体は、恐ろしく淫らで、堪え性がない。

　卑猥な言葉を囁けば、薔薇色に火照った肌が震えて蜜みつを滴らせ、引き締まった男の下腹をぬらぬらと濡らした。

「きれいだ、青華……」

　目を細めた朱牙は、どんな自分を見てきれいだと囁くのだろう。理解できないまま、ただ絶頂へと体が逸はやる。

「は、んっ……天罰、ならいっしょに受ける。だから……必ず帰ってきてくれ」

　こんな淫乱になった体を放っていかないでと、せつなく泣きながら哀願した。王である彼に、言えなかったわがままをようやく口にした。

　見捨てられるぐらいなら、いっそこの場でひとつに繋がったまま殺されたいと、本気で願っている。

「約束する。青華、おまえを一人にはしない」

「朱牙……あぁっ、あっ、あぁぁ──っ！」

　帰ってくると誓う朱牙に、想いの深さを教え込むように突き上げられ、狂おしく翻弄されて、青華は身も世もなく泣きじゃくり、真っ白な欲望を散らした。




　　　　　　　　　　　◇




　朝の身支度を終えてしまうと、後宮にいる青華の仕事はない。平時ならば、宮中の祭りや宴と雅な行事に忙しく駆りだされるところだろうけれど、戦を控えた今はそれどころではなかった。

　することもなく沙耶を相手に碁を打っていると、取り次ぎの侍女が桐生からの手紙を運んできた。

（来たか……）

　青華を後宮に入れる協力をするのは、王宮内で楼藍の密使と引き合わせるためだと言っていた桐生だ。

　朱牙の出陣も間近に迫っている。そろそろ何か動きがある頃だろうと予想はしていた。

　沙耶には、庭で少し風に当たってくると言い置いて、こっそりと部屋を出た。男の桐生は、もちろん後宮の中までは入ってこられないから、青華のほうから塔の入り口へと赴いた。

　大扉の隣に、後宮で下働きをする身分の低い侍女たちが利用する小さな木戸がある。その扉に近づき、合図に二回叩く。

「青華様……」

「桐生か？」

　扉越しに聞こえてきたのは、確かに桐生の声だった。呼びかけると、向こう側の気配が近づいてくる。

「手はずどおりに、今夜、使者とお引き合わせいたします」

　今夜とは、ずいぶん急な話だった。桐生や楼藍の密使も、開戦を目前に控え、よほど余裕がなくなっているのだろう。

「しかし、朱牙が……」

　密使に会うことには青華も異論はなかったが、後宮に入って以来、朱牙はどんなに忙しくても部屋に通ってくれていた。

　朱牙の目を盗んで勝手に抜け出すことはできないと、声音に困惑を滲ませる。

「陛下は、今宵は後宮へはおいでになれません」

　自信に満ちた桐生の返事に、その意味は察しがついた。

「十三家が軍議を引き延ばすのか？」

「はい」

　さすがの朱牙も、裏切り者たちに揃って引き止められれば、自分の勝手で後宮へ足を運ぶことはできないだろう。その辺りは、桐生たちも抜かりはないはずだ。

「わかった。では、合図の明かりが点ったら、泉の庭へ出向く」

　泉の庭は、王宮の中庭のはずれにあり、後宮の庭とも繋がっていた。もちろん、忍び逢う男女が自由に出入りはできないように高い垣根と塀が作られていたが、王太子だった青華はあらゆる抜け道を知っていた。

「お待ちしております」

　桐生は丁重に答え、回廊を去っていく。その足音を聞いて、青華も自分の部屋へと戻った。

　念のために沙耶には用事を言いつけ、その夜は、朱牙の来訪もないようだからと早々に寝所へ引き揚げた。

　周囲の気配がなくなるのを待って、そっと寝台を抜け出し、夜着を脱ぎ落として、代わりに身軽な衣服を身につける。

　合図の明かりが王宮の塔に点るのを確認して、青華は深紫のヴェールで頭からすっぽりと身を包み、後宮のはずれへと急いだ。

　垣根がはずれる仕掛けになった抜け道を通って、後宮から忍び出る。

「青華様……」

「ここだ。桐生……」

　塀のすぐ近くまで、桐生が迎えに来ていた。闇の中で呼ぶ桐生の声に答え、ヴェールを取って姿を見せる。

　ほのかな月明かりが、長い黒髪を下ろし、青い長衣をまとった青華の優美な肢体を照らしだした。

　果ての塔でもその容姿を見慣れていたはずの桐生が、声もなく目を瞠る。

「どうした？」

「い、いいえ……。こちらでございます」

　少し意地悪く訊いた青華に、桐生は慌てておもてを伏せた。反乱をたくらむには、少し純情すぎるようだと、青華は胸の奥でひっそりと笑った。

　泉の庭と呼ばれるとおりの澄んだ泉水のほとりには、休憩用の小屋が建っている。素朴な窓に、微かな灯火が点っていた。

　黒い頭ず巾きんをかぶった桐生に導かれ、青華はその小屋に入っていった。

　待っていたのは、白髪の老人だった。だが、しわ深いおもてに埋もれたような細い目の奥の眼光は異様に鋭い。

　油断できない男だということはひと目でわかる。それに、青華はこの老人とは以前にも面識があった。

　楼藍王、大錬の右腕と言われる男だ。彼がここにいることだけでも、本気で中つ国に野心を抱く大錬の魂胆が知れる。

「密使とはそなただったのか、樹じゅ旺おう」

　青華のほうから親しげに声をかけると、老人はうやうやしく頭を下げた。

「青華殿下、お久しぶりでございます」

「あの反乱の折以来、十年ぶりかな」

　かつての戦いで、反乱軍が劣勢になったとたん、大錬に背かれ、見捨てられたことなどおくびにも出さず、青華はにこやかに微笑みかける。

「お元気そうで、安あん堵どいたしました。それに……あの頃よりさらにお美しくなられた」

　樹旺のほうも、まるで悪びれる素振りもなく、戦死したはずの青華が無事だったことを喜んでみせた。

　しかし、調子のいい言葉はまんざらお世辞ばかりではないらしく、感嘆した目つきはじっと青華の妖しいほどに磨きがかかった美貌を観察する。

「大錬王もご息災か？」

「はい」

　不気味なほど機嫌のいい青華に、かえって不審なものを感じたのか、樹旺はいくらか警戒したように低く答えた。

　小さなテーブルの上座にある椅子を桐生に勧められ、裳裾を引いた女官姿の青華はそこに優雅に腰かけ、改めて樹旺と向かい合う。

「十年前と同様、このたびも楼藍に我らへ加勢いただけるとか……」

「さようでございます。陛下は……聖王家の青い血を引かれる青華様に中つ国の王位についていただくことこそ、楼藍の務めとお考えです」

　樹旺の白々しい科白を、青華は頭から信じていなかった。とはいえ、桐生たちの手前、はっきり反論することはできない。

「大錬王に二心はないと申されるか？」

「青華様っ！」

　それでも、皮肉を込めて追及した青華に、うろたえたのは楼藍の密使を中つ国へ引き入れた桐生たちのほうだった。

「もちろん、あるはずはございません」

　二枚舌の狸たぬきじじいは、何食わぬ顔で平然と二心はないと断言する。

　十年前も、楼藍は青華たちにさんざん美味いことを言って、土壇場で裏切ってきた。もっとも、青華自身は最初から楼藍など当てにしてはいなかったし、反乱を成功させるつもりもなかったけれど。

　よほど面の皮が厚くできているらしいと苦々しく思いながらも、青華は静かな表情を崩さなかった。

　内心の読めないそのおもてを、樹旺は狡猾な目つきで覗き込んでくる。

「しかし……、楼藍の裏切りを疑われるのでしたら、我々にもひとつ疑問がございます」

「なんだ？」

「青華殿下には、弟君であられる朱牙王を討つお覚悟がおありでしょうか？」

　淡々と訊き返した青華に、樹旺は本気で再び朱牙に逆らう意志があるのかと、反対に確かめてきた。

「朱牙王は、実の兄上である殿下に執着のあまり、桐生殿の妹と偽って後宮にまで引き入れたとか。今のあなた様は、朱牙王のご寵ちょう愛あいを受けられる身。よもや、朱牙王に情をかけられるようなことは……」

　当然、樹旺は、朱牙が実の兄弟という禁忌を犯して青華を抱いていることを、桐生から聞かされているのだろう。

　果ての塔で、朱牙が拒む青華を無理やり犯していた経緯を知っている桐生は、それが朱牙の一方的な邪恋だと疑いもしない。

　けれど、樹旺のほうは、用心深く青華の気持ちまで勘ぐっているようだ。

「弟を愛しいと思ってはいけないか？」

「青華様……」

　鎌かまをかけてみたが、やはり動揺して青華をたしなめたのは桐生だった。樹旺の執拗な視線は、微塵も動かない。

「青華殿下が中つ国の王位につかれるためには、朱牙王には亡くなっていただかねばなりません」

「大錬王は朱牙を殺せと？」

「恐れながら……」

　憂いは完全に断つというのが、大錬のやり方だ。そうでなければ、朱牙の後見役として圧政を布いてきた王太后に強い不満を抱く十三家の裏切り者たちも、納得しないだろう。

　それが、朱牙自身の過ちかどうかは問題ではない。彼らは、長年の恨みを晴らすための生いけ贄にえを必要としている。元凶である王太后を殺しただけでは足りないらしい。

「無論、わたしが王になるためには、朱牙に犠牲になってもらわねばなるまいな」

　樹旺の話に調子を合わせた。気が気ではない様子で青華の答えを見守っていた桐生が、ほっとした顔をする。

「そのお覚悟がおありですか？」

　樹旺はまだ安心できないように、しつこく念を押した。

　裏切り者が相手の裏切りを恐れるのは、ごく自然な感情かもしれないと、内心で嗤わらいながら、青華は冷酷なまなざしを返す。

「十年だ。……十年間、わたしは果ての塔に繋がれ、卑しい者たちに青い血を引くこの身を嬲りものにされてきた。朱牙の母親の命令で……」

「おいたわしいことでした」

　王太后と朱牙へ恨みを晴らす理由なら、誰よりも自分にあると暗い声音で話す青華に、樹旺は心にもない追従を言った。

「あの金崙女からすべてを奪って復讐しなければ、わたしの心は癒えぬ」

「青華様っ……」

　朱牙の言いなりに弟の腕に身を任せてきた青華に、やはりいくらか疑惑は抱いていたのだろう。青華の自分を貶めた者たちへの怨えん嗟さの言葉を待っていたように、桐生は大きくうなずいてみせる。

「朱牙が国境へ出陣すれば、この都は空になる。十三家を決起させ、国境の楼藍軍と我々とで朱牙を挟み撃ちにできる」

「さようでございます」

　楼藍が書いた筋書きはおそらくそんなところだろうとそらんじてみせると、樹旺は正直にそれを肯定した。

　確かに、朱牙がいくら勇猛な王であろうと、内にも不安を抱えている軍は脆もろい。先に都を落としてしまえば、簡単に殲せん滅めつできるだろう。

　しかし、朱牙がそんなことも考えずに遠征に出ていこうとしているとは思えない。

（土壇場で、わたしを後宮に迎え入れたのは、そのためなのか……）

　朱牙は、自分の身に万一のことがあれば、青華が中つ国を守り抜いてくれると信じているのだろう。まさか、その信頼する兄が陰謀に加担するとは夢にも思わずに……。

（馬鹿……っ！）

　だまされても、裏切られても、あの腕はいつも誠実に自分を抱きしめる。だから、逃れられない。苦しいほど、愛しい。

「桐生。十三家の同志に手配を……」

「承知いたしました」

　陰謀の幕を開けようと、青華は桐生に命令した。

　東屋の灯が消え、元王太子の指示を受けた黒衣の人影が、泉の庭の闇へ次々と散っていった。







　第四章　楽園は燃えて












「あ、あぁ……朱牙、朱牙っ、い、く……も、いくっ」

　苦しいほど強く自分を組み敷いてくる逞しい胸が、うれしい。広い背中に無我夢中でしがみつきながら、青華は狂おしい愉悦に錯乱したように喘いだ。

　汗に濡れた朱牙の腕が絡みつくように背中へまわされ、これ以上はないと思っていた結合がさらに深くなる。

「青華っ……！」

　どれだけ貪っても足りないというように、朱牙の抽送は猛々しさを増すばかりで、擦り上げられている中が燃えるみたいに熱い。

「あんっ、あぁっ、あっ……朱牙ぁっ！」

　無意識の内に、もう何度目かもわからなくなった絶頂で欲望を散らした。

　とろとろと肌を伝うあたたかなぬめりでそれに気づいても、青華の中は際限のないようになまめかしい蠢動を繰り返す。

「はっ、あぁ──っ……あっ……朱牙」

「まだだ、青華。まだ……放さない」

















　もとより、朱牙のほうは放すものかと狂暴な律動を刻み込んでくる。溶けて濡れた内部が、ぐちゃぐちゃと激しい水音を立てている。

「朱牙……あぁ──っ、あ──っ！」

　いったばかりの体を手加減なく貫かれ、中を擦られ、潤みきった内壁が灼けつきそうな楔へ吸いつくように妖しく収縮した。

　その淫猥な刺激に、喉の奥で堪えるように「くっ！」と息を詰めた朱牙が、何度も舐めた青華の欲情で濡らした唇を獰猛に綻ばせる。

「いやらしい体になったな、青華……。まだ、こんなに絡みついてくる」

「おまえが……そんなに突くからっ」

　意地悪く揶揄するより、どこか悦んでいるみたいな囁きを、直に耳の中へ吹き込まれて、快感を煽られてぞくりと震え上がりながら、青華は涙をあふれさせた目で恨めしく朱牙を睨んだ。

　こんな快楽を教え込まれて、忘れられるはずがない。離れられるはずもない。永遠の罪に自分を突き落とした男が憎らしくて、どうしようもなく愛しい。

　もっと欲しいと、満たされることを知らない餓えを抱えたみたいに細い腰がうねり、中の屹立の卑猥な動きに合わせて揺れ動く。

「好きだろう？」

「あっ、あぁっ……好、き……。朱牙の……が、好きぃっ……」

　青い血を引く王子としての意地も誇りも、どうでもいい。いっそとことん貶められて、この男に抱かれるだけの奴隷になれたら、自分はどれだけ幸せだろう。

　卑しい娼婦のように淫らな言葉を口にして、男を誘った。もっと欲しいと、自ら膝を抱えて白い尻を掲げる。

「青華っ！」

　淫蕩な仕草をあられもなく見せつけられ、奥深く突き刺さった男の性器がまた膨れ上がった。

「あっ、あ、あ、あぁぁ──っ！　朱牙っ……」

　爪を立てて、これ以上重なれないところまで固く抱きしめ合いながら、痙攣するようにわななく青華の中へ朱牙の情熱が迸る。

「は、あぁ──っ……あんっ……あ……」

　ふっと目の前が真っ白く光りながら溶け、爪先まで甘い痺れが駆け抜けた。そのまま力を失った青華の四肢が、ぐったりと緋色の夜具に落ちる。

「おい、青華……っ？　大丈夫か？」

　やりすぎたかと、少しうろたえたように覗き込んできた朱牙に、そっと頬を打たれ、名前を呼ばれて、泣きすぎて重く腫れた瞼をぼんやりと上げた。

「わたしは……どうなってもいい」

　交じわり合ったまま心臓が止まってしまっても、いっそそのほうが幸せかもしれないと囁いて、青華は痺れたような指で探り、愛しい男の掌を握りしめる。

「おまえこそ、夜が明ければ出陣だというのに、こんな……」

「出陣だから、抱きたいんだろう」

　朱牙が、後宮の青華の部屋に先触れもなしにこっそり忍び込んできたのは、もう遠征に出発するというその日に日付が変わってからだ。

　忙しなく夜着を脱がされ、朱牙の長衣を脱がしながら、男の指はすぐに青華の中までまさぐってきた。

　そうして、夜ごとに甘く蕩けることを教えられた肌を掻き乱され、余裕もなく繋がれて、ろくに話もせずに延々睦み合った。

　こうして肌を重ねられれば、話をする必要などないのかもしれない。触れているだけで、お互いがどれだけ相手のことを想っているか、言葉よりもずっと確かにわかる。

「無事に、帰ってくるのを待っている」

「帰ったら、おまえが失神するまで抱いてやる」

「朱牙……」

　それでも抱き足りないと囁く男に、笑ったつもりで、泣きそうになった。意識する前にこぼれた青華の涙を、ほのかな灯火で見つけた朱牙が、広い胸の中へ痛いほど掻き寄せる。

「楼藍と通じている十三家は、めどがついたのか？」

　これでは本当にきりがない。箍をはずして甘く流れたがる気持ちをはぐらかすように、青華は不安を口にした。

「つきとめたのは小物ばかりだ。肝心の相手はいまだにしっぽがつかめない」

　青華に無用な心配をさせまいとしてか、あまり話したがらないけれど、朱牙の調べもある程度は進んでいるようだった。

　自分の膝ひざ元もとである王宮で暗躍している裏切り者や楼藍の密使のことも、ひょっとしたら気づいているのかもしれない。

「肝心の相手？」

　側近である桐生の裏切りを、朱牙は見抜いているのだろうかと疑った。それとも、楼藍に朱牙を討つと約束した自分のことなのか。

　自分の裏切りを知って、朱牙がここまで冷静にとぼけていられるとは思えないけれど。

「軍内に楼藍の内通者を抱えたまま出兵するのは危険だ」

　まだ、楼藍の目もく論ろみを朱牙にすべて打ち明けることはできない。けれど、せめて身辺にはくれぐれも用心してほしいと訴えた。

　不安を隠せない青華のおもてを見下ろして、朱牙は挑発的な目つきで不敵に笑う。

「そのほうが面白い」

「朱牙……」

「言っただろう？　これで死ぬようなら、俺にはおまえを抱く器量などありはしない」

　面白がっている場合かと少し呆れ、この弟に自分は過保護すぎるのだろうかと内心で嘆息する。

　朱牙はもう、兄の助けを必要としている六歳の子供ではない。成人した一人前の男だった。それに、力強い腕の中で青華を快楽で泣かせることもできる……。

「価値がないのは……わたしのほうかもしれないのに？」

　いつだって、怯えているのは自分のほうだ。朱牙がいるから、兄らしくふるまうことができた。自分の弱さをごまかしてきた。

　自分はただの臆病者だと、朱牙に知られるのが怖かった。でも、果ての塔で彼に抱かれ続けて、自分がどれほど卑怯で弱い人間かを、朱牙はとっくに知っている。

　それでも、青華が欲しいと手を差し伸べてくれた。

「俺が楼藍の王である大錬を見たのは、たった一度だけ……。おまえの十四歳の誕生日だ。祝いの宴で、父上にさえ従わないあの傲慢な男が、おまえの前にだけ膝をついた」

「そんなこともあったな……」

　大錬は野心家だが、人の本質を見抜く鋭い目を持っていた。青華の利用価値を、誰よりも早く見いだしたのは大錬だ。

　だから、あの男は今も青華に執着しているのだろう。

「おまえの指先に口づけしたあの男が腹立たしかった……」

　決して、彼が自分に抱いているように無垢な愛情などではないのに、大錬への嫉妬しっとを隠さない朱牙に、ひっそりと笑みをこぼす。

「知っている。東の塔へ戻っても、おまえはずっと拗ねていた。わたしの指先だろうと唇だろうと、おまえは好きに口づけできたくせに……」

　十年前の朱牙の表情も声も仕草も、まるで昨日のことみたいにはっきりと覚えている。どんな瞬間も、忘れられるはずがなかった。

「弟としてだ。俺は……それが不満だった」

「弟には……唇に接吻させたりしない」

　子供扱いされていたと嫉妬に駆られて憤る朱牙に、今まで胸の奥にしまい込んでいた秘密をそっと打ち明けた。

「青華……？」

「わたしにとって、おまえはいつも特別だった。おまえは、そうは思っていなかったみたいだけれど……」

　兄弟の則のりをこえて、最初に愛したのは自分だった。本心を告白した青華に、朱牙は信じられないと目を丸くする。

「そんなこと……俺は知らない」

「気づかれないようにしていたからな」

　誰にも言えなかった。胸の中に抱えて、あの世まで持っていく恋だった。あさましい自分の欲望のために、朱牙を破滅させることはできない。死ぬまで堪えるはずだったのに……。

「青華……」

「どれほど恋焦がれたところで、おまえは血の繋がった弟だ。あの頃は、ただ側にいられるだけでよかった」

　無邪気なばかりで、まっすぐに自分を慕ってくれる弟を、ただ見ているだけでよかった。幸せだったと、青華は囁いた。

「俺は……六つの子供だった」

　子供扱いされたと怒るくせに、六つの幼子に恋をしたのかと、朱牙は身勝手に責める。いや、彼に責めているつもりはないのだろうけれど、問いつめられれば胸が痛くなる。

「母にも父にも……抱いてもらった記憶がないのはわたしも同じだ。冷たい王宮の中で、わたしに笑顔とぬくもりをくれたのはおまえだけだった」

「俺と……同じだったと言うのか？」

「おかしいか？」

　貴い青い血を持つからといって、王族だからといって、人恋しくないわけがない。目の前にあるたったひとつの手に、すがりついて救われたかった。

　言えずにきてしまった何もかもを吐きだした青華に、朱牙は初めて見る人のように呆然としたまなざしを向ける。

「子供が嫌いだった母上に遠ざけられた俺は、いつも東の塔に入り浸っていた。夜中に、青華の寝台に潜り込んだことも何度もあった」

「毎晩だ」

　いいかげんな朱牙の言葉を、青華は微笑みながら訂正した。

「ああ、そうだ。あたたかくて、いい匂いがして……俺は、おまえに抱かれて眠るのが好きだった」

「今も、変わらないな」

　狂おしく愛撫され、荒々しく犯されながら、朱牙の中に時々、甘えたがりの幼い弟の面影を見つけた。だから、なおさら愛しかったと、青華は小さく笑う。

「青華……っ」

　あの頃と比べものにならない強靭な腕にさらわれ、きつく抱きしめられ、搦めとられた舌を激しく吸われた。

「命を懸けて、おまえを愛している」

　誓いを囁く顔は、懐かしい面影を残していても、雄々しく成長した愛しい男のものだった。

「神に誓うことはできなくても、気持ちは同じだ。永遠に……わたしはおまえのものだ、朱牙」

　身も心も、すべてを朱牙のものに。そう約束して、青華は、夜明け前の部屋から朱牙を送り出した。

　二度と逢えない覚悟をして……。
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「伝令からの知らせでは、朱牙王の軍が烏城に入られたそうです。今夜……十三家のうち、青華殿下に忠誠を誓う九家が、中つ国の各地でいっせいに蜂起ほうきします」

「うん」

　泉の庭の小屋で、テーブルの上に中つ国の地図を広げた樹旺の説明に、青華は静かにうなずいた。

「国境には楼藍の七千の軍勢が集結し、朱牙王の軍と対たい峙じします。九家の軍を集めた我々は、その背後から烏城を攻めます。烏城の中では、桐生殿が隙すきを衝いて王を襲う。もはや朱牙王に逃げ道はありません」

　その絶体絶命の状況を朱牙が面白いと言ったことを、青華は樹旺には教えなかった。伝えたところで、樹旺や大錬には朱牙の心の内は理解できないだろう。

　愛する者だけを信じて、何も恐れない。それを愚かだと笑うことなど、少なくとも青華にはできない。

　そういうところばかり、あの弟は自分と似ている。あるいは、青い血とは関係ない中つ国王家の血筋なのかもしれない。

　朱牙にもう少し卑劣さがあれば、青華を餌にして楼藍を陥れることさえできただろう。そんなことを思いつきもしないところが、朱牙の朱牙らしさとも言えた。

「大錬王の目論みどおりだな」

「もはや引き返すことはできません。本当によろしいのですね」

　しつこく念を押す樹旺は、自分の何を疑っているのだろう。朱牙への執着の深さが、どこかで見えてしまうのだろうか。

「くどい。わたしは青い血を引く唯一の聖王だ」

　威厳を作って見下してみせた青華に、樹旺はしおらしく深々と頭を下げた。もちろん、本心から青華に服従するつもりなどありはしない。

　だが、樹旺には青華が聖王らしく見えることが必要なのだろう。十三家をまとめ、彼らを従えるために。

「では、お支度を。青華殿下には、王太后と朱牙王討伐の先頭に立っていただかねばなりません」

「ああ……」

　弟殺しの罪を自分に負わせるつもりかと、楼藍の卑劣さを内心でなじりながら、青華は冷ややかな目つきでそれに応じた。

　突然、小屋へ向かって駆けてくる慌しい足音が聞こえ、青華も樹旺も何ごとかと扉を見つめる。

「殿下……」

　十三家がよこした護衛の兵士たちが、青華を庇かばうように前に出た。

「樹旺殿、和わ弘こうだ」

　扉が、合図のとおりに二度叩かれ、青華にも聞き覚えのある声が聞こえてくる。

「和弘殿か……」

　緊張が解け、ほっとしたように樹旺が呟いた。すぐに護衛の兵士が扉を開けると、十三家筆頭である梅園家の和弘が、従者を従えて飛び込んでくる。

　どうやら、朱牙が最も信頼しているはずの梅園家までが陰謀に加わっているらしいと、青華は声もなく溜め息をつく。

「王太后様がっ、わずかな供を連れ、ゆうべのうちに後宮から西へ脱出されたと……」

　和弘がうろたえてここへ来たのは、王太后の逃亡を知らせるためだったらしい。

　彼らにとっては、恨みの元凶だ。顔色を変えて口惜しがるのも無理はないだろう。

「何っ？」

　樹旺も、さすがにそれは予想していなかったらしく、驚いた表情を浮かべる。

　王太后が逃げたということは、朱牙の遠征中に都を陥れようとする十三家の陰謀が、彼女の耳にはすでに入っていることは間違いない。

「申しわけない。後宮の中のことゆえ、目が届かなかった。こちらから送り込んでいた女官も、使いに出されていたとかで……」

　和弘は暑くもないのに流れ落ちてくる汗を拭きながら、自分の手落ちを樹旺に向かって謝った。

　これではすでに、中つ国の実権は楼藍に握られているようだと、青華はそのやり取りを冷たく見守る。

「こちらの動きが、王太后に読まれていたと？」

　樹旺は、考え込むように尖った顎を撫でながら呟いた。

「おそらく……」

　その言葉に同意しながら、和弘はそわそわと落ち着かない。どこから王太后に情報が洩れたのか、疑心暗鬼になっているのだろう。

「西に向かったということは、王太后様のご実家である金崙か……」

「あるいは、金崙が援軍を……」

　王太后が逃げる先くらい、誰にでも容易に想像がつく。樹旺の推察に、和弘は金崙の軍がすぐそこまで迫っているみたいに浮き足立った。

「いや、それはなかろう。金崙王は商人上がりの狡猾な男。いくら娘と孫のためとはいえ、状況も見定めず迂闊に軍を動かすようなお方ではない」

「しかし……」

　なんといっても、金崙王にとって王太后は自分の血を分けた娘だ。それに、朱牙が生きている限り、まだ中つ国の王太后だ。

　兵を出しても取り戻す利用価値はあると、和弘が懸念するのも当然だった。

「うむ、こちらも王太后を深追いはできぬな」

　楼藍にとっては、王である朱牙さえ殺してしまえば、王太后の命などどうでもいいはずだ。十三家の恨みなど知ったことではないだろう。

「恨み重なる女を、このまま逃すのか？」

　王太后のことは放っておけという樹旺に、青華は険しい口調で叱しっ責せきした。

　もちろん、彼女の命令で果ての塔に十年間も繋がれていた青華が、王太后への恨みを燃やすのは当たり前だ。

　その剣幕にたじろぎながら、樹旺は困ったように視線を泳がせた。

「殿下のお気持ちはわかりますが、金崙との折衝は、朱牙王を倒してからでも遅くはありますまい」

　青華が中つ国の王になれば、王太后が金崙に逃げ込もうと身柄の引渡しを求められると、樹旺はいいかげんな説得をする。

　計算高い金崙王が、娘の身と引き換えに中つ国に恩を売ろうとすることぐらい青華には予測がついたものの、これ以上樹旺と言い争うつもりはなかったから、とりあえず怒りを治めた。

　その代わりに、和弘のほうへ皮肉なまなざしを向ける。

「しかし……、十年前の反乱の折には王太后の右腕であった和弘殿が、今度はその王太后を裏切って大錬王に助勢を仰ぐとはな」

　しょせん、裏切り者はどこまでいっても裏切り者かとあてこする青華に、和弘は青ざめながら力なく頭を下げる。

「青華殿下……わたしは、十年前に自分が犯した罪を心から悔いております。王太后様が中つ国にもたらしたのは、己の欲を満たすためのみの圧政でした。幼い朱牙王には、その母上を止めることさえできなかった」

「たった六歳だった朱牙に何ができる。王太后を諌めるのは、臣下であるおまえたちの役目だろう？」

　和弘は王太后の側で、これまでさんざん甘い汁を吸ってきたはずだ。その責任を朱牙一人に押しつけ、今度は楼藍からもおこぼれを得ようとするのかと呆れながら、厳しく追及した。

「申しわけございません」

　楼藍に大きな借りを作るとはいえ、中つ国の次の王は青華だ。青華の機嫌を損ねれば、いくら十三家の筆頭とはいえ、自分の立場も危うくなりかねないと、和弘はただただ恐縮して謝罪を繰り返す。

「まあよい。和弘殿には、これからわたしのために働いてもらおう。それが、そなたの罪滅ぼしだ」

　寛大に過去の仕打ちを許しながら、青華は自分に服従を誓えと、刺すような青い双眸で和弘を脅した。

「命を懸けて、殿下にお仕えいたします」

「王も王太后もいない今、この王宮は制圧したも同じだ。無駄に血を流すことなく、そなたが宮城を守れ。十三家の筆頭であるそなたになら任せられるな」

「はい」

　権力には弱いが、和弘は使いようによっては役に立つ男だった。武官ではなく、文官の家柄だ。戦場に連れていく意味はないから、樹旺の指図も待たずに王宮の守りを命じる。

　これだけ脅しておけば、青い血を引く青華の命令にどこまでも尽くしてくれるだろう。

「樹旺。残る八家の軍を我々に合流させよ。指揮はわたしが自ら執る」

「恐れながら、殿下。このたびの戦は、大錬王のご指示を仰いで……」

　楼藍が、中つ国の内戦を自分たちのペースに巻き込もうとすることは読めていた。

　和弘たちのように樹旺に言われるままに従っていれば、この国は瞬く間に大錬の術中に落ちる。青華にそれを許すつもりはなかった。

「大錬王にはご助勢を感謝する。だが、中つ国の聖王はわたしだ。それとも、わたしの指揮では不満か？」

「いいえ」

　青華を聖王につけるというのは、楼藍が介入してくる大義名分だ。青華はそれを逆手にとって利用した。

　正統な聖王の命令と言われれば、いかに大錬でも逆らうわけにはいかない。

　どうせ、青華を何もできない傀儡かいらいの王に仕立てるつもりだったのだろうが。樹旺が思惑違いに歯噛みしたところで、すでに遅かった。
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　朱牙のいなくなった王宮は、王太后も逃げだし、青華のもとに集結した十三家のうちの九家の兵に、すでに占拠されている。

　青華の命令どおり、王宮の守護は梅園家に任されていた。樹旺は楼藍の監視を置こうとしたが、青華の口出しでそれも骨抜き状態だ。

　あとで大錬に失策を責められるだろうが、青華の知ったことではない。それに、樹旺も当面は朱牙を討つことに全力を傾けるつもりのようだった。

　朱牙が出陣してからひっそりと静まり返っていた王宮内は、再び慌しく戦の準備に追われていた。

　朱牙が布陣している国境の烏城の状況が、刻一刻と早馬で知らされてくる。

　後宮の部屋から王宮の玉座の間へと移った青華は、しかし、周囲が拍子抜けするほど落ち着き払っていた。

　なやましくも優雅な女官の装束を脱ぎ、身軽な長衣に着替えるのを沙耶に手伝わせながら、軍議への出席を求める使者を帳の外に待たせておいて、いっこうに動く気配もない。

「そなたまで戦に同行することはないのに……」

　後宮から青華につき従ってきた沙耶は、ここでも甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれた。

　さすがに、朱牙が信頼して青華のことを任せただけあって、細やかな気配りも利くし、頭の回転も速い。かといって、決してでしゃばることもない。

　誰にも気を許せない青華にとって、沙耶が側にいてくれることは幸いだったが、これから行くのは戦場だ。

　女性を連れていくことは、やはり憚られて、無理して同行する必要はないと、革靴を履かせてくれる沙耶を見下ろす。

「いいえ。陛下のご命令です。青華様のお世話はわたくしがいたします」

　沙耶の返事は、覚悟を決めたようにきっぱりしていた。これは、何を言っても無駄だろうと、青華も諦めるしかなかった。

　それに、沙耶なら戦場でも巧妙に立ちまわってくれるだろうと、青華はひっそりと薄い唇を綻ばせる。

「……あちらも上手くいった。おまえには感謝している」

　王太后に十三家の内に反乱の動きがあることを知らせ、後宮からの脱出に手を貸したのも、青華の命令を受けた沙耶だった。

　上首尾だったとねぎらった青華に、けれども、沙耶はどこか不思議そうに首を傾げる。

「でも……どうして？　王太后様をお恨みになっていらっしゃったのでは？」

　朱牙の侍女だったとはいえ、沙耶も王太后にはあまりいい感情は持っていなかったようだ。反乱軍に殺されても自業自得ぐらいに思っていたのかもしれない。

　だから、王太后に助けの手を差し伸べた青華に、よけいに納得がいかなかったらしい。

「恨んでいるよ。けれど、あんな女でも朱牙にとっては実の母親。命を落とせば哀しむだろう。あれは情の深い男だから……」

「おっしゃるとおりでございます」

　青華には、王太后の生死すらどうでもいい。朱牙を哀しませたくないだけだと答えると、沙耶はすぐに笑いながら同意した。

　玉座の間には、すでに青華のための甲冑かっちゅうも用意されていた。軍議でも鎧を身につけた青華に反乱軍を鼓舞させたいというのが、どうやら樹旺の狙ねらいらしい。

　青華は、鎧を取ろうとする沙耶に首を横に振ってみせた。

「鎧はまだいい」

「しかし……」

　王宮内は反乱軍にほぼ制圧されているとはいえ、まだ朱牙に忠誠を誓う者がどこに潜んでいるかわからない。それに、あくまで楼藍も信用できないと、沙耶は青華の身を心配してくれているようだ。

「そんなものをつけていては窮屈でしかたがない。剣も矢も、青い血を持つわたしの身を傷つけることはできないよ」

　大丈夫だからと、青華は沙耶を安心させるように微笑んでみせた。

　反乱軍を鼓舞しなければならないのは、今ではない。策略は最も効果的に使うべきだと、青華は悪戯っぽい笑みを滲ませる。

「はい」

　そのあでやかな笑顔に見惚れ、沙耶は足元にひざまずいたままにこやかにうなずいた。

「青華殿下、お出ましください。出陣の準備が整いました」

　すでに出陣の時が来たと帳の外から和弘に促され、青華もようやく重い腰を上げた。

「八や雲くも家の手勢は？」

「すでに到着し、都の郊外にて殿下をお待ちしております」

　最後まで到着が遅れていた八雲とも合流の手はずが整ったと知らされて、青華は青い長衣姿で玉座の間を出た。

「全軍に伝令を……。これより、烏城に向けて出発する」

「はっ！」

　拝命した和弘は、すぐに踵を返し、廊下を駆けだしていく。

「馬は乗れるか？」

　九家から新たに編成された青華の親衛隊が待っている前庭へと急ぎながら、振り返って沙耶に問いかけた。

「はい」

「わたしの側を離れてはいけないよ」

「はい、青華様」

　これから先は、予測もつかない戦場だ。恐れ気もなく答える沙耶に淡く目を細めて、青華は優美に衣を翻し、行く手をきっと睨んだ。
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　都を出発して数日、次第に国境に近づくにつれて、人家は減り、景色まで別世界のように変わっていく。

　うっすらと雪を被り、切り立った険しい山脈が、すぐ目の前に近づいていた。

　天幕を張った野営地では、森から遠く狼の鳴き声が聞こえる。

　樹旺たちとの軍議を終えた青華は、一番大きな天幕へと戻ってきた。

　もっと小さな天幕で、下級兵士が何十人も雑魚寝しているというのに、ここには青華のための贅沢な寝床しかない。

　王とはそういうものだと、幼い頃から教え込まれてきたけれど。どこで違ってしまったのだろうと、青華はそっと溜め息をついた。

「お帰りなさいませ。お疲れでございましょう。今夜は冷えますから、寝台に毛皮を敷きました。体をお休めください」

「ああ……」

　沙耶の心遣いに、少しだけほっとした。窮屈な鎧を彼女に手伝われて脱ぎ落とし、純白の絹の内着一枚になって、毛足の長い雪ゆき豹ひょうの高価な毛皮が敷かれた巨大な寝台に、疲れた身を横たえる。

「お召し替えのついでに、体をお拭きいたしましょう」

　天幕の外で、湯を沸かしてくれていたらしい。熱い湯を満たした桶に白絹を浸して固く絞り、沙耶は青華の手足を丁寧に拭いていく。

　帯をゆるめ、しどけなく内着の合わせをはだけて、青華は沙耶のやさしい手に従順に身を委ねた。

「そなたは、何も訊かないのだな」

　誰の目から見ても不可解な行動を取っている自覚はあった。なのに、沙耶は青華のすることに何も口出ししないし、あれこれ訊きたがるわけでもない。

　どうして、信じてついてきてくれたのかと、ずっと不思議に思っていたことを訊ねた。

「わたくしの役目は、青華様のお世話をすることです」

「朱牙の命令で？」

「はい」

「わたしたちは、その朱牙を討ちに行くのだよ」

　それほど、朱牙に忠実な沙耶が、なぜ反乱軍の指揮官である自分に従っているのかと、青華はなおさら戸惑う視線を向けた。

「今は、わたくしの主は青華様です。あなた様がそれを望まれるのでしたら、どこまでもお供いたします」

　沙耶の答えには、なんの迷いもない。朱牙はいい臣下を持っていると、どこかうらやましく思う。もちろん、沙耶がそこまで朱牙に尽くす気持ちは、青華にはよくわかるけれど。

「そう……か」

　きっと、彼女の朱牙に対する信頼は自分と同じなのだと、青華は小さく笑った。

　内着を脱いで、沙耶がかけてくれる新しい白い夜着に袖を通し、安心しきった子供のように絹の布団に潜り込む。

「寒くありませんか？」

「ああ……大丈夫だ」

　布団の中から返事をしながら、なんだか彼女が自分の母親みたいでおかしくなる。

　王族の后きさきは、自ら自分の子供の世話をしたりしない。すべてを乳母や侍女たちに任せるのが慣わしだった。

　青華も母親に布団に入れてもらった記憶などなかったけれど、その代わりに、こんな肌寒い夜には、いつもあの弟が自分をあたためてくれた。冷えた体と、心の中まで。

「何か、あたたまるような飲み物をお持ちいたします。お腹なかはお空すきではありませんか？」

「そうだな。少し……」

　夕食を済ませてから軍議に出ていたから、けっこう時間が経っていた。それに、野営地に着いてすぐの食事は慌しくて、食欲もなかった青華はほとんど口をつけていなかった。

「お待ちくださいませ」

　ちょっと笑みを浮かべた沙耶は、楽しそうに天幕を出ていき、すぐに湯気の立つ大きな鉢を抱えて戻ってきた。

　王族が使うような上品な器ではない。素朴な鉢には、白く濁った汁の中にたっぷりと野菜や肉が入っている。

　夕食に取ったものとは違い、青華はこんな料理を見たことがなくて、恐る恐る手渡された鉢を覗いた。

「これはなんだ？」

「糟かす汁じるです。下級兵士の軍糧からわけてもらいました。青華様は、こうした下々の食べ物はご存知ありませんでしょう？」

「ああ。初めて見る」

　沙耶はどうやら、青華に平民の食べ物を見せたかったらしい。驚く青華の顔を、ひどく面白そうに見つめている。

「どうぞ、体があたたまります」

「うん……」

　青華も好奇心に駆られて、沙耶から木の匙さじを受け取ると、いそいそと汁と野菜をすくって口に運んだ。

「熱いので、お気をつけてください」

　沙耶の注意がなければ、唇を火傷していただろう。

　温暖な中つ国の宮廷料理には、冬場でも熱いものはほとんどない。火を通してあっても、冷めたものを出されるのが常識だった。

　牢の中では、干し肉や野菜くずと硬いパンの食事がせいぜいで、当然、あたたかいものなどなかった。

　用心して口をつける。酒さけ糟かすを利用した香りのいい汁には、よく煮込んだ野菜や肉のうまみがしみ出していた。胃に落ちてくると、そこからかっとぬくもりが広がる。

「確かに、これはあたたまりそうだな。それに、意外に美お味いしい」

　気に入ったという青華の素直な言葉に、沙耶はうれしそうにおもてを綻ばせる。

　二十四年生きてきたといっても、その半分は王宮の奥深くですごし、あとの半分は果ての塔に閉じ込められていた青華だ。

　世の中は自分の知らないことばかりだというのを、こんな些さ細さいなことからも思い知らされた。

　できれば、もう少し長く生きて、広い世界を見てみたいという気持ちも、青華の中に確かにあったけれども。

「そなたは、貴族の娘ではなかったのか」

　王の侍女にふさわしく、かしこいし、立ち居ふるまいにも卑しいところはない。てっきり、貴族の姫だと思っていたと、青華は沙耶を見た。

「わたくしは売春宿が並ぶ場末の街で育ちました。お忍びで遊びにいらした陛下に拾っていただかなければ、母と同じようにあの街で春をひさいでおりましたでしょう」

「朱牙に拾われた？」

「王宮に伺候して、もう六年になります」

　沙耶が朱牙に忠誠を尽くす理由のひとつが、その話からなんとなく想像できた。苦界から救われた沙耶が、朱牙に恩を感じるのは自然な感情だろう。

「なるほど……朱牙がな」

　しかし、六年前といえば、朱牙はまだ十歳の子供だったはずだ。忍び歩きはともかく、遊びにいく先が花街というのはどういうことかと、内心、少し腹が立った。

（この十年、ずっとわたしを捜していたと言ったくせに……）

　果ての塔で自分を組み敷き、甘い愉悦にさんざん泣かせた朱牙の手管が、無垢な子供のものなどでないことは、とっくにわかっていたけれど。

「陛下は……生死のわからない兄上のことをずっと案じておいででした」

　まるで、青華の心の中の不満を読んだように、朱牙は確かに自分を捜していたのだと沙耶に教えられて、わだかまりはすぐに溶けた。

「果ての塔の牢獄で、きっと裏切り者と恨まれているとばかり思っていた」

　それを言えば、かえって朱牙を苦しめてしまうとわかっていたから、裏切りの理由も告げられなかった。

　自分から望んで今の境遇に堕ちても、朱牙に憎まれることはつらかったと、青華は低く呟いた。

「恨み言など、一度もお聞きしたことはありません。お美しくてやさしい方だとそればかり……」

「会わずにいたから、かえって本当よりよく思えるのだろうな」

　再会したばかりの頃、朱牙は復讐だと言って残酷に自分を犯したから、恨まれていると疑いもしなかった。

　沙耶から朱牙の本心を聞かされると、自分とよく似た不器用で意地っ張りの弟が、今さらのように愛しい。

　朱牙が言うほど、自分はきれいでもやさしくもない。朱牙だって、きっと本当はわかっているくせに。

「いいえ。陛下がおっしゃったとおりの方でした」

　朱牙の言葉は本当だったと、まっすぐに見つめる沙耶の澄んだ瞳に、気恥ずかしささえ感じる。青華ははぐらかすように、きれいに空にしてしまった鉢を彼女に戻した。

「ありがとう」

「お側に控えております。どうかゆっくりお休みください」

　沙耶に見守られ、ほこほことあたたまった体を布団に滑り込ませて、青華はいつになく穏やかに瞼を閉じた。
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　青華の率いる反乱軍は、ついに朱牙が布陣する烏城に臨む丘陵に出た。

　城の北に広がる国境地帯では、楼藍軍との激しい戦闘が続いている。丘の上から見下ろす青華の目にも、膠着こうちゃくした戦況ははっきりと映った。

　戦いが長引いているのは、軍内の裏切り者たちが上手く攻撃の手を抜いているからだろう。

　なのに、朱牙がなんの手も打たないのは、おそらく反乱軍の動きを待っているためだ。自分の身を囮おとりにして、朱牙はここで獅子身中の虫と決着をつけるつもりだ。

「すでに烏城の朱牙も我々の動きに気づいているだろう。策を打たなければ、挟み撃ちで全滅だ。さて、どう出るかな」

　朱牙の窮地を楽しんでいるような青華の呟きに、傍らに馬を並べている樹旺は意外そうなまなざしを向ける。

　ここまで来ても、青華の朱牙への気持ちをまだ疑っていたらしい。それならそれでいいと、青華は冷ややかな笑みを唇に浮かべた。

「青華殿下、城から王の軍勢が出てまいりましたっ！」

　望遠鏡を覗いていた前方の兵が、烏城の門が開き、朱牙の軍が出てくると大声で報告する。

　前方の楼藍軍よりも、朱牙は背後にいるこちらを全力で討つつもりのようだ。退路を失えば全滅はまぬがれないから、当然の戦法だろう。

「朱牙は……あの中にはいないようだな。別部隊か……軍を分けて逆にこちらを挟み撃ちにするつもりだろう」

　門から出てきた兵の中には、王の姿は見当たらない。おそらく、彼らは囮で、朱牙の本隊は別方向から攻めてくるはずだと、青華は読んだ。

「しかし、数の上では朱牙王の圧倒的不利。その上、軍を分ければ兵の数はさらに減ります」

「朱牙は、自分の兵を信頼しているのだよ」

　指揮官の信頼がなければ、軍は本当の力を発揮することはできない。朱牙の策を非難する樹旺に、裏切り者にはわからないだろうなと、青華は胸の内で密かに嗤った。

「その中に裏切り者がいるとも知らずに……？」

「そうだな」

　確かに、朱牙が信じている軍の中には裏切り者がいる。朱牙にとって、この策は命取りだ。けれど、朱牙はそれも承知の上だということを、樹旺は考えてもみないだろう。

「楽しそうですな、殿下。王を討てば、晴れてあなた様が中つ国の聖王です」

「これが楽しくないはずはないだろう」

　新たな聖王となる自分への媚と同時に、楼藍の恩をちらつかせる樹旺の追従に、青華はことさら冷酷な笑い声を返した。

　弟への情も、血も涙もない青華の態度に、さすがの樹旺もぞっとしたように妖しい美貌を見つめて、たじろぐ。

「恐ろしいお方だ」

「わたしに弟を討てと持ちかけたのは、楼藍ではなかったか？」

　馬上から振り返った青華は、魔性の者のように冷たく嗤った。

　十年前は、人形のように愛らしいばかりの十四歳の少年だった。多分、青い血を最も色濃く引く青華の本質を見抜いたのは、大錬だけだろう。

　聖王がどれほど非人間的な存在かを見せつけられて、樹旺は青華と組んだことをいくらか後悔したかもしれない。

　けれど、今さらあとには退けない。青華にも、ここで手を引かせるつもりはない。

「すぐに決着はつきましょう。別部隊を率いているのは桐生殿のようです。王は信頼した味方に攻撃を受けることになります」

　なんとか動揺を取りつくろい、楼藍の使者としての自信と威厳を取り戻した樹旺が、眼下の戦況に視線を戻す。

「うん。……城の大門が開いたぞ」

　青華も、そのまなざしの先を静かに追った。いよいよ烏城の大門が開き、朱牙の旗を掲げた軍勢が駆け出してくる。

「背後は楼藍の軍勢。王に退くことはできません。ここで我らを倒して血路を開かなければ、生き延びるすべはない」

「すべて大錬王のくわだてどおりだな」

「はっ……」

　十三家の裏切りも、青い血を引く青華の擁立も、朱牙の孤立も、何もかもが楼藍の計略どおりに動いている。

　それなのに、樹旺の顔色はまだ青ざめたままだった。首尾よく運んでいるように見える戦場のその裏で、自分たちの知らない何かが密かに動き始めていることを、権謀術数渦巻く世界を生き抜いてきた老人は、どこかで感じているのかもしれない。

（だが、もう遅い……）

「朱牙がくるぞっ！」

　青華は、樹旺の逡しゅん巡じゅんを振り払うように声を上げた。

　城内にいた残りすべての手勢を率いた朱牙は、思ったとおりにまっすぐ青華たちのいる丘陵を目指して疾駆してくる。

（あれが、わたしの王だ……）

　恐れもない。迷いもない。信じるものに向かって走り続ける。朱牙の情熱を止めることなど、誰にもできはしない。

「青華殿下、ここは危険です。兵の後ろへお下がりください」

　こちらが圧倒的な優勢にあるくせに、朱牙の勢いにうろたえたように逃げろと指示する味方の将に、青華は怒りに燃える青い瞳を向けた。

「馬鹿を言うなっ！　向こうは朱牙が先頭をきって走ってくる。わたしが迎え撃たなくてどうする。……沙耶、離れるなよ」

「はい」

　ついて来いと、後ろの沙耶を振り返って声をかけ、青華は馬に鞭むちを当てていっきに丘陵を駆け下りていく。

　青華に従う中つ国の八家の軍が、いっせいにそのあとを追って動きだした。もはや、樹旺が待てと騒いだところで、勢いがついた軍勢は止まらない。

（そうだ。ついて来い……）

　ちらりと後ろを窺って、小さく唇を綻ばせた青華は、丘陵のふもとまで走り抜けたところで、突然、馬を止めた。

「止まれ～っ！」

　自分たちの正統な聖王と慕う青華の一挙手一投足を追っている八家の軍も、全軍、足並みを揃えて停止する。

「よいか。わたしが命令するまで、決して攻撃するな」

「殿下、危険ですっ！」

　反乱軍の副官を務める八雲家の広こう義ぎが止めるのも聞かず、青華は朱牙の軍勢の前へと単騎で進み出る。

　それに応じるように、朱牙は威嚇する大軍勢を恐れるそぶりもなく、青華へ馬を向けて近づいてきた。

「青華、兄上……。また、俺を裏切るのか？」

　ここへ青華が来たのは、反乱軍を指揮して彼を討つためだと知らない朱牙ではない。その声には、怒りよりもやるせないような想いが滲む。

　静かなおもてを昂然と上げて、自分に討たれる覚悟を決めている弟に、青華は微かな苦笑を返した。

「わたしが、おまえを裏切るためにここへ来たと思うのか？」

「青華……？」

　身も心もおまえのものだとあれほど誓ったのに、本当に自分の気持ちを疑うのかと、責めるように問いかけた青華に、朱牙はまだ信じかねているように戸惑う。

「何をしている。おまえの敵は誰だ？　どこにいる？」

「敵……」

　青華に訊かれて、朱牙は目の前にいる八家の反乱軍ではなく、背後を振り返った。

　集結した反乱軍を見て勝利を確信した楼藍の軍勢が、守備兵のいなくなった国境を越えて、続々と雪崩れ込んでくる。

「ここにいるのは皆、中つ国の兵だ。この国が他国に蹂躙されることを、誰も望んだりしない。そうだな、広義？」

　八家の軍に向き直り、大声で詰問した青華に、広義は目を白黒させながら困惑する。

「青華殿下……？　は……」

　広義が答える前に、ふいに猛々しいときの声とともに、別行動を取っていた桐生の手勢が、朱牙たちに右手から襲いかかった。

　いち早くそれを読んでいた青華は、剣をかざして朱牙へ駆け寄ろうとする桐生を遮るように、自分の馬を走り込ませる。

「青華様……っ？　これは、いったい？」

　思いがけない邪魔が入って、挟み撃ちにして朱牙を討つ手はずではなかったのかと、状況を確かめようとする桐生に、青華は鮮やかな笑みを浮かべた。

「何をしている、桐生？　敵は後ろだぞ」

「青華殿下……、この期に及んで楼藍を裏切られるのか？」

　敵は後ろにいる楼藍だと、桐生の間違えを正した青華に、ようやく追いついてきた樹旺が恨みのこもった呻うめき声を上げる。

「裏切りなどしないよ。最初から、聖王家は大錬王をあてにしてもいない。樹旺、そなたには大錬王との和平交渉の役に立ってもらうぞ」

　反乱を唆す密使としてではなく、楼藍への人質と交渉役として樹旺が必要だったのだと明かした青華に、「裏切り者っ！」と老人は歯噛みした。

　それは十年前の自分の科白だと声に出さずに嗤い、青華はそろそろ疑いは解けただろうかと、どこか呆然としている朱牙のおもてを改めて窺った。

「青華……兄上には、やはりかなわない」

「おまえより八年余分に生きている。だが……相手は楼藍軍、安心はできないぞ」

　余分に生きただけ、人をだますのも、裏切るのも慣れている。今度は朱牙の手並みを見せてもらうと微笑んだ青華に、一途なまなざしは溶け、力強くうなずく。

「ああ。桐生……東へ散開しろ。楼藍軍を包囲するぞ」

「王……っ？」

　さっきまでの窮地すら忘れたように命令する朱牙に、桐生は裏切り者の自分をまだ信じるのかと迷いを浮かべる。

　不審をあらわにする桐生に、朱牙はいっそ清すが々すがしい笑顔を見せた。

「楼藍軍を退けたら、おまえたちの不満はゆっくり聞いてやる」

　あくまでも臣下を信じると答えた朱牙に、桐生は一瞬、苦しげに表情を歪めたものの、再び手にした剣を振り上げ、それを背後へ向ける。

「東へ散開っ！　楼藍軍を討つ！」

　桐生の指示を聞いて、彼の部下ばかりか広義たちの反乱軍までがどこかほっとしたように歓声を上げた。

　いくら圧政を布しいた王太后の息子とはいえ、自分たちの王を討つことに、やはり心の底では抵抗を感じていたのだろう。本当の敵に向かって、彼らは勇躍して駆けだしていく。

「広義、西へまわり込め。ただし、楼藍軍の退路は残しておいてやれよ」

「はいっ！　西へ散開っ！」

　ここで楼藍軍を殲滅するつもりはないというように、朱牙は敵の逃げ道を残しておけと念を押すことを忘れなかった。

　自分を陥れようと画策し、十三家を唆した楼藍に対して、ずいぶん甘いなと青華は唇を綻ばせたけれど、朱牙がそうするだろうと予想はしていた。

　だからこそ、桐生も広義も土壇場で朱牙の命令に従ったし、自分は憎くて愛しいこの弟に永遠に抗えない。

「わたしたちは正面だな……」

「引っ込んでいろと言っても、聞くような兄上ではないな」

　行くかと手綱を引いた青華に心配そうなまなざしを向けたものの、朱牙は諦めたようにひとつ大きな肩で溜め息をついた。

「側にいる。そう約束しただろう……」

「ああ。……沙耶、兄上を必ずお守りしろ」

「はいっ！」

　もう一人にしない。ともに敵と戦いたい。初めてわがままらしいわがままを口にした青華に、朱牙も止めはしなかった。

　ただ、何があっても青華を守れと沙耶に言いつける。

　お互いに過保護だなとひっそり笑って、青華は朱牙と馬を並べ、敵に向かって猛然と走りだした。
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　反乱軍を援軍に変えた中つ国の軍勢は勢いを増し、ほんのわずかな時間で国境から侵入した楼藍軍を駆逐してしまった。

　捕虜になった楼藍兵たちを、先にとらえた樹旺とともに都へ送り、国境の烏城はようやく静けさを取り戻しつつあった。

　残った兵士たちが、まだ片づけで慌しく行き交う跳ね橋を城じょう郭かくの上から見下ろして、朱牙はほっとしたように表情を和ませる。

「双方とも大きな被害はなかった。大錬王も大人しく和平に応じるだろう」

　甲冑をまとった大きな背中を包むように黒天鵝絨ビロードのマントをかけてやりながら、朱牙を労った青華を、甘い笑みを浮かべて、長身が振り返った。

「ああ。中つ国を守ることこそが十三家の総意だと、楼藍も思い知っただろう」

「十三家の者たち自身もな」

　懲りない臣下たちのことを、いくぶん意地悪く笑いながら揶揄した青華に、朱牙は思慮深い目つきで首を傾げる。

「おまえは、最初から彼らを信じていたのだな。決して、楼藍にこの国を売りはしないと……」

「最後まで、桐生たちを信じていたのはおまえだ。わたしは、おまえの望みどおりに動いたまでのこと……」

　信じていたのは自分ではないと、青華はそっと頭を横に振った。

　自分が信じたのも、そして桐生たちが信じたのも、結局は中つ国の王である朱牙だ。朱牙の信頼に応えようと全員が力を合わせ、楼藍軍を撥はね返すことができた。

　青華はただ、誰が王で誰が敵かを、彼らに教えただけだ。

「情だけで国の統治はできない。やはり、中つ国の王には、おまえのほうがふさわしい」

「馬鹿なことを……。わたしは大錬王と謀ってこの国を陥れようとした首謀者だぞ」

　思いつめた顔で、青華が王位につくべきだと言う朱牙に驚き、呆れ、青華は罪人の自分は聖王にふさわしくない人間だと言い張った。

「おまえは樹旺をだまし、俺を助けようとしただけだ」

「事実は事実だ。誰かが責任を取らなければならない」

　王宮を占拠し、王太后を逃亡させた以上、反乱の陰謀があったことはもはや隠しようがない。そして、責めを負う人間が必要だと、青華はきっぱりと訴えた。

「桐生も和弘たちも、責めを負うと言っている」

「おまえに、彼らが処罰できるのか？」

「それは……」

　聖王への反逆がどれほどの罪であるかは明白だった。十年前も、桐生のような将来のある若者以外は、ほとんど覚悟の上で討ち死にしていった。王太后一派の手にかかって殺された者も多かったはずだ。

　いくら朱牙が王でも、いや、王であるがこそ、反逆者を処断しないわけにはいかないだろう。

「臣下である十三家の者たちが国を陥れようとしたとなれば、厳罰は免れない。彼らもまた、中つ国の行く末を思う忠臣たちだ。おまえには、彼らを斬り捨てることなどできはしない」

「だからといって……」

　青華一人に罪を背負わせられるものかと反論する朱牙に、ほかに方法はないのだと首を横に振った。

「朱牙……。亡き父上がおまえに王位を譲られたのは、その情で国を治めてほしかったからだと思う。わたしには、決してできないことだ」

「青華……」

　自分なら、躊ちゅう躇ちょなく裏切り者を殺せる。楼藍を滅ぼすことさえ、ためらわないだろう。もしも王位につけば、この世界を血みどろの地獄にも変えかねない。

　だから、亡き父は青華の中にあるその血を恐れ、朱牙に王位を譲った。

「神に等しい青い血を持つ王族を裁く法などない。殺せば天罰が下ると恐れて手をかける者もない。だから……王太后は、わたしを果ての塔に閉じ込めるしかなかったのだ」

「俺に、おまえをまたあんな牢獄に閉じ込めろというのか？」

　青華がこの十年間をどうやって生きてきたか、果ての塔で目の当たりにした朱牙は、できるわけがないと激しく拒む。

「わたしが何者か知れてしまった以上、後宮に身を隠すこともかなわないだろう」

　自分には逃げ場所などどこにもないのだと、青華は小さく笑いながら答えた。

「俺は……嫌だっ！　母上は、おまえに命を救われた今でも、おまえを恐れている。天罰が下ろうと、いつかおまえを殺そうとするだろう」

「別に、王太后に恩を着せるつもりはなかった。おまえが哀しむ顔を見たくはなかった、わたしの身勝手だ」

　それも自分の業の深さだと自じ嘲ちょうする青華を、力強い腕が引き寄せ、掻き抱いた。

「どこへもやらないっ……！」

「朱牙……。おまえは、もう六歳の子供ではない。中つ国の正統な王だ。わがままを言って、わたしを困らせるな」

　最初から、こうなることを覚悟で樹旺の口車に乗ってみせた。いつまでも夢が続かないことはわかっていた。

　ここで夢を終わらせてくれと哀願する青華に、朱牙は昔のままの仕草で強情に左右に首を振り続ける。

「嫌だっ……」

「わたしが首謀者だと言えば、十三家の者たちに重い処罰は及ばない。もちろん、樹旺もそう証言するだろう」

「あのじじい……。おまえに謀られたことを恨みに思っているんだ」

　楼藍の陰謀を追及すれば、いずれにせよ自分の罪も明るみに出る。そう言った青華に、朱牙は忌々しげに歯は軋ぎしりした。

「そう悪あし様ざまに言うものではない。あれで、いろいろわたしの役に立ってくれた」

　樹旺がこちらの思惑どおりに踊ってくれたから、烏城まで上手く援軍を連れていけたと、青華は意地悪く笑う。

「兄上……」

　その狡猾な笑顔に、朱牙さえ困惑気味にたじろいだ。

「確かに、おまえが王になればまわりは気の休まる時もないだろうな」

　臣下にも敵にも恐れられる王になりそうだと嘆息する朱牙を、青華はわかっただろうと静かに見上げる。

「だから……わたしは王位とはかかわりのない場所で生きていればいい」

「おまえが生きていれば、大錬はまたなんとしてでも手に入れようとするだろう。あの男は、おまえを……」

「だから、利用できるのだよ」

　大錬の自分への執着を逆手に取って利用すればいいと、青華はわざと朱牙を唆した。もちろん、朱牙が自分の兄を餌にして楼藍を陥れられるような性格ではないことは承知の上だ。

「青華……」

「わたしを、果ての塔に閉じ込めるか？　その手で命を奪うか？　おまえにはもうわかっているだろう。わたしは、この国にとって聖王などではない。ただの災いだ」

　自分が生きていれば、朱牙も中つ国も破滅させてしまうかもしれない。それが怖いと怯える青華を、けれど、朱牙は抱きしめて放そうとしない。

「だから、十年前に反乱を起こしたのか？　死ぬために？　誰もが、おまえを欲しがり、おまえを愛し、憎悪する。けれど、それはおまえのせいではない」

　青華の責任ではないことの責めを負う必要はないと言い聞かされて、やはり離れられないのかと諦めるように広い背中に両腕をまわした。

「俺の側にいろ。おまえは俺が守る。そう約束したはずだ」

　誓いの言葉を、信じてしまっていいのだろうかとためらい、それでも愛しい男を放せない。青華の頬を、一筋の涙がこぼれ落ちた。




　　　　　　　　　　　◇




　中つ国の都のはずれには、東方の浮ふ屠とたちの大だい伽が藍らんがある。春しゅん恵けい寺じというその寺は、先代の聖王が仏教の布教を許した記念に建てられたものだ。

　青華の母は、その仏教の熱心な信奉者で、寺に多くの寄進をし、密接な関係を持っていた。

　楼藍と内通した罪を問われた青華は、この寺の境内にある小さな庵いおりに蟄ちっ居きょしている。気ままな暮らしは性に合っているらしく、今ではすっかりこの静かな寺が気に入っていた。

　庵は広大な庭園に囲まれていて、すぐ裏に大きな池がある。青華はそのほとりに佇んで、小石を投げては広がっていく波紋を子供のように無心に見つめた。

「青華……」

　背後から呼ぶ懐かしい声にどきんと胸が弾む。けれど、もうふた月も顔を見せなかった薄情な男を、わざと振り返らずに無視した。

　足音はどんどん近づいてきて、ふいに背中から抱きしめられる。同時に長い指が、膝の辺りまで伸びた黒髪に絡みついた。

「髪をおろされはしないかと、ひやひやしたが……」

　朱牙が、王宮からこの寺に移り住んだ青華に逢いにくるのは初めてだ。寺に入ると聞いて、よけいな心配をしていたらしく、ほっとしたように艶つややかな髪を弄ぶ。

「僧院にいるからといって、それほど殊勝ではないよ」

　世俗を捨てたわけではないと、青華は拗ねたまま振り返りもせず、素っ気なく答えた。

「不自由はないか？」

「沙耶がよく世話をしてくれている。こんなところまでついてくることもなかったのに……」

　沙耶には、本当に感謝している。楼藍との和平と反乱を画策した八家の処遇に忙殺されていると知っていても、朱牙に逢えない日々を青華が大人しく我慢できたのは、彼女が細やかに気配りしてくれるおかげだった。

　しかし、本来は後宮で青華の世話をするはずだった沙耶を、こんな田舎まで連れてきてしまったことは心苦しい。

　沙耶は、気の張る後宮暮らしより、ここのほうが僧侶たちもやさしくて好きだと笑っているけれど……。

「沙耶が望んだんだ。俺よりも、おまえの側がいいらしい」

「わたしは目が離せないからだろう。まるで母親のようだ……」

　子供みたいに世話を焼かれていると笑った。沙耶の目には、自分はどうやらとんでもない悪戯好きの悪がきに見えるらしい。

「時々、沙耶といっしょに街に出ているらしいな」

　誰が朱牙に報告しているのかはわかりきっていて、ここでの生活は王宮の彼に筒抜けになっているらしいと嘆息した。

　そうして監視されるのも、朱牙に縛られているのも、いつも心にかけてくれているからだと思えば、かえってうれしさが込み上げてくる。決して、嫌なわけではないけれど。

「忍び歩きは、おまえの得意だろう」

　昔は、朱牙もお忍びで花街を遊び歩いていたと沙耶から聞いている。自分が何をしようとお互い様だと言い返した。

「あまり、おかしなことを覚えてくれるなよ」

　背中から執拗に抱きしめてくる男は、やんわりと青華の耳たぶを噛んで、ほかの誰ともこんなことはするなと嫉妬深く念を押してくる。

　ふざけ合うような接触にも、二カ月あまり焦らされて餓えた体はじんとせつなく痺れて、青華は意地を張るように唇を噛んだ。

「そういえば、この前は賭と場ばに行ったな。博ばく打ちというのは、単純だがなかなか面白い」

　蟄居中とはいえ、その気ならいつでも自由に寺を抜け出せる身になって、悪所にも出入りしていることを、わざとらしく打ち明ける。

　とたんに、胸を掻き寄せる朱牙の腕の縛めが強くなり、苦しいほどの抱擁にますます肌が熱をおびていく。

「青華……。これ以上、俺の頭痛の種を増やさないでくれ」

　離れていれば心配で堪らないのだと、朱牙はとうとう音を上げた。ひょっとしたら、果ての塔に繋いでおけばよかったと後悔しているかもしれない。

　ふた月も放っておくほうが悪いと、青華はしなやかに身を捩って朱牙の腕の中で彼と正面から向かい合った。

「王も、真面目に働けば忙しいものだろう？」

「おまえが逃げた本当のわけがわかった」

　表の政治にいろいろ口を挟んでいた王太后を退けて、実質、朱牙がすべての権力を握るようになって、それがどれほどの重責かは身に沁しみたらしい。

　青華が自分は聖王には向かないと言い続けた理由がわかったと、朱牙は恨めしそうな目を向けた。

「で、その忙しい中つ国の聖王陛下が、僧院暮らしの兄の様子をわざわざ見にきてくれたのか？」

　いつまでもつまらない話で自分をはぐらかす朱牙に、何をしにきたのだと、青華は皮肉を込めて訊く。

「馬鹿。おまえを抱きにきた」

　さらうように青華を抱き上げる逞しい腕に、自分からしがみついた。もう待ちきれずに首を掻き抱き、甘く激しい口づけを貪る。

　庵の中へと運ばれていく青華の背後で、小さな扉が微かな軋みを残して閉ざされた。
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　あとがき






　こんにちは。水月真兎です。

　夏です。自宅の庭は、ますますジャングル化に拍車がかかっています。

　日当たりのいい場所に地植えして、多分三年目のノウゼンカズラを、今年はグリーンカーテン代わりにフェンスに這わせてみたんですが、伸びる伸びる。凄い勢いでフェンスを伝っています。来年辺りは、南側のフェンスをすべて覆い隠してくれるかもしれません。

　お隣との目隠しに、板塀で囲おうかとも考えていたんですが、さすがにそれは日当たりが悪くなりそうで迷っているところでした。やはり、生グリーンはいいですね。冬は葉が落ちてくれるので、日当たりを心配しなくてもいいし。今年初めて、黄色い花もつけてくれました。ポットで買ってきた時は、花の色がわからなかったので、蕾を見つけた時はちょっと感動でした。

　そんなこんなで、この夏も庭いじりに明け暮れていて、日焼け止めを塗っても塗っても真っ黒です。

　梅雨の終わりから初夏にかけては、リビングの窓を全開にしてグリーン越しの風を楽しんでいたんですが、八月に入って猛暑でバテ気味になってしまったのと、新入りにゃんこが体調を崩してしまったので、今はほどほどにエアコンを効かせています。でも、庭木の水やりは欠かせません。水を打つと、気化熱でほんのり涼しくなるのも、なんとも気持ちいいです。

　アイスを食べて、目に鮮やかなグリーンを眺めながら、にゃんことゴロゴロするのが至福の時だったり。おかげで、しっかり夏太ってます。

　今回のお話は、エロエロファンタジーです。お楽しみいただけましたでしょうか？　また、どこかでお会いできますように。




二〇一五年　葉月


水月真兎








ジュリアンノベルス同時配信

二〇一五年九月四日配信予定



















温もりのイイワケ【新装版イラスト入り】




著者：妃川　螢

イラスト：史堂　櫂




遊びじゃない。おまえが欲しい。それなら文句ないだろ？




営業一のクールビューティ・本ほん城じょう泉いずみと、泉の同期であり、周りからは良きライバルと思われている相あい原はら晃こう次じ。そんな２人の関係を大きく変える事件が…。酔って正体をなくした翌日、素っ裸でベッドで抱き合ってるなんて!?

『なんでおまえがここにいるんだっ!!』──身体からはじまった恋の結末は？

















檻の中の情人【新装版イラスト入り】




著者：水月真兎

イラスト：九条ＡＯＩ




ああ、そうだ。お前は、実の弟に犯されて毎晩悦びに泣くんだ。俺がそうなるようにこれからたっぷりと仕込んでやる




聖王家の第一皇子である青せい華かは、王位を巡り反乱をおこすが失敗し、果ての塔に幽閉され、牢番や囚人たちに嬲られ続けていた。ある日、偶然果ての塔に義弟で国王の朱しゅ牙がが現れる。兄の存命を知った朱牙は怒り、青華は蹂躙されるが…。






ジュリアンノベルス近日配信

二〇一五年十月二日配信予定



















ドクター・コール【新装版イラスト入り】




著者：春原いずみ

イラスト：竹中せい




高校時代からずっとおまえだけを見ている




医者として互いの実力を認めつつも素直になれない桐きり原はら圭けい史しと橋はし場ば尚なお巳み。彼らのそんな微妙な関係に尚巳の留学が波紋を及ぼす。すれ違う二人の前に緊急患者が運び込まれわだかまりを残しつつオペは開始される。

















ここしかない場所【新装版イラスト入り】




著者：かのえなぎさ

イラスト：有馬かつみ




せんせえ……、気持ちいい──




十七歳の高校生・竹たけ内うち広ひろ己みは傷つきやすい内気な性格。家を飛び出した広己を保護したのは冨樫とがし勇馬ゆうま医師だった。お互いにひかれあうものを感じた二人。密告で広己は家に連れ戻され絶望の淵に落ち込んだ広己だが、今度は力強い見方が表れて……!!。
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